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プロローグ　クソゲーマー、異世界へ行く







「それにしても、おぬしは本当に変わっているのじゃ。バグだらけで最悪のクソゲーであるフィールダウトαに全ぜん霊れいの愛を注いで、やり込みまくるんじゃからな。でもそんなおぬしでも無理なのじゃ！　いくらここがそのフィールダウトαに……おぬしが転移前の世界――日本でやり込んだゲームに瓜うり二ふたつの異世界でも、絶対に奴やつには勝てないのじゃ！」

　そんな少女の声を聴ききながら年としの頃ころ十六ほどの少年、モガミ・ユヅルは歩いている――赤せき褐かつ色しよくの地層が左右に高く壁かべとなって見える谷底を少女と並んで歩いている。

「だいたいこっちは始まりの街トランタがある方向とは逆なのじゃ！」

　と、またも少女が言ってくる。彼かの女じよは少年の事が心配そうな様子で続けてくる。

「本当におぬしはわかっておるのか？」

「安心しろミオン、この俺おれにわからない事は何一つない。俺が愛したゲームの世界によく似たこの世界において、俺が知らない事なんて何一つない」

　ユヅルはそれまで黙だまって荒こう涼りようとした風景の渓けい谷こくを進んでいた。だが、ここに来て背中越ごしに振ふり返かえると、ニヤリと自信満々に言う。

「それこそバグ関連の事を含ふくめていいなら、この世界を創つくった女め神がみであるミオン――お前以上に理解していると思うけどな」

　すると、ユヅルの言葉を聞いたミオンはパタパタと彼かれの近くまで走ってきて。

「確かにバグについて余は一定の知識しかないのじゃ、あれは意図して作ろうとしたものじゃないからの……」

　と、まるで小動物が威い嚇かくするように両りよう腕うでを突つっ張ぱってわーわーと言って続ける。

「じゃが、余よりもこの世界に詳くわしいというなら、知っているはずなのじゃ！　この先にいるのは最強クラスと言っても過言ない裏ボス――暴ぼう虐ぎやくの旧きゆう王おうじゃ！」

「安心しろって、この俺に任せろ」

「だ～か～ら～、その最強クラスの敵にランクＥ装備――ハンドガン一丁と、村人が着ていそうなコテコテ初期装備で挑いどむ奴がどこにいるのじゃ！　初期装備についている貧弱スキルをおぬしは知っておるのか!?」

　もちろんユヅルは知っている。




▲防具《駆かけ出だし冒ぼう険けん者しや装備》

　セット装備時発動可能スキル：わいろ　使用回数：無限（制限有り）

出現エネミーに通貨１ミオンを払はらう事により、戦せん闘とうに勝利したことにしてもらう。なお、このスキルは一定以下のランクのエネミーにしか効かず、所持者が一度でもどこかの街にたどり着けば《わいろ》は二度と使用不能になる。




　ミオンがいうスキルとは、こんなスキルである。

　初心者向けの完全救済スキル――まともな戦闘では確実に役にたたないと言っても過言でないスキル。

　ユヅルは今からすることに必ひつ須すであるスキルの確かく認にんを脳内で行いつつ、ミオンの質問へと答える。

「初期装備で挑む奴がどこにいるのかって……ここにいるだろ、俺が。それに寿じゆ命みよう以外で死んでもリスポーン――最後に立ち寄った街、この場合はスタート地点の『始まりの祭さい壇だん』のどこかにランダム復活するんだから、特に問題はないだろ？」

　と、ユヅルがおどけた調子で言うと。

「余はおぬしを心配しているのじゃから、ふざけないでちゃんと聞くのじゃ！　確かにこの世界では寿命以外で、本当の死を迎むかえることはないのじゃ！　でも敵に殺されたりする一時的な死――いわゆるデスはゲームの時と違ちがって、それ相応のリアルな痛みがあるのじゃからな！　それに余はおぬしが誰だれかに負けるのを見たくないのじゃ！」

　ミオンの怒ど声せいという名の雷かみなりがものすごい勢いで落ちた。

「暴虐の旧王はあまりにも強すぎて、ゲームの時は廃はい人じんプレイヤー含め誰も倒たおせなかったのじゃ！　そのくせゲーム内に数多あまたあったバグの影えい響きようか、暴虐の旧王はある時期を境にいきなりロスト――消失するし……もはやレジェンドなのじゃ！　それはゲーム『フィールダウトα』によく似たこの異世界『フィールダウト』においても変わらないのじゃ！」

「……バグで消失、ね」

　確かにフィールダウトαはバグだらけのゲームであり、エネミーが突とつ然ぜん消失するなどごく普ふ通つうのことだ。

　それどころか、クエストを報告しようとしたＮＰＣが突とつ如じよダッシュでお空に向けてＧＯ！しても、ユヅルは驚おどろかない自信がある。

　それに暴虐の旧王の話ならば、ユヅルが驚くわけにはいかない。

　なにせそのエネミーに関して言えば、何から何まで彼は知っているのだから。

「暴虐の旧王がロストした本当の理由を知っているか？」

「本当の理由？」

　それはいったいどういう意味じゃ。と、ミオンがリスのように首を傾かしげたまさにその時。




　ゴボッ。




　闇やみ色の液体が――見ているだけで本能的な危機感を抱いだかせるナニカが、ユヅル達たちの道を遮さえぎるように湧わき始める。

「っ！　まずいのじゃ！　エンカウントしてしまったのじゃ！」

　と、慌あわてた様子のミオンが、そう指し示す闇色の液体。

　それはゆっくりと、圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんを放ちつつ人の形に存在を変化させていく。




　数秒後。

「ヴ―――――――――ヴヴヴヴヴヴヴヴヴ」

　それは何とも形容しがたい独特な唸うなり声ごえを響ひびかせながら、ついに存在を固定させた。

　全身を覆おおうのは禍まが々まがしい闇色の西洋甲かつ冑ちゆう――眼めがあると思わしき場所だけが狂くるったように邪じや悪あくな赤色を湛たたえており、それが人間のものではないと主張してくる。

「久しぶりだな……」

　だがユヅルは懐なつかしい友に向ける様な視線を向けて言う。

　ゲーム時代最初期は誰もが倒そうと挑み、結局は誰もが諦あきらめ……最終的に誰もがエンカウントを避さけるようになった隠かくしＳランクエネミー『暴虐の旧王』へ。

　否いや、正確に言うのならば暴虐の旧王の右手に握にぎられた物――美しい装そう飾しよくが刻まれた白銀のリボルバーへ視線を向けながら。

「返してもらうぞ、俺の銃じゆうを」

　ユヅルが発したその言葉を挑ちよう発はつと理解したのか、それともただの本能だったのか――暴虐の旧王は走り出す。

「ヴヴヴッヴヴウヴヴヴヴォオヴォオオヴァヴァヴァヴァアアアアアアアアッッ!!」

　その声をもって渓谷全体を鳴動させ、圧倒的な膂りよ力りよくのせいで粉ふん砕さいされる大地を確実に踏ふみしめて走りだす。

　走りだして……そして。




「スキル発動《わいろ》！」




　ユヅルの手から１ミオン硬こう貨かが投げられる。

　たいした力も入れずに投げられた硬貨。

　それはヒョロヒョロと弧こを描えがいて地面へと落下し、それを見た暴虐の旧王は。

「ヴヴヴヴヴウヴヴヴォヴォヴォヴォヴォヴォヴッヴォヴォヴォヴォオオオオオッ!!」

　それまでユヅルに向かって走っていた進路を突とつ如じよ変へん更こう。

　体の一部とばかりに握られていた白銀の装そう飾しよく銃じゆうをほっぽると、赤い瞳ひとみをさらに赤く染め、全力で１ミオン通貨にダイブ。

　通貨を拾った暴虐の旧王は、満足げな様子でどこかに走り去っていくのだった。

　…………。

　………………。

　……………………。

「なんじゃと!?　なんじゃ!?　どういうことじゃ!?」

　と、ミオンは眼の前で何が起きたのかわからないと言った様子でテンパっている。

　ユヅルはそんな彼女をよそに「ふっ」とひと笑いすると、戦利品である白銀のリボルバー――Ｓランク装備《リベルテ》を拾いながら言う。

「このスキル《わいろ》は高レベルの敵には使えない……が、致ち命めい的てきなバグが存在するんだよ」

「致命的な……バグ？」

「そう、致命的なバグだ」

　致命的なバグ――それは初期装備で一度も街に寄らずにゲーム『フィールダウトα』をやり込んだりする、相当奇特なプレイヤーしか気が付かないバグ。

　というより、率そつ直ちよくにいうとゲーム『フィールダウトα』を愛しすぎてアホみたいな縛しばりプレイをしたユヅルしか、気が付いていないバグ。

「バグのせいで《わいろ》はとあるエネミーにのみその効果を発揮してしまうんだよ」

　ユヅルの言葉を聞いたミオンは「とあるエネミー？」としばらく手を組んで考えるポーズを取る。

　だが、しばらくすると「っ！」と弾はじかれたかのように顔を上げて言う。

「まさか、そのとあるエネミーとは！」

「お前の予想通りだよ」

　ユヅルは自信みなぎる顔で、高らかに宣言する。

　右手で手に入れた銃《リベルテ》をクルクルと回しながら。

「バグのせいで《わいろ》は暴虐の旧王に通用する――結果として、あいつは一ミオン通貨欲ほしさに、俺に勝利とＳランク装備を譲ゆずったわけだ！」
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第一章　創世神と最恐のゲーム







　オンラインＦＰＳゲーム『フィールダウトα』。

　全すべてのプレイヤーは王を目指すというおおまかな目標こそあれど、それは決して明確な指針ではない。

　また、各プレイヤーは箱庭状の広大なオープンワールドを駆けまわり、自分のしたい事をしていいという開放的なシステム。

　さらに様々な銃を使って、中世ヨーロッパ風の世界で人型およびモンスター型エネミーと戦えたり、対人およびギルド戦が可能な一風変わったシステム。

　そんなフィールダウトαは発売前から他に類を見ないほどの大々的な宣伝を連発し、その名を聞かない日などないのではないかというほど、一世を風ふう靡びした。

　五感の全てをゲーム世界に……すなわち精神そのものをゲーム世界に投入するカプセル型の大型ゲーム機『アナザー・ワールズ・プラグ』――通つう称しようＡＷＰ。

　そのハードの最新ソフトとして発売する件くだんのゲームは、ゲーム性のみならず圧倒的なグラフィック、圧倒的な世界観の作り込み……全ての面で一刻も早い発売が期待されていた。

　数年後に発売前の一時を思いだしたのなら、誰もが言うに違いない。

　あの時はまさしく社会現象のようだったと。

　だがしかし、現実はそう上手うまくいかなかった。




　このゲームは死んでいた。

　生まれた瞬しゆん間かん死んでいた。




　バグだらけだったのである。

　側転や前転のように、体を猛もうスピードでクルクル回転させながら商品を売っている店主。

　話しかけたと思ったら、ロケットように天高くぶっ飛んでいく冒険者ギルド職員。

　これら以外にも、思わず目を疑いたくなるような凄すさまじいバグが大量に存在した。

　故ゆえに、このゲームは死んだ。

　発売を楽しみにしていた世界中のゲーマーはゲームに少し触ふれ、それが抱く混こん沌とんに同時に触れることによって早々に去っていった。

「こんなクソゲーやっていたら、やるだけ人生損する」

　皆みな一様にそんな言葉を残して、早々に去っていった。

　しかし、このゲームは死んでも死ななかった――ゾンビだったのだ。

　ゲーム内容では爆ばく死ししたフィールダウトαだったが、その圧倒的な世界観は死してなお多くの人を魅み了りようした。

　簡潔に言うのなら、大量の二次創作――いわゆるＳＳや薄うすい本が出現し始めたのである。

　故にフィールダウトαはゲーム内では超ちよう過か疎そ状態にありながらも、大量の信者を獲かく得とくした珍めずらしい作品となった。




●●●




「とまぁ、そんなゲームを心の底から好いてくれ、ゲーム自体にも膨ぼう大だいな時間を費やしてくれたおぬしに、余はよりよい生を与あたえたいと思っているのじゃ」

　などと言ってくるのは、腕うでを組み「えっへん」とでも言いそうな少女――特とく徴ちよう的てきな桜色の向日葵ひまわり髪かみ飾かざりを頭にちょこんと載のせている、偉えらそうな雰ふん囲い気きとは真逆の少女である。

　ほんのりと桜色がのった美しい銀色の髪を背中まで伸のばし、宝石すらも霞かすむ太陽の様な輝かがやきを持った赤い瞳の少女――白くどこまでも透すき通とおった、ドレスの様な服を纏まとった少女。

　彼女は弦げん楽がつ器きの様に美しい声で言う。

「紹しよう介かいが遅おくれたのじゃ。余はミオン……ゲーム『フィールダウトα』の製作者にして、異世界『フィールダウト』の創世神なのじゃ」

「創世神……創世神ね……ほーん」

（なるほど、どうやらこの神様を自じ称しようする痛々しい少女は、かの悪名高きゲームにして俺が人生を捧ささげるほどに愛したフィールダウトαの製作者らしい）

　ユヅルは内心で考えながら、ミオンのあまりの痛々しさに噴ふき出しそうになるのを全力で我が慢まんしていると。

「む、おぬし！　何か失礼なことを考えておるな！　余をバカにすると罰ばちがあたるのじゃぞ！」

　と、ミオンはその場で子犬の様にピョンピョンと飛とび跳はね、美しい形に整っているおっぱい様をブルンブルンさせて怒おこりだす。

　だがユヅルにとっては眼福以外の何物でもない――絶景である。

「こ、今度は邪よこしまな視線を感じるのじゃ……何だか恥はずかしいのじゃ……っ」

　などと、ミオンは何やら両腕で胸を隠しながらモジモジ、テレテレした様子になる。

　ユヅルはそんなミオンを直視し過ぎて、やましい想像が膨ふくらみ始める前に本題へとシフトする。

　そもそも彼の記き憶おくが確かならば、今日も今日とてあのゲームをプレイするべく、早起きして計画通りひたすらエンジョイしていたのだ。

　今でもハッキリと覚えている――今日の予定は新たなるバグ技わざコンボの検証および、新バグの発見だったと。

　新バグの発見については、もうユヅル自身あのゲームを極きわめた自負があるので予想していたが、特に新しい発見はなかった。

　そしていよいよメインディッシュたるバグ技コンボの検証に入り、こちらも結局新しい発見はなかったものの既き存そんバグコンボで「んほぉおおおおおおおお！　楽しぃいいいいいいいいいいい！」ってなっていたら。

　ここに居た。

　何だかよくわからないけど、突如ユヅルの視界は暗転して「バグ？」などと首を傾げているうちに、気が付いたら彼はここに立って居たのだ。

　何故なぜかあのゲームの初期装備――特とく徴ちようのないハンドガン一丁。そして、中世ヨーロッパの平民が着ていた服装を、現代風にアレンジした様な服を身に纏って。

「で、ここどこ？」

　ユヅルはようやくと言っていいほどようやく、その質問を口にした。

　自分とミオン以外何もない空間を見回しながら。

　するとミオンは調子を取とり戻もどしたかのようにモジテレを中断させ、再び偉そうに手を組んで言ってくる。

「余は創世の女神ミオンじゃ！　その役割は新しい世界を作り出すこと……さらに、他の神と協力し、その世界の種子として人が沢たく山さんいる世界から、その世界に人を移住させることなのじゃ！」

「つまり、なんだ？」

　ユヅルは額を人差し指で軽くトントンと叩たたき、そこはかとなく要領を得ない自じ称しよう女神ことミオンの言葉をまとめてみる。

「俺はその新しい世界とやらに移住する種子とやらに選ばれて、有う無むを言わさずここに連れて来られたってことか？」

「まぁそうじゃの」

　……ほーん。

「拉ら致ちじゃねぇか！　これ拉致だよな！　訴うつたえるぞ！」

「拉致じゃないわい！」

　この無礼者め。と、ミオンは狐きつねなら毛を逆立て、モフモフの尻尾しつぽをおっ立てているくらいぷんすかした様子で続ける。

「あくまで異世界である『フィールダウト』への転移は自由意思じゃ！　もしも異世界転移が嫌いやならば、ここで起きた全ての出来事の記憶を消去して元の場所に帰すのじゃ」

　ミオンはそこまで言うと「ふっ」と勝かち誇ほこった様に笑う。そして、右手で髪をパサッと後ろに弾きながらユヅルにとって決定的な一言を告げてくる。

「それに興味があるのじゃろ？　おぬしがハマりまくっているゲーム『フィールダウトα』と似た名前を冠かんする異世界『フィールダウト』に」

「…………」

　興味がない。と言えば嘘うそになる。

　戦闘システムを愛し、世界観を愛し、他の誰もが愛さなかったバグをも愛し、その全てを探求してきたあのゲームの世界。

　ゲームの中にしか存在しなかったその世界と、とてもよく似た名前を冠する異世界。そこへの転移を持ちかけられたなら、興味がわかないわけがない。

　ユヅルは異世界転生とか異世界転移もののライトノベルを読んでいたおかげで、突然の状じよう況きようにもある程度冷静に対処できることを幸運に思いつつ、彼の返事を待っているミオンへと言う。

「話を、聞かせてくれ」

「そう来ると思っていたのじゃ」

　と言って、ミオンは語りだす。

　楽しそうに、嬉うれしそうに、まるでユヅルの言葉を待っていたかのように。

　女神という以上実じつ年ねん齢れいは不明だ。

　しかし、少なくとも今だけはユヅルと同じ十六歳さい相応の表情――溌はつ剌らつとした様子の笑え顔がおを浮うかべるミオン。

　彼女は彼の一歩手前まで踊おどるように、心底楽し気な様子でステップを踏んで近づいて来て言葉を続ける。

「まずフィールダウトへの転移者に選出されるには、とある条件をクリアする必要があるのじゃ。おぬしにわかるかの？」

　とある条件。

　引きニートまっしぐらであるユヅルに心当たりのある条件など、消去法で行けば一つしかない。

「ゲーム『フィールダウトα』をやり込んでいること？」

「うーむ、まぁ微び妙みように正解なのじゃ。正答率８０％ってところじゃな」

　と、ミオンは悪戯いたずらっ子この様ににやりと笑ってさらに続けてくる。

「条件はすなわち、あのゲームが人生捧げるレベルで大好きであること」

「それって、俺がさっき言った事と何が違うんだ？」

　当然の疑問ともいえる疑問をユヅルは口にする。だが、ミオンに「まぁ話は最後まで聞くのじゃ」と遮られたので、彼はとりあえず黙って話を聞くことにする。

　ゲームでも何でも、話を聞かなければ先へは進めないのである。

「あのゲームが大好きというのは、何もゲームをやり込まなければならないという訳ではないのじゃ」

　ゲームの世界観が好き。

　こんな世界に行ってみたい。もしくはこんな世界で暮したい。

　ゲームのキャラクターの様に冒ぼう険けんがしてみたい。

　フィールダウトαへのあらゆる憧あこがれ、希望。

　それらが今おぬしたちの住んで居る世界への想おもいを超こえた場合にのみ、異世界への転移の話が持ちかけられる。

　ミオンはそう語った。

「憧れ、希望……」

「うむ、おぬしからはその全てが感じられたのじゃ。正直一定の値どころか、おぬしから感じる願いはカンストしておったのじゃ。それに……おぬしは余がフィールダウトの世界に興味を持たせるために頑がん張ばって作ったゲーム『フィールダウトα』にあんなにハマってくれたのじゃ」

　ミオンはそこまで言うと、今まで以上に感情を込めた様子の瞳をユヅルへとむけて続けてくる。

「おぬしは決して成功ではなかった我わが子こともいえる余のもう一つの作品に、他の誰よりも愛情を注いでくれたのじゃ……おぬしだけは、余の失敗してしまった部分――バグをも愛して、認めてくれたのじゃ。余はその事がとても、とてもうれしくて……救われた気がしたのじゃ」




　だから、そんなおぬしを……余の心中にいつの間にか強く刻み込まれた愛おしいおぬしを、余が作った新たな世界に誘さそわないわけがないのじゃ。




　ミオンは最後に悪戯っぽく「まぁ、フィールダウトの世界が安定するまで、おぬしを誘うのは控ひかえておったから、一番乗りというわけではないがの」と照れた様に笑う。

　そんな彼女のまさに女神の如き表情は、一いつ瞬しゆんユヅルの脳から全ての考えを奪うばい取る程ほどに凄せい絶ぜつだった。

　それからどれくらいの時間が経たったのかわからない。

　一瞬とも、永遠とも感じる時間の後、ユヅルはミオンへ何とか考えていた言葉を口にする。

「それで……それで重要な事なんだけどさ。どの程度違うんだ？」

「ほーう、やはり察しがいいようじゃな」

　どの程度違うか。

　ゲームと、異世界の違い。

　たとえどんなにゲームと似た世界であっても、ゲームではない以上全く同じなわけはない。そこにはゲームではない……異世界とした確固たる違いがあるはずなのだ。

　ユヅルの考えは的中していたのか、ミオンは感心するように「うむうむ」と頷うなずきながら言う。

「では、おぬしが最も気にするであろう違いから先に言うのじゃ。この世界には……異世界にはバグは存在していないのじゃ」

「っ！」

　バグは存在していない。

　当然の事だ。

　異世界なのだからバグというものが存在するわけがない……存在していいわけがない、ゲームとは違うのだから。

　喜ぶべきことだ。

　バグが消えたのならこの異世界は、あのゲームが達成できなかった最高の世界になっているはずなのだから。

　何一つ欠けたところがない、理想の世界……喜ぶべきことのはずだ。

　はずなのに、ユヅルの胸には穴が開いた気分だった。

　大きな穴とまでは言わないが、大切なファクターが消えてしまった気分。

　言葉で表せない喪そう失しつ感かん、でもそれでも……たとえバグが存在しないとしても。

「この世界に対するおぬしの愛は変わらぬか？　変わらないでいてくれるかの？」

　と、どこか不安そうな表情のミオン。

　そんな少女を安心させてあげたいという気持ちもあったが、その問いに対する答えはもとより決まっていた、決まりきっていた。

「俺は――」




●●●




　ミオンの問いに当然快かい諾だくを示したユヅル。

　そんなユヅルは現在、四よつん這ばいになっておしりをふりふりするミオンを見ていた。

　当の彼女はといえば、「これでもないあれでもない、それでもないのじゃ……赤い箱が見つからないのじゃ」とぶつぶつ言いながら捜さがし物をしている。

「…………」

　ユヅルが黙っている理由は他でもない。

　そこはかとなくポンコツ臭しゆうのするミオンであったが、見た目はかなりハイランク美少女であることに間ま違ちがいはない。

　ユヅルは三歳の時からＦＰＳ系のオンラインゲームをやりまくり、その才覚とカリスマ性あふれる言動であらゆる女性プレイヤー（本当に女性だったかは不明だが）を侍はべらせ、巨きよ大だいハーレムをいくつも形成してきた。

　その彼がそう判断するのだから、ミオンの評価に間違いは確実にない。

　ユヅルは引きニート生活を続けてきたが故、妹を除けば本物の女の子と近くで会話するのはかなり久しぶりである。

　そのため、内心結構緊きん張ちようして心臓バクバクしていた。

　だがしかし、この状況がレアリティＭＡＸに近い事だけは正確に理解できた。

　この状況とはすなわち。

「どこじゃったかなー」

　と、桜色銀ぎん髪ぱつ赤目美乳女神という二次元キャラの如く属性に属性をつけまくった美少女――ミオンがユヅルの眼前でおしりをふりふり、あっちにふりふり、こっちにふりふり揺ゆらしているこの状況だ。

　尻しり。

　ケツ。

　ヒップ。

　ピーチ。

　エロバレー。

　呼び方は何であれ、それは男が女性に対して求める至高の宝の一つであることに間違いはない。

「……………」

　ユヅルが頬ほおを赤く染め、いかん妄もう想そうと衝しよう動どうに耐たえるべく鼻息荒あらく、目を血走らせながら棒立ちしておっ立てて直立させて聳そびえ立たたせていると。

「すまんが、手伝ってほしいのじゃ」

　と、ミオンから声がかかる。

「て、手伝い!?　あぁ、手伝いな！　手伝う手伝う！」

　ユヅルはミオンに対して、そこはかとなく後ろめたい事を考えていたせいからか、テンパって妙みように上ずった声を出してしまう。

　なので彼はそれに対する照てれ隠しと、妙な妄想がまたぶり返さないようにその捜し物とやらを捜す手伝いを始める。

　確かミオンが捜しているのは赤い箱だったはずである。

　と、捜しているものを脳内にイメージしたところで、ユヅルは今いる場所から少し離はなれた場所に大き目の木箱が置かれているのを発見する。

「明らかに怪あやしいよな」

　木箱は遠目に古そうで、傷いたみの目立つ年代物といった感じだ――つまり、ゲーマーの心を全力でくすぐりにかかっていた。

「よし」

　とユヅルは一声。未いまだ「ここでもない、そこでもないのじゃ」とごそごそ色々な場所を捜しまわっているミオンをよそに、木箱の眼の前まで歩いて行く。

「おお、これは……」

　そしていざ眼の前まで来てみると、ＰＳＦＯＷ！の箱を二つ重ねたくらいの大きさの木箱は明らか怪しかった。

　もうこれ以上ないほど露ろ骨こつに怪しかった。

　なにせ木箱は上の方が蓋ふたみたいになっており、その蓋の中央には女の子特有の可愛かわいらしい丸文字で「あけちゃだめじゃ！」と書かれているのだから。

「開けるのを我慢するわけがあるだろうか、いいやない」

　ユヅルはバッと箱に取りつき、蓋をガシッと両手で掴つかむと、ドッセーイ！と、勢いよく投げ飛ばす……投げ飛ばし、その瞬間。




　箱の中に入っていた赤黒い醜しゆう悪あくな光が、ユヅルの胸を貫つらぬいた。




「ぐっ、なん、だ……これ」

　胸が焼けるように熱い、息が出来ない。

　立っていられない。

　ユヅルは思わずその場で倒れ込み、胸を押おさえてバタバタと転げまわる。

　すると異変に気がついたのか、ミオンが血相をかえた様子で、何かを叫さけびながら走り寄ってくる。

　必死そうなその声を最後まで聞くことなく、ユヅルの意識は闇に溶とけていったのだった。




●●●




　あの赤黒い何かが胸を貫いてから、どれくらいの時間が経ったのだろうか。

「ユヅル、起きるのじゃ！　しっかりするのじゃ！」

　後頭部に当たる柔やわらかで温かい感かん触しよくと、頬をぺしぺしと叩く感覚がユヅルの意識をようやく覚かく醒せいさせる。

「うっ……いったい、何がどうなって……」

「大だい丈じよう夫ぶそう、じゃの……心配したのじゃ！」

　と、そんなミオンの声と共に後頭部から温かく柔らかい感触が離れ、代わりに頭と背中に回された彼かの女じよの手が、ユヅルの上半身をゆっくりと起こす。

　ユヅルは頭を左右に振ふった後、今ではほとんど痛みを感じない胸に右手を当てながらゆっくり瞳を開くと。

「うぉ!?」

「うぉ！とはなんじゃ！」

　ユヅルの目と鼻の先にしゃがみ、ジトーッとした目で彼かれを見つめているミオン。そんな彼女と眼が合った――それこそ、少し顔を前へと出だせば唇くちびると唇が触れそうな距きよ離りである。

　ミオンは女め神がみというだけあって、性に対して無防備に違いない。

　もっとも、リアルの女の子が男性とどんな距離感なのか、本当のところはさっぱりわからないが。

　と、ユヅルが全力で照れを隠してポーカーフェイスを保つべく現実逃とう避ひしていたら。

「えい、なのじゃ」

「いたっ」

　ミオンにストンッと一いつ閃せん、頭にやんわりとチョップされたユヅル。

　されたチョップはそのやんわりさと、ミオンの手のふにょふにょとした柔らかさが相成って、単なる癒いやし効果しか生まないものであった。

　しかし、彼女が真ま面じ目めにユヅルの事を心配してくれたのだという事は伝わった。

「あのゲームとこの異世界の違う点は、さっき説明したことの他にももう一つあるのじゃ」

　と、突如始まったミオンの脈みやく絡らくのない話題。

　しかし、ここは黙だまって聞くべきだ。

　ミオンの心配そうで真しん剣けんな様子の瞳を見る限り、彼女がこれからする話は先ほどの赤黒い光に関係しているに違いないのだから。

「もう一つの大きな違う点。それはつまり、異世界転移者は例外なく固有スキルが一つ付ふ与よされることじゃ」

「固有スキル？　それってフィールダウトαにあった武器専用スキルのことか？」

　あのゲームには二系統のスキルがあった。

　一つは武器や防具に付与されているスキル。

　もう一つはスキルそのものを直接装備するというもの。

　ここで疑問なのはあのゲームにおいて両者とも、固有スキルという名では呼ばれていなかったことだ。

　ユヅルがそんな疑問を抱いたのとほぼ同時、ミオンが先ほどの問いに答えてくれる。

「いや、そうではないのじゃ。固有スキルとはあのゲームには存在せず、この異世界にのみ存在しているスキル。各転移者が一つだけ持つオリジナルにして唯ゆい一いつのスキル……それが固有スキルなのじゃ」

　そこでミオンは「はぁ」と溜ため息いきを吐つくと、ガックリと疲つかれきったような様子で続ける。

「ここまで話せばだいたい察しがつくと思うが、その固有スキルを付与するのもまた余の役目であったのじゃ。そして当然、今捜していた赤い箱の中には、余がおぬし用に厳選しておいたスキルが入っていたのじゃ……まぁ特定の転移者を依え怙こ贔ひい屓きするのはどうかと思ったのじゃが、それくらいはよかろうと大サービスだったのじゃ……だったのじゃが」

　そこで再びミオンからジトーと、恨うらみがましそうな視線を向けられる。

　ここまでくれば彼女の言いたい事はなんとなくわかる。

「ひょっとして俺おれが開けた箱、あの中にも固有スキルが入っていて、それはすでに俺の中に定着しちゃったとか？」

　そのためミオンは、自分が用意した固有スキルを使ってもらえなくなり、機き嫌げんが悪くなっているのだろうか。と、ユヅルはさらに考えを深めてみる。

　しかし、その考えはすぐに他ほかならぬミオンによって否定される。

「それだけならよかったのじゃが、事態はもっと深刻なのじゃ」

　事態はもっと深刻。

　なんだろうか、まさかあの箱の中にあった固有スキルはとんでもない外れ。つまり、ユヅルは恐おそろしいまでの雑魚ざこ固有スキルを取得してしまったとかだろうか。

　夢と希望に満みち溢あふれた異世界生活で、さすがにそれは嫌だ。

　と、ユヅルが顔面蒼そう白はくにしていると。

「この異世界にはバグは存在しないといったが、厳密に言うならば存在しないのではなく、封ふう印いんしただけなのじゃ。つまり存在していた……が正しいのじゃ」

　などと、言ってくるのはミオンである。彼女はやや辟へき易えきした様子で続ける。

「封印するにあたって他の神たちと総当たりで頑張った結果、『何でこんなにバグがあるのだ』と怒られながら本当に頑張った結果……余と他の神はこの異世界に存在する全てのバグを収集し、箱に封ふうじ込めることに成功したのじゃ」

「えっと、まさかその箱に封じ込められたバグっていうのがさっきの赤黒い光？　っていうかさ……ひょっとしてバグを凝ぎよう縮しゆくしたものに触れたから、ウィルスに感かん染せんするみたいに俺もバグったとかあるの？」

　もしそうならば困る。

　ユヅルはバグが大好きである。

　しかし、自分もバグって常に前転しながら生活したり、お空にぶっ飛びながら人と会話したいわけではないのだ。

　ミオンはそんなユヅルの心配を悟さとったかのように、「まぁ落ち着くのじゃ」と続ける。

「あのゲームと同じように、メニューウィンドウを開いてステータス画面を見てみるのじゃ。やり方はゲームと一いつ緒しよじゃし、ここでなら普ふ通つうに開けるからやってみるのじゃ……よし、開いたの。そうしたら、そこにあのゲームにはなかった固有スキルという欄らんが追加されているはずじゃ」

　ミオンの指示通りに操作すると出現したのは、確かにあのゲームでは存在しなかった固有スキルとやらの表示。

（世界そのものに巣くっていた数多あまたのバグを取り込んでしまった俺には何が起こっているのだろう）

　ゴクリと唾つばを飲みながら、ユヅルが震ふるえる手でその表示をタップするとそこには――。




▲固有スキル《タイラント》　使用回数：無限

使用者が触れた物、使用者が所有している物、および使用者が被こうむる物（ダメージ等）をバグらせることが出来る。また、発生したバグの強弱を使用者の任意で変へん更こうすることが可能になる。しかし、元来バグが存在していなかった対象には、本スキルの効果は適応されることはない。




　そこにはそんなスキルが存在しており、そんな説明が記き載さいされていた。

　言ってしまえばこの異世界はバグを無くすために、頑張ってバグを無くす作業……すなわちデバッグを行った結果成立し、完かん璧ぺきとなった世界と言ってもいい。

　それに対し、この固有スキル《タイラント》はまさに臭くさい物には蓋をすると言わんばかりに、箱に押おし込められているのが当然の扱あつかいのスキルだ。

　なにせこのスキルは対極なのだ。

　この異世界を成立させたあり方とまさしく対極にある。

　デバッグでなりたった世界に、アンチデバッグを施ほどこし、その上バグの強弱すら変更させるこのスキル。これは文字通り世界に混乱と混沌をもたらしかねない。

　それはあらゆる均きん衡こうを崩くずすかなり危険なもの……だが。

「デバッグの過程でバグを一箇か所しよに集めて封印した結果、偶ぐう発はつ的てきに出来たのがこの固有スキルってことか……なぁ、女神様」

「ミオンでいいのじゃ、むしろおぬしにはそう呼んでほしい」

　ユヅルはミオンのその言葉に頷く。

　そして、まるで宝物がそこに宿ったとでも言うかのように、自らの胸を軽く一撫なでして言う。

「ミオン。これから異世界転移するにあたって、この固有スキルは返へん還かんしなきゃいけないとかあるのか？」

「『しなきゃいけない』とは、使う前から随ずい分ぶんとその固有スキルがお気に入りのようじゃの。少しはこっちの事も考えて欲ほしいのじゃ……ＳＳ級危険因子を神でもない普通の異世界転移者に付与とか、下手したら降格問題なのじゃ」

　ミオンはまるで激しい頭痛でもするかのように（本当にしているのかもしれないが）、俯うつむいたまま額に片手を当てて、何やらぶつぶつ呟つぶやいている。

　だがしばらくすると心の整理がついたのか……はたまた吹ふっ切きれたのか、ようやくユヅルの質問に答える。

「返還する必要はないのじゃ。というか、その固有スキルを返してもらって、他の一いつ般ぱん的てきな固有スキルと差さし替かえたいのは山々なのじゃが、一度定着してしまった固有スキルは死ぬまで所有者から切り離し出来ないのじゃ」

「し、死ぬまで……」

　固有スキルを回収する方法に、ユヅルをぶっ殺して回収するというのがないでもない事に彼はやや青くなるが、ミオンがすぐにフォローを入れてくる。

「安心するのじゃ。おぬしが悪意を持って故意にその固有スキルを奪だつ取しゆしたならば、おぬしが今考えたような事をもしないわけにもいかなくなるが……」

　はぁ。と、ミオンはそこでまたもや溜息。

「頭が痛い事に、今回の件は完全に事故。しかも余がその固有スキルが封印されていた箱を、その辺に放置していたことと、気軽におぬしに捜し物の手伝いをさせてしまったことに大きな原因があるのじゃ。おぬしはまぁ……被ひ害がい者しやというやつじゃな」

　被害者。

　確かに状況だけ見るならば、ユヅルは被害者だ。

　しかし、ユヅルはまったくそんな意識を持っていなかった。

　むしろ、「バグが大好きな自分にピッタリのスキルをゲットしたぜ！」くらいのノリだ。

　なので、眼めの前で意い気き消しよう沈ちんしているミオンを見ていられず、彼は思わず声を掛かける。

「そのＳＳ級危険因子の固有スキルを付与されたからって、別に不幸になるわけじゃないんだろ？」

「む、それはそうじゃが。せっかく転移するのじゃから、もっと異世界ライフを楽しめる固有スキルの方がいいのじゃ。そんなバグを集めたら偶ぐう然ぜんできた危険な固有スキルより、もっと異世界異世界した固有スキルの方がおぬしも楽しめ――」

「これでいい」

　ユヅルはミオンの言葉を遮さえぎって言いきる。

「この固有スキルがいい、このスキルが完璧だ。バグがないって聞いてどこか物足りなく思っていた、俺の心の隙すき間まを埋うめるには……俺が転移後の世界を全力で楽しむには、これじゃないとダメなんだ」

　だから、ありがとう。

　ユヅルは本心から言う。

　これまで生きてきた中で、最高の感謝を込めて目の前の少女、ミオンへと礼を言う。

　するとミオンは嬉しそうな表情を浮かべ、これまでと段だん違ちがいに可愛らしく優やさしそうな声で「こちらこそ、ありがとうなのじゃ」と言って続けてくる。

「おぬしがよいのならば、余もそれでよいのじゃ。事後処理はおぬしが異世界で一生を終えてからすれば、どうとでもなるからの……」

　ミオンはそこまで言うと、ずるそうな笑えみを浮かべ。

「じゃが、ＳＳ級危険因子たるその固有スキルを持ったまま異世界転移させるのは、色々とリスキーな事に変わりないのじゃ。それに、おぬしがそんな固有スキルを持ったまま、本当に幸せになれるのか――非がある神としては見守りたい気分でいっぱいじゃ」

　つまり、ミオンは何が言いたいのだろうか。と、ユヅルが考える間もなく彼女は畳たたみかけるように続けてくる――心底楽しそうな様子で。

「監かん視しするための同行人が必要じゃと……思わぬか？」







第二章　異世界ライフのはじまり







　以上、過去回想終しゆう了りよう。と言ってしまうと、やや味気ないと思うので、もう少しユヅルが辿たどった道程を記すとしよう。

　ミオンから遠まわしに「余も一緒にいくのじゃ！」と言われた数分後。

　ユヅルは彼女と共に無事、異世界『フィールダウト』の大地に降り立っていた。

　異世界に来て初めての感想が「物理法則は地球と同じだし、ちゃんと息も出来るな」だったのは、ふざけつつも何だかんだ真面目な彼らしいと言える。

　その後、ユヅルはスタート地点である始まりの祭さい壇だんから、トランタという街へ向けて歩き――ださずに、街とは反対方向の道なき道を進み、いかにもいわくありげな谷にて先の隠かくしエネミー『暴ぼう虐ぎやくの旧きゆう王おう』を倒たおしたという訳である。

　さてさて現在の時刻は昼少し前。

　ユヅル達たちはようやく正規のルートを通って、始まりの街ことトランタにやってきていた。




「おぉ、すげぇ！　本当にゲームで見たことある街並みだ……いやこれ、ゲームじゃなくて本当の本当に現実なんだよな！」

　あのゲームにおいて、まさに一心同体と言っていいほど使いこんだ愛あい銃じゆう《リベルテ》を暴虐の旧王から無事取得したユヅル。

　彼はただでさえ愛銃のリアルな質感に上じよう機き嫌げんであった。

　その上、眼前に広がる中世ヨーロッパ然とした可愛らしくも美しい街並みを見てしまえば、その機嫌のよさはいよいよ限界突とつ破ぱしようとするのも無理はない。

「おい見ろよミオン！　あっちに話しかけるとバグで街の紹しよう介かいをしながら突とつ然ぜん走りだす、あのゲームの最初の登とう竜りゆう門もんというべき『全力ダッシュ姉さん』がいる！　すげぇ、マジですげぇよ！　俺あの姉さんの説明最後まで聞くために、説明終わるまで並走して全力で走ったんだよ！」

　あのゲームにおいて、初めて訪おとずれる街の説明をしてくれるガイド役のお姉さん――それが『全力ダッシュ姉さん』の本当の役割である。

　本来ならば初心者は姉さんから街の紹介を受けるのだが、現実はそうはいかない。

　先の説明の通り、姉さんはバグによって全力で走りだすのである……走りながら街の紹介をするのである。

　ちなみに全力で走る姉さんの説明を最後まで聞くためには、ハイランク装備やスキル、更さらにはバグ技わざまでも駆く使ししてこちらも全力ダッシュしなければならない。

　そのためゲーム内では、初心者が決して聴きくことのできない初心者向けの紹介をするという、ある意味矛む盾じゆんに塗まみれたネタバグとして一世を風ふう靡びした超ちよう有ゆう名めいバグである。

「この世界ではバグはなくなっているから、姉さんが全力ダッシュすることはないんだろうけど、それでも実物の姉さんを見るとなんか込み上げてくるんだよな」

「お、おう……なんであれ楽しんでくれたなら、それはよかったのじゃ」

　懐なつかしいなーと感かん極きわまった様子で話すユヅルに、そんな言葉を向けてくるミオン。だが、彼はそれに気が付くことなく続ける。

「そういえばすごい今いま更さらなんだけどさ、これって言葉とかはどうなってるんだ？　俺とミオンが喋しやべってるのは日本語みたいだけど、他のプレイヤー……ここでは転移者か。他の転移者との意思疎そ通つうはどうすればいいんだ？」

　ユヅルの心配はもっともである。

　あのゲームのプレイヤー及およびファンは、世界中に大勢存在している。

　そのため、ユヅル同様異世界の種子として選出された人間は必ずしも日本人とは限らないのだ。

　といより、むしろ人口の多さ的な意味でとらえるならば、外国人と遭そう遇ぐうすることの方が圧あつ倒とう的てきに多そうではある。

　引きニートであったユヅルは褒ほめられた事ではないが、学校もあまり行っておらずひたすらゲームゲームゲームであった。

　そのため、外国人とコミュニケーションを取るスキルが培つちかわれるわけがない。

「まさかゲームみたいにサーバーみたいのがあって、各サーバーごとに暗あん黙もくの了りよう解かい的なアレで、日本人と外国人で人口比率が分かれているなんてことは……」

「さすがにないのじゃ。それに言葉の心配もあまり意味のない心配なのじゃ！　なにせこの世界には余の作った《スーパー女め神がみ翻ほん訳やく》が張はり巡めぐらされているのじゃ！」

　えっへんと言った様子のミオン。彼女はなおの事胸を張って続ける。

「それがあれば言語の壁かべなど些さ細さいな問題……全すべての言葉は自動でこの世界の言葉に翻訳されているのじゃ！」

「…………」

「ん、なんじゃ？　なんで無言なんじゃ？」

　ひょこりとリスよろしく首を傾かしげるミオン。

　見た限りはそこまで凄すごそうな奴やつには見えないが、人は見かけによらないとはこの事だろうか。まぁこいつの場合は人ではなく神なのだが。

　ユヅルはそんな事を考えながら、もう一つの疑問点を尋たずねてみる。

「ところで、人間とそうでないものの区別――あえてゲームライクにいうならＰＣとＮＰＣの違ちがいはどう判断すればいいんだ？　例えばあそこにいる『全力ダッシュ姉さん』はＮＰＣでいいんだよな？　見た感じ同じ事を機械的に繰くり返かえしてるみたいだし」

　ゲームに於おいての見分け方は簡単。頭上を注視するとそこにカーソルが見え、そのカーソルの色が緑ならＰＣ、黄色ならＮＰＣという判断法である。

　だがこの異世界でははたしてどうなっているのだろうか。

「その質問の答えは簡単じゃよ。おぬしが知っているゲームでの見分け方も使えるし、あとはそうじゃな……」

　ミオンはそう言って、現在ユヅル達が立っている街の入り口から少し先に進んだところにある市場――美しい石像や彫ちよう刻こくの彫ほられた噴ふん水すいを囲むように円形に出店が出ている広場の方を指さして続ける。

「何か買い物の予定はあったりするかの？　あるのなら、そこで説明した方がわかりやすいのじゃ」

「買い物なら……あるな。さっき暴虐の旧王を倒した時の金が、結構あるからな」

　と、ユヅルは初期装備の一つでもある腰こしに吊つるされている《所持金袋ぶくろ》に触ふれる。

　なおこの《所持金袋》。いくらでも金が入るよくある容量無限タイプの所持金袋なのだが、例に漏もらさずゲームの時はバグっており、マイナス方面にも容量無限となっていた。

　つまり所持金１００ミオン通貨の時に、何らかのアクシデントでマイナス１００００ミオン通貨失うような事態に遭遇したとする。その場合、通常ならば所持金が０になって止まるのはわかるだろう。

　だがこのバグのせいで所持金は０で止まらず、マイナス９９００ミオン通貨の借金を背せ負おう事になるという――そんないわくつきの所持金袋でもあるのだ。

　もっともこのバグについては、相当なアクシデントがない限り所持金が奪われるような事がなかったため、そこまで話題にならなかったバグであるのだが。

「こうして現実で《所持金袋》と向き合ってみると、感かん慨がい深ぶかくなってくるな。もうあのバグは俺が固有スキル《タイラント》を使わない限り、お目にかかれないのか……やっぱり何だか悲しい気もするな」

「なにをしてるのじゃ、買う物があるなら早く行くのじゃ！」

　と、ミオンはくるっとターンし、いつの間にか先行していた地点から両手をフリフリ合図してくる。

　そんな彼女にユヅルは苦く笑しようしつつも追いつこうと、その足を一歩前へとだすのだった。




●●●




　時は変わってちょうど昼時。

　ユヅルとミオンが広場の出店で買い物を終えると、ちょうどいい時間になっていたため、近くの洒しや落れた雰ふん囲い気きの酒場に入ることになった。

　そして現在、二人はカウンター席が遠目に見える位置へと座すわっていた。

　なお、酒場の内装は全面木で出来ており、ゲームの中でしか見たことがないアンティーク調の家具が並んでいる。

　また、飾かざりなのか実用性のあるものなのかは不明だが、使い古された樽たるが店の隅すみに並んでいたり、馬車の車輪の様な物が立てかけられていたりと、まさにファンタジーな酒場であった。

　ユヅルはこの酒場に入って早々に。

「こんな雰囲気のいい酒場、ゲームにあったかな。あったなら覚えていてもよさそうだけど」

　と疑問を覚えたが、すぐにその疑問は小さくなっていってしまう。

　なぜならば、あのゲームをアホみたいにやり込んだユヅルは武器、敵性エネミーのデータ、美食、釣つり、そしてもちろん愛すべきバグと、だいたいのことは網もう羅らしていた――しかし、それらの中にも覚えておく優先順位というものがあったからだ。

　当然バグやエネミーに関しては最優先で覚えているが、美食あたりになってくると正直あまり自信がないというのが正直なところである。

　それになにより。

「ところでさっきのＰＣとＮＰＣの見分け方じゃが、簡単じゃったろ？」

　と、ミオンはユヅルの正面の席に腰こし掛かけ、楽しそうな様子でそう話しかけてくる。

　対リアル女性経験がほぼ皆かい無むのユヅルには、ミオンがどうして楽しそうなのか正確に理解することが出来なかった。

　だが、彼女の言っている言葉の意味だけは瞬しゆん時じに理解することが出来た。

「あぁ、まさかＮＰＣの店主さんがあんな風に喋ってくるとは思わなかった。ゲームの時にはなかった仕様だな」

　ゲームとは異なる確固たる異世界で『仕様』という言葉を使うのはどうかとも思ったが、この場合においてはその言い回しが唯一にして絶対の正解の様に思える。

　ユヅルが市場のスキルショップの店員に話しかけると、その店員はこう返してきたのだ。




「ヘイ、ラッシャイ！　キョウハ、ナニヲオモトメデ？」




　そこはかとなく機械音声の様だったのである。

　例を出すならば、初音マグなどのヴォカロっぽい感じと言えばわかりやすい。

　なんにせよ感覚的とはいえ、いちいち確かめる動作をせずにそうと判断できるのはポイントが高い。

　とは言っても、件くだんの頭上のカーソルの色で判断する方法も続投されている以上、状じよう況きように応じての使い分けは必要だ――手札が増えるのはいい事である。

　ユヅルがいい世界に来たものだとうんうん頷うなずいていると、眼の前に座るミオンが再度話を振ってくる。

「そういえばユヅルよ、あの市場で武器用の大量の銃じゆう弾だん以外に、『バグ技で使うんだよ』とスキルを買ったり装備を買っていたりしていたが……何を買っていたのじゃ？」

「ん、あぁ。買った物は三つ――装備スキル《スカイウォーカー》と、消費アイテム《戦術マーカー》を沢たく山さん、あとはアクセサリー《暗殺者のマント》だ」

　そんなユヅルの言葉を聞いたミオン。

　彼女はそれまでの興きよう味み津しん々しんといった様子から一転、渋しぶそうな顔で言ってくる。

「高いところからの落下ダメージを軽減するだけの装備スキル《スカイウォーカー》を買うとは……おぬしは本当に変わった選せん択たくをするのじゃ」

　ミオンの反応も無理はない。

　なにせ装備スキルは一人のプレイヤーに二つしか装備できないのだ（入いれ替えは可能）。

　であるならばもう少し汎はん用よう性せいのあるスキルを選択するのが一般的だ。

　例えばリロード関連のものがある。あのゲーム（もちろんこの世界もだが）において、リロードはリアルの銃とは少し異なっている。

　それ即すなわち、『リロード』と脳内で念じながら、銃ごとに決まっている特定のリロードモーションを取る事である。それにより、システムアシストによって、銃弾は半自動的にリロードされる。

　よって、このこのリロードモーションをより簡素なものに変える――そんなスキルが好まれる傾けい向こうにあるのだ。

　だが、彼女が渋い顔をしている理由は別にあるだろうとユヅルは予測する。

　そしてそれは実際当たっていた。

「いや、それはまだよいのじゃ。おぬしはバグ技にそれらを使うと言ったのじゃ。余が知る限り《スカイウォーカー》にバグは存在しないからまだいいとして、後者二つのバグが何かに使えるとは思えんのじゃ」

　などとミオンは、ユヅルにとって解説されるまでもなく馴な染じみ深ぶかいそれらの効果を、丁てい寧ねいに説明していく。

　その説明をまとめるとこうである。




▲消費アイテム《戦術マーカー》　使用回数：１

通常時効果：このアイテムを設置すると、リスポーンする位置を一度だけこのアイテムが接地している位置に変更することが出来る。なお、このアイテムは戦せん闘とう中及び付近に敵性エネミーが存在する場合は使用できない。

バグ時効果：このアイテムはいかなる時でも使用できる。また、マーカーが接地した際、このアイテムが接地した場所に移動する（要するにテレポート）。しかし、テレポート先でＨＰ全損クラスの落下ダメージが入るため、デスる。




▲アクセサリー《暗殺者のマント》　使用回数：各戦闘中１回

通常時効果：このアクセサリーのスキルを発動時、使用者は三秒間だけ透とう明めいになる事が出来る。透明効果は外部から衝しよう撃げきを受けたり、攻こう撃げき動作を行うと解けてしまう。

バグ時効果：このアクセサリーのスキルを発動時、透明にはならない。だが、その代わりにあらゆる当たり判定が三秒間消失する（要するに物体をすり抜ぬけられる）。しかし、地面などの判定もなくなるため、最悪地面の中にめり込んで出てこられなくなる。




　ミオンは丁寧に通常時、およびバグっている時のスキルを説明してくれる。

　やや得意げな様子でそんな事を語る彼女に対し、ユヅルは何だか胸が温かくなるような嬉うれしい気分になってくる。

　やはり意図せずして出来たものとはいえ、大好きなバグの製作者とこうしてそのバグについて話していると、楽しくならないわけがない。

「何をニコニコしておるのじゃ！　おぬしはわかっておるのか？　どう考えても使えないポンコツバグなのじゃ！」

　と、ミオンはむっとした様子でユヅルに言ってくる。

　その台詞せりふはどこかで誰だれかが誰かに抱いだいた印象にそっくりであったが、今はあえて言うことでもないので、黙って彼女の言葉を聞く。

「そんな損得ゼロどころか、損ばかりするバグをどう利用するのじゃ！　バグ技を使うとおぬしは言っておったし、バグらせないで普通に使う気はないのじゃろ？」

「そんな心配そうな顔するなって、安心しろよミオン。ちゃんとバグらせて使うから」

「ちっが～～～うのじゃ！　余はバグらせて使うかを心配しているのではないのじゃ！　そのバグでおぬしが損をしたり、酷ひどい目にあわないかを心配しているのじゃ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　いずれ見せてやるよ、これらのバグを超ちよう有ゆう用ように活用する方法をな」

　ユヅルの言葉を聞いても、ミオンはまだ「むぅ」っと不満そうである。

　彼女はやたらとバグに対して嫌けん悪おにも似た警けい戒かい心しんを持っているようだが、ユヅルからしてみれば実用面を考えずともバグは十分魅み力りよく的てきだ。

　彼がバグを魅力的だと感じるその理由を、ここいらで先の二つアイテムのバグを例に語ってみよう。




　まずは《戦術マーカー》に発生していたバグのエピソード、それはこんな感じである。

　あのゲームにおいて、リスポーン位置を変更しようと《戦術マーカー》を投げたら、いきなり投げた場所にテレポートしたあげくデス。

　最後に立ち寄った街で、ランダムリスポーンするというのは玄人くろうとにとって常識だ。

　だが、その意味のわからない常識を知らずに《戦術マーカー》を使用してしまった多くの初心者フィールダウトαプレイヤー。そんな彼らにとって、それは最大級のトラウマとして刻まれることになる。

　となれば、当然玄人も最初は初心者。そうである以上、《戦術マーカー》はトラウマばかりの使用厳禁バグとして広く認にん知ちされてしまうのは、当然の流れと思われた。

　しかしある時を境に、その流れを断たち切る様にユヅル含ふくむ玄人たちが、この自じ滅めつバグを自じ虐ぎやくネタとして昇しよう華かさせたのである。

　それが最強のネタ自滅バグ『ラスト・インプレッション』である。

　この技の使いどころは簡単だ。

　例えばドロップアイテムがクソだったりした際、「もう俺ラスト・インプレッションだわ！」などとキレ気味に言って、地面に《戦術マーカー》を叩たたきつけるだけである。

　すると、あら不思議。

　その場に瞬時にテレポートして即そく座ざにデスって、街でランダムリスポーンするために体が消え始めるという、クレイジーな挙動を見せることが出来るのである。

　特に意味はない。

　実にホンワカした心温まるエピソードである。




　次に《暗殺者のマント》に発生していたバグのエピソード、それはこんな感じだ。

　使用すると当たり判定がなくなり地面にめり込む《暗殺者のマント》。

　結論から言うとこの使用者が地面にめり込んだら、ゲームセットである。

　理由は簡単――地面にめり込んでしまったら、戦闘中一度しか使用できないという縛しばりのせいで、戦闘中は決して脱だつ出しゆつ不能になるのだ。

　であるならば、戦闘が終われば脱出できるのかと言えばそうでもない。

　そうなるとそうなったで、今度は戦闘中しか使用できない縛りのせいで、《暗殺者のマント》のスキルを使用することすらできなくなるのである。

　つまり、再び当たり判定を消失させることが出来なくなるのだ。

　もっとも、当たり判定を再び消失させたところで、再度地中深くにめり込んでいくだけなので、意味は全くないと思うが。

　とにもかくにも、この暗殺者のマントバグはその特性から、一度陥おちいると二度と脱出不能なバグ。いわゆるゲーム進行不能バグとして恐れられた。

　だが、このバグも怖こわいところばかりではない。

　その内の代表的な例をあげるなら、やはり『アンダーグラウンド』という現象が適切だ。

　これは暗殺者のマントバグで地面にめり込んで詰つんでしまったプレイヤーが、詰んだことを認められずに地中に留とどまり続けることを指す。

　これだけだと何も面おも白しろくないのだが、めり込んだ現実逃とう避ひ勢は喋りだすのである。

　めり込んでいるだけでは暇ひまなのか、チャットをしたりと様々な方法で周囲の人とコミュニケーションを取りだすのである。

　結果、地中の至る所から「暇なんで喋りません？」、「あ、そこ僕ぼくの頭の上なんで踏ふまないでもらっていいっスか？」という様な声が聞こえてくるという訳である。

　そんなあのゲームの世界は、今思い出だしてもやはり最高だ。




　などなど、ユヅルが楽しいバグエピソードに思いを傾かたむけていると、ふいにその思考を断ち切る様に聞こえるミオンの声。

「本当に大だい丈じよう夫ぶじゃろうな？　前者はともかく、後者の暗殺者のマントバグなんか最悪の部類なのじゃ！　まぁこの世界はリアルじゃから、ゲームと違ってちゃんと地面を掘れるのじゃ。じゃから最悪、余が地面を掘っておぬしを助けるが……地面に埋まったおぬしを発はつ掘くつするとか、なんだか嫌いやなのじゃ」

　と、ミオンは明確なビジョンでも思おもい浮うかべてしまったのか、両手で頭を抱かかえて「うぅ」と小動物のような可愛かわいらしい唸うなり声ごえを上げる。

「…………」

　本当に可愛らしい。

　先述した通り、ユヅルはゲーム内において美少女ハーレムを形成していた。

　それはかわゆい女の子萌もえ～の彼かれにとって至福のものであり、叶かなうのならば現実でも実現してみたいと思っていた物だ。

　故ゆえにゲームで培った実力を存分に発揮でき、その力で活かつ躍やくしまくって女の子にモテることが可能であるこの世界では、いずれなんとしてでも形成する予定のハーレム。

　そこには是ぜ非ひともミオンも入れたいところだ。

　と、ユヅルは一人想像してようやく思い至る。

　まだ自分たちがこれからどうするのか話し合っていなかった事を。

「そういえばミオン、これからどうする？」

　問いかけると、ミオンはやや疲れた様子の表情を浮かべながら言ってくる。

「これからって、普通に王を目指すのではないのか？」

「まぁバグも楽しみたいし、当面はゲームのシナリオ通りに王を目指すけどさ。それにハーレム作るためには、王になるのが必ひつ須す条件だし」

　王になるメリットと条件はそれぞれいくつかあり、以下の通りである。




●メリット

　・専用装備品の入手

▲通常装備品のランクはＥ～Ｓしかないが、王になればこの世界に唯ゆい一いつ存在するＳＳランク装備一式を入手できる。

　・ＰＣ、ＮＰＣに対する優位性

▲ＰＣがＮＰＣ店員に払はらった金額の一割を、税金として永久的に入手し続けられる。

▲王都にある城の所有権を入手できると同時に、全ての街の所有権も主張できる。仮にその街にすでに所有者（領主）が居た場合、その領主は王の命令に背そむくこともできるが、その場合は反逆者という扱いになってしまう。

▲反逆者に宣戦布告し、拒きよ否ひ不能のギルド戦を仕し掛かける事ができる。勝利すれば反逆者の爵しやく位いを剥はく奪だつし、領地を無条件で奪うばう事が出来る。

　・特とく殊しゆスキル《ウィッシュ》の使用

▲王になった者は、特殊スキルを使って一度だけどんな願いも一つだけ叶えることが出来る。




●条件

　・最強の演算、および思考能力をもっているＮＰＣ『王』と一いつ騎き打うちし、勝利を収める。

　・爵位を公こう爵しやくにする必要がある。

　・自らのギルドを設立し、そのギルドのランクを最大であるＳにする必要がある。




　一見するとメリットより条件が少ないため、「なんだ、簡単そうじゃん」と思われがちだが、そんな事は決してない――理由は二番目にある爵位の事である。

　この世界には『爵位』と言う階級みたいなものが存在している。

　それらは上から順に『王』、『公爵』、『伯はく爵しやく』、『子し爵しやく』、『男だん爵しやく』、『騎き士し』となっており、爵位に対応して複数の街を治めることが可能となっているのである。

　そしてこの爵位、最下位の騎士を除いてなれる人数が決まっているのである。

　ならば、すでに定員が埋まってしまった爵位がある場合、どうやってその爵位につくのかは、だいたい予想が出来るだろう。

　そう、戦いである。

　戦いを挑いどむのにもいくつかルールがあり、それは以下の通りである。

　一個上の位にしか勝負を挑めない。

　騎士を除いて勝者と敗者は爵位が入れ替わる（騎士は負けても騎士のままで、勝者も騎士になれる）。

　格下からの勝負は断ることが出来ない。

　などなど、細かいルールはあるのだが、今はそれよりも重要な事がある。

　その重要な事の前では、そんな細かいことはどうでもいいことなのだ。

　ユヅルの言う重要な事とは、メリットの一つである《ウィッシュ》だ。

　この世界でも結けつ婚こんは当然一人としか出来ない。

　故に、嫁よめが沢山いるというハーレムを作ることが出来ないのだ。

　よって、この王になって叶えられる願いで、この制限を解除して一夫多妻制にしたのちハーレムを形成する。

「ふっ、これが俺おれの夢にしてこの世界での最終目的――っ！」

　ユヅルが俯きながら、くっくっくっとゲスイ顔を浮かべて壮そう大だいな異世界人生計画を練っていると、突とつ如じよとてつもない寒気に襲おそわれた。

　な、なんだ……これは。

　ユヅルは全く動くことが出来ない。

　眼の前から……眼の前のミオンから何か恐おそろしいオーラを感じる――恐きよう怖ふから顔を上げることが出来ない彼の額には、氷の様に冷たい汗あせがいつのまにか流れている。

「のう……ユヅルよ」

　声が聞こえる、女め神がみミオンの……いや、邪じや神しんミオンの声が。

「余と一いつ緒しよに旅しておいて、ハーレムが何じゃと？　気のせいかの。確かハーレムとは様々な女に目移りする奴が目的とするものだった気がするのじゃが……まさか、ユヅルはそんな思わずグサッとしたくなるような輩やからなわけない……そうじゃよな？」

「……っ」

（グ、グサって何だろう。俺はいったい何をどこにグサッとされるのだろう）

　ユヅルは邪神ミオンが放つ黒色のオーラにガタガタと怯おびえながらそんな事を考え、早く何か言って彼かの女じよの気を逸そらさなければ大変なことになると本能的に察知。

　とにかく話題を出す。

「そ、そういえばミオンはさ……装備とか整えなくて大丈夫なの？」

　すると、自分の事に興味をもってもらって嬉しかったのか。邪神様はもとの女神ミオンへと戻もどってニパッと機き嫌げんよさげに言う。

「余はおぬしらと違って特殊な転移をしたから、厳密にはこの世界の住人というわけではないのじゃ。じゃから、装備品を装備してもその効果は余に現れないし、装備スキルも例に漏らさず余が装備しても意味はない。まぁメニューウィンドウくらいは開けるじゃろうし、飲み食いも出来るから生活面は大丈夫なのじゃ」

　ミオンはそこまで言うと、最後に付け足しとばかりに。

「あともちろん女神としての力は、この異世界のバランスを崩くずす可能性があるからの。ここに来る前にリミッターをかけて来たのじゃ。じゃから、創世を行う様な強大な力はほぼ失われていると考えて欲ほしいのじゃ」

「…………」

　つまりミオンは装備品を装備する意味がないので、装備を整える必要はない。と、そう言いたいのであろう。

「…………」

　装備品でステータス上じよう昇しよう効果を得られないうえに、女神としての能力の大半もない。




　ソレッテカナリヨワイノデハ。




　大だい嫌きらいな先せん輩ぱいから面めん倒どう事を押おし付つけられたけど、仕方ないから愛あい想そ笑わらいを浮かべているといった感じの嫌な笑え顔がお。

　そんな様子でユヅルがヒクヒクと口元を引ひき攣つらせていると、ミオンは胸を張って言ってくる――プルルンと胸を揺ゆらしながら言ってくる。

「あ、でもその代わり余はダメージを受けず、デスする事もない無敵なうえ……なんと、敵のステータスを見ただけで暴あばくことが出来る《スーパー女神アイ》を持っているのじゃ！」

　ドヤァと自じ慢まんげな様子のミオン。

　ネーミングセンスはともかく、無敵とステータス看破の二つはかなり有用と言える。

　特に注目すべきは後者である。

　なぜなら、ユヅルがこの異世界で唯一心配していた点が、ミオンの能力によって解消するのだから。

　その心配とは固有スキルの有う無むである。

　あのゲームになかった故、ユヅルは今後出会うＰＣがどんな固有スキルを持っているのか把は握あく出来ないという一点のみが不安だったのだ。

　だが、その不安が解消された今となっては、最も早はや彼かれに敵はない。

　ユヅルがそう考え、今後の明るい未来を想像したまさにその時。

　カウンターの方から何かが割れる音と、男が怒ど鳴なり散ちらす様な声が聞こえてきたのだった。







第三章　ＶＳツンデレ貧乳ロリ小こ悪あく魔ま娘むすめ







　ユヅル達が件の音と声を聴いたのと同刻、同場所。

「おう、タオ・ルシアンはいるかよぉ！　返事を聞きにきたぞ！」

　ガラの悪そうな男性――まるで世紀末のようなトゲトゲとした服を着た男は、そう言いながらカウンターまで近づいてくると、いきなりその上に載のっている皿などを手で薙なぐようにして吹ふき飛とばす。

　男はその後も椅い子すや瓶びんと、手てあたり次し第だいに壊こわせそうなものに手をつける。

　だが、しばらくするとカウンターから急ぎ足で一人の少女――ピンク色の可愛らしいメイド服を着た少女が出てくることによって、男の破は壊かい活動は一いつ旦たん収まる。

　そして、その少女は言う。

　可愛らしいという表現がよく似合う桃もも色いろミディアムヘアに、ピョコンと弧こを描えがくアホ毛を逆立て、普ふ通つうサイズの胸を気き丈じように張り。

　髪かみと同系色の優やさしさを湛たたえた瞳ひとみに強さを込め、精せい一いつ杯ぱい威い嚇かくする子犬の様に男へと言う。

「キリエさんに言ったと思うけど、あたしが払えるのは今の金額が限界……キミたちにはこれ以上払えないって。それに、来るなりいきなり店で暴れるのはよして欲しいんだけど、お客さんに迷めい惑わくだから」

　破は砕さい音おんと怒ど声せいの結果――これまで客たちの声で賑にぎやかだったのとは打って変わって静まり返った店内。

　そこに店主の少女ことタオ・ルシアンの強く心の籠こもった声が響ひびく。

　普通の男性ならば、そんな調子の声でキッと睨にらまれでもしたら言葉を返せなくなりそうなものだ。だが、店に怒鳴り込んで来たガラの悪い男こと、世紀末男はそうはならなかった。

　彼はそんなタオを無視する様に「おい、お前ら！」とまだこの場に登場していない誰かを呼ぶ。

　すると、最初から交こう渉しようが滞とどこおることを見み越こしていたのか、店の外に待機させておいた屈くつ強きような世紀末男たちが二名追加（以後世紀末Ｂ、Ｃと呼こ称しよう）で入ってくる。

　最初から店内におり、タオと言い争っていた世紀末男（以後世紀末Ａと呼称）は、ニヤニヤと勝かち誇ほこった様子で口角をつりあげ言葉を発する。

「こっちに納める金を収入の八割に増やせって言ってるだけだろぉがよぉ。今よりたった三割増えるだけだろぉがよぉ」

「たった三割って――」

　と、タオは火が付いたように食くって掛かかろうとするが、続く世紀末ＢとＣの言葉に遮さえぎられる。

「たった三割だろぉがよぉ。そもそもこの土地はこの街の領主であり、俺おれ達たちギルド『フォーチュン』のマスター――キリエ・フィルハート男爵のもので、お前のものじゃねぇだろうがよぉ。そのキリエさんが要求してるんだから、お前は黙だまって従う義務があるだろぉがよぉ！」

「だから納める金額を八割にしようと九割にしようと十割にしようと、お前は何にも文句言えねぇだろうがよぉ」

　口々に言うと三人は威い圧あつするかのようにタオに詰め寄よる。

　いくら気丈に振ふる舞まっているからと言って、タオは冒ぼう険けん者しやでも何でもない。

　この世界で酒場を経営してみたいと、それのみに専念してきた転移者……強さ的に男たちが訓練された兵隊だとすれば、タオは一いつ般ぱん人じんの女性なのだ。

「だからって……八割って、そんな」

　言葉だけならばまだ戦えるが、言葉の背後に暴力をちらつかされている今。いくら女手一つで酒場を営んでいるタオといえど、虚きよ勢せいよりも与あたえられる恐きよう怖ふ心しんの方が勝まさってくるのは当然である。

　だが、このまま世紀末男たちの言葉を黙って受け入れるわけにはいかなかった。

　タオがこの異世界に転移してきた時から、必死に努力して経営を開始した『ルシアンの酒場』。

　この酒場に対する思い入れの度合いは、彼女にとって言葉に出来ないほど大きい。

　言うならば、彼女はそれこそ己おのれの全てをこの酒場に注いできたと言ってもいい。

　その甲か斐いあって酒場は控ひかえめに言っても凄すさまじいと表現できるだけの売り上げをだすことに成功した。

　しかし、その売り上げから五割ならまだしも、八割もの金額を領主に納めろと言われればさすがに難色を示さずにはいられない。

　そんなに取られてしまえば、酒場の経営がおぼつかなくなる。

　タオにとっては命とも言うべき酒場を畳たたむか、他人に譲ゆずらなければならなくなるのだ。

　当然、彼女にそんな事が出来るわけがない。

　タオはまだ少女であるため、子供のいる母親の気持ちはなんとなくしか理解できない。だが、己の全てを注いで経営してきたこの酒場は彼女にとっては、まさしく子供のようなものなのだ。

　そんな店を気軽にどうこうできるわけがない。

　そもそも、そんな事をすればこの異世界にやってきた意味すらなくなってしまう。

　故にタオは言う。

　手足を恐怖で震ふるわせながら、それを決して相手に悟さとられまいと気丈に言い放つ。




「お金にしか興味がないキリエさんにも、上にビクビク従うしかできないようなキミたちにも、これ以上は払えない……五割ならキミたちの面メン子ツのために払ってあげる。だから――」




　と、タオは言葉を最後まで言い放つ前に、世紀末Ａによって思い切り突つき飛ばされる。

　そのまま床ゆかに尻しりもちをつく形になったタオ。彼女はすぐに立ちあがろうとするが、怒いかり心頭といった様子の世紀末Ａがそうはさせてくれなかった。

　彼はあのゲーム内ではアサルトライフルと呼ばれる連射可能な長物の銃じゆうを、タオの腹部へと向けてきたのである。

　このフィールダウトの世界では、死んでもリスポーンしてしまう。そのため、相手に恨うらみをぶつける際によく狙ねらわれるのが即そく死しポイント以外への射しや撃げきだ。

　そうすることにより、撃うたれた側は長く痛みを味わい、撃った側は苦しんでいる射撃対象を見て悦えつに浸ひたれる。これはそんな推すい奨しようもされなければ、褒ほめられもしない行こう為いである。

　そして、未いまだ床に尻もちをつくようにして倒たおれているタオ。彼女は男がしようとしている事の意味を理解出来てしまった。

　その結果、タオは我が慢まんの限界を超こえた恐怖心にカタカタと全身を震わせ、ただただ瞳を暗い銃じゆう口こうに向けている。

　襲いくる恐怖のせいで永遠にも感じられる時間の中、ついに彼女にとっては絶望の象しよう徴ちようともいえる声が聞こえてくる。

「あんまり調子にのってんじゃねぇぞ」

　言葉に続いて聞こえてきたのは射撃音と――。




　頭を撃ち抜かれた世紀末男Ａが、地面へと倒れる音だった。




●●●




　ユヅルは椅子から立ちあがると、圧あつ倒とう的てきな速度で銃を抜く。

　そしてそれとほぼ同時――無む抵てい抗こうな女の子に銃を向けるというクソ行為をしていた男の頭を正確に撃ち抜いて。

「えーっと、なぁミオン」

　などと、困ったように左手で後頭部をポリポリとかいて言葉を続ける――頭部を撃ち抜かれ、今にもどこかでリスポーンするために消しよう滅めつしつつある男を指さしながら。

「あれ、とりあえず撃っちゃったけど大丈夫だよな？　実はあっちの男がいい奴やつで、あの女の子が悪い奴ってことないよな？」

　…………。

　………………。

　……………………。

　場に漂ただようしばしの沈ちん黙もく。その後、ミオンは立ち上がってバンッとテーブルに両手をついて言ってくる。

「知らんのじゃ！　なんじゃおぬしは！　状況を確かく認にんせずに撃ったのか!?　クレイジーなのじゃ、ヒャッハー！なのじゃ！」

「いやいや待てって、状況は確認したよ」

　ユヅルはまぁまぁとミオンを制すと、そのままツカツカやや恰かつ好こうつけたモデルのような歩き方で、未だ倒れている少女ことタオの下もとへと歩いていき。

「可愛い女の子がピンチに陥っていたら、助けるのが紳しん士しの当然の義務だろ？」

　そのままタオへと手を差し出して言う。

　もうこれでもかっていう程ほど、ダンディーな声で言う――それこそ第三者が聞いたら笑ってしまいそうなほど露ろ骨こつな声で。

「大丈夫かいお嬢じようさん？　君だけのナイトが来たからもう安心するといい」

「え、あ……はぁ」

　戸と惑まどった様子でユヅルの手を掴つかんで立ちあがるタオ。

　そこには安あん堵どと感謝を示す様な表情があったが、何か様子がおかしい。

　故にユヅルは考える。

（おかしい。ゲームの中ならこういう恰好いい台詞を言って、さっそうと助けに入るとたいていの女の子は「キャー」とか黄色い歓かん声せいを上げてくれたのに）

「まさか！　オンラインゲーム内での女性プレイヤーの反応と、リアルでの女性の反応は違ちがうとでもいうのか!?　ミオンには通用したのに！」

　遠くの方から「余をチョロインみたいに言うのはやめるのじゃ！」という声が聞こえてきた気がしたが、気にせずユヅルは考える。

　オンラインゲームとリアルの女性で反応の違いがあるのはよく考えてみれば、とても簡単な事なのだ。

　オンラインゲームの女性プレイヤーは、あくまでゲームとして『自分が理想とする女性をロールプレイ』しているのだ。

　故に、勇者をロールプレイしている男性プレイヤーからそういう台詞を言われれば、それ相応の台詞を返す女性プレイヤーも居るのは当然である。

　好きな自分を演じる――それもオンラインゲームの重要な楽しみ方の一つなのだから。

　しかし、ここはあくまでゲームに似た異世界なのである。

　ゲームに似ているだけであり、決してゲームではない、確立した一つの世界なのである。

　当然異世界への転移者こと、この世界の住人がロールプレイをしている訳がない。

「もし、これら俺の想像が正しいとすれば、早さつ急きゆうに軌き道どう修正する必要があるな。でないと女の子にモテまくって、ハーレムを形成するというこの俺の目標に差さし障さわる」

　変にゲームライクな台詞や行動を連発していると、変人扱あつかいされてドン引きされ、結果としてハーレムどころではなくなってしまう可能性すらある。

（だけど、この段階で気が付けてよかった。そうとわかれば、これからはそれ相応の態度で女の子に接していこう）

　ユヅルは内心でそんな事を考えつつ、助けたタオの手を未だ離はなさず握にぎり、女の子らしい柔やわらかさをモミモミ味わっていると。

「なんだてめぇ、なんなんだよぉ！」

「兄者に何してくれてんだぁ！」

　などと言って、残っていた世紀末風の男たちが、それぞれが有する銃を一いつ斉せいに取りだして襲いかかって――。




「待ちなさい」




　来なかった。

　男たちが襲いかかってくるのを寸前で止めたのは、とんでもなく強気で勝気そうな声。

「フィオネの大切な部下を一人デスらせてくれたんだもん……その罪に対する罰ばつは、フィオネが直々にしてあげないと可か哀わい想そうじゃない」

　そんな事を言いながら現れたのは、ユヅルの想像通り強気で勝気そうな少女だった。

　その少女はアサルトライフルと比べると小さめの銃――あのゲームにおいて集しゆう弾だん性せいが悪いため遠えん距きよ離り戦せんが苦手な一方、近きん距きよ離り戦せんにおいて絶大な戦せん闘とう力りよくを有する連射可能なサブマシンガンという種類の銃を、片手で構えている。

　光に翳かざした飴あめ細工の様に美しくありながら、やや癖くせのある触さわり心地ごこちの好よさそうな金色の髪。それを赤色の髪かみ留どめによってツインテールしている姿は、彼女の強気な雰ふん囲い気きをより一層引き立てる。

　さらに澄すんだ海を思わせる青色の瞳は、吸い込まれるように魅力的だ。

　だが、何よりも目を引くのはまな板と間ま違ちがわんばかりの絶ぜつ壁ぺきおっぱい――そして、そのおっぱいを……否いや、その体に纏まとう赤と灰を基調とした露ろ出しゆつ全開の服装……水着かと見み間ま違ちがうほどに肌はだ色いろ成分全開の服装。

　それらの特とく徴ちようを併あわせ持もち、自らの事をフィオネと称しようした低身長のいわゆるロリっ娘こ。

　彼女は「あんた達たちは邪じや魔ま、お姉ちゃんのとこに帰ってなさい……仇かたきはとるから」と、世紀末風の部下二人をしっしっと追いやる。

　フィオネは部下二人がワタワタ逃にげ出していくのを見た後、露骨に挑ちよう発はつ的てきな印象を抱かせる視線と声でユヅルに言う。

「へ～、あんた……装備を見た感じまだこの世界に来たばかりの初心者だけど。それでフィオネの部下に手を出しちゃって、自分がどうなるのかわかってる？」

　彼女はそこで一旦言葉を止めると、小指を口元に持ってきて体型に見合わぬやたら煽せん情じよう的てきな仕草で続けて言ってくる。

「おしおき、しなきゃよね」

「…………」

　ユヅルは明らかに攻撃してくる意図を見せるフィオネに応こたえるかのように彼女へと向きなおる。そして、腰こしに吊つるされている愛銃《リベルテ》へと再び手を伸のばす――タラーッと鼻血を流しながら。

　正直エロイ。

　正直おしおきされたい。

（こんなに可愛いロリっ娘にされるおしおきとか、マジご褒ほう美び以外の何ものでもないだろ。え、なに？　四よつん這ばいになった後、ケツとか蹴けられたりするわけ？）

　と、それがユヅルの正直な想おもいであった。だが、いくら目の前のロリっ娘がエロくとも、今は自分の背後にいるタオを守らなければならない。

　彼は引き続きそう考え、止まる気配を見せない鼻血を放置して言う。

「俺の名はモガミ・ユヅル。お前の言う通り、この世界にやってきて間もない……まぁある意味かなりの初心者だよ。それで、その初心者にご褒美――じゃなくて、おしおきして下さい……じゃなくて、お仕置きしようとしてくれてるお前は誰だ？」
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　ビシッと鼻血たらしながら、なんとか恰好つけてフィオネを指さすユヅル。

　それに対し、フィオネは小こ悪あく魔ま丸出しといった表情――八や重え歯ばをわざと見せた狡ずるそうな笑顔で言ってくる。

「フィオネ……この街を治めるギルド『フォーチュン』の副ギルドマスターにして、ギルドマスターでありこの街の領主キリエ・フィルハート男爵の妹――騎士、フィオネ・フィルハート」

　と、そこで彼女は軽くウインクすると、「てへ」とでも言いそうな感じで首を傾かしげて続ける。

「これからあんたの事、優しく食べてあげるから……覚えておきなさいよね♪」

　ズキューン。

　もしも言葉に物理判定があったなら、ユヅルは既すでにエロスの弓矢で心臓を射い貫ぬかれデスっていたに違いない。それくらいにユヅルは彼女のあざとい可愛さにハァハァしていた。

　もしもこのまま彼女と戦っていれば、万が一にでも負けていたかもしれない。それくらいにユヅルは彼女にハァハァしていた。

　だが、茹ゆで蛸だこの様にハァハァして鼻血ブーしていたユヅルの頭を、冷静にする出来事が起こる。

　それは視界の右みぎ端はしに小さく映ったマーク。

　すなわち、チャットメッセージが来ている事を知らせるマークだった。

　だれだろう。

　ユヅルはフィオネに隙すきを晒さらさない様、最小限の動作でチャットウィンドウを開く。

　すると、そこにあったのはミオンからのメッセージだった。

『フィオネ・フィルハートのプレイヤーランクはＣじゃ！　暴ぼう虐ぎやくの旧きゆう王おうの時はなんとかなったが、今回ばかりはキツイのじゃ！　ランクＳ装備を一つ装備していることにより、おぬしのランクは通常のランクＥよりも上じゃろうが、それでも相手の方が圧倒的に格上なのじゃ！　……と言っても、どうせおぬしは戦うのじゃろ？　一応役に立つデータをつけておくのじゃ』

　という内容のメッセージに同どう封ふうされていたのは、ミオンの目で見たであろうフィオネの固有スキルのデータだった。




▲固有スキル《スノー・ホワイト》　使用回数：無限

このスキルの使用者はスキルを使用している間、自らの射撃音や行動音――つまり、使用者が発するあらゆる音を消失させることが出来る。




　どうやらフィオネのスキルはステルス特化型らしい。

　武器は今も右手でクルクル回しているサブマシンガンと、それと同型のものが腰にも一丁――いわゆる二丁拳けん銃じゆうならぬ二丁サブマシンガン。

　となると、フィオネの戦せん闘とうスタイルは自おのずと見えてくる。

　あらゆる音を消してからの強きよう襲しゆう、その後離り脱だつを繰くり返かえす――ステルスキルを中心としたアサシンプレイと見てまず間違いない。

　ユヅルの解かい析せきが正しいとするならば、この遮しや蔽へい物ぶつが少ない酒場というフィールドにおいてアドバンテージを得られるのは。

「俺、だな」

　理由は簡単。

　いくら行動音を消そうと、身を隠かくせる場所が少ないここでは体が見えてしまう。そのため、場所の特定など耳を使わなくても容易に出来てしまうからである。

　そして、そんなことはおそらくフィオネにもわかっているはずだ。

　ならばどうして彼女は真っ向からユヅルと向かい合っているのだろうか。

　その答えは自信と油断に違いない。

　自らが強者なのだという自負と、格下の初心者になどに負けないという予想。

「だけど、そんな考えが甘あまいんだよなぁ」

　今度はユヅルが挑発的に片手でナンセンスポーズを取り、やれやれといった様子でこれまでとは違うハッキリとした口調でフィオネへ言う。

「フィオネ・フィルハート。残念だけど、お前じゃ俺にはどうあがいても勝てない……さっき、俺が動どう揺ようしていた時ならまだしも、今なら絶対に負けない」

「へぇ～、どうしてそう思うの？」

　と、怪け訝げんそうな表情で言ってくるフィオネ。

「フィオネがあんたみたいな初心者に負けるなんて、それこそ絶対にないと思うけど」

「じゃあ試ためしてみるか？　俺と一対一の『爵位戦』でもして」

　言ってユヅルはメニューウィンドウを開き、フィオネへと『爵位戦』の挑ちよう戦せんメッセージを送る。

　爵位戦。

　それは件くだんの爵位をかけた戦いであり、格下からの挑戦は応じなければならず、戦いの方法は挑まれた側が決めるというものである。

　だが、状じよう況きようが状況のため、好戦的なフィオネならば確実にこちらが提案した一対一での爵位戦に乗ってくるだろう。と、ユヅルは考えていた。

　そして実際。

「爵位戦？　初心者が何言ってるのよ……ま、よほど調子にのってるみたいだし、あんたが言ったルールで叩たたき潰つぶしてあげるんだから」

　などと、フィオネはまるでこちらを嘲ちよう笑しようしているかのような表情を浮うかべ、ほぼノータイムで受じゆ諾だくしてくる。

　だが本当に嘲笑したくなったのは、ユヅルの方だ。

　理由は単純――フィオネがあまりにも自分の思い通りに動いてくれるため、滑こつ稽けいに見えてきたからである。

「さて、これで正式にお前はもう俺から逃げられないわけだが……そうだな」

　ユヅルは腰に吊るされている道具袋ぶくろの中から、取りだした消費アイテム《戦術マーカー》を握り、それを背面に隠したまま酒場の天てん井じようへ投げつける準備する。

　そして、固有スキル《タイラント》ですでにバグらせたその《戦術マーカー》を頭上に軽く放ほうりながら、フィオネに向けて指を五本立てて言い放つ。




「五秒だ。五秒以内に倒してやるからかかってこい」




　ユヅルが言うと、フィオネはイライラとした様子で、腰に収まっていたもう一丁のサブマシンガンを左手に持ち、「そう」と一言。

「好みの顔だし、可愛かわいげがあるならペットにして飼ってあげようと思ったけど、そういう態度をとるなら話は……別なんだからね！」

　突とつ貫かん。

　そんな言葉が相応ふさわしいほど速く……フィオネはユヅル目がけて突っ込んでくる。

　両手に持ったサブマシンガンを水平に寝ねかせ、両りよう腕うでを交差――いわゆる映画持ちをしながらユヅルへと駆かけてくる。

　彼女のその速度は控えめに言ってもかなり速い。

　ただでさえ近かった距きよ離りを一気に詰つめ、いきなりほぼゼロ距離まで接近。

　二つの銃口から銃じゆう弾だんを雨の様に浴びせかけられれば、たいていの者は初心者、上級者問わず瞬しゆん殺さつされる攻こう撃げき。

　たったワンアクションで、それくらいの事がわかる程にフィオネの動きは研とぎ澄まされていた。さながら妖よう艶えんな輝かがやきを持った、一ひと振ふりの小こ太刀だちの様に。

　故ゆえに、全すべてを一いつ瞬しゆんで一方的に屠ほふってきた暗殺者は、今日この時出会う事になるのだ。




　自分よりもさらに上、決してその刃やいばを届かせることが出来ない圧倒的な強者に。




「なっ!?」

　と、驚きよう愕がくした様子の声をあげるフィオネ。

　その理由は簡単、ユヅルにだってわかる――なんせ彼女からしてみれば、コツッと何かがどこかにぶつかった音と共に、先ほどまで目の前にいたユヅルが消えたのだから。

　そしてそんな声を聴ききながら、ユヅルは先ほど放り投なげた《戦術マーカー》が接地した位置――すなわち、戦術マーカ―バグによるテレポート先である酒場の天井を足場として利用、銃口を彼女へと定める。

「お前は普通に強いけど、普通に強いだけじゃ俺には勝てない……これで、チェックメイトってやつだ」

　芝しば居いがかった声と同時に放たれたのは、コンマ数秒のズレしかないユヅルの速射による銃弾二発。

　その二発の銃弾は美しい軌道を描き、まるでそこに吸い込まれるかのようにターゲットであるフィオネへ――正確に言うのならば、彼女が持つ二丁のサブマシンガンへと着ちやく弾だんするのだった。




●●●




　フィオネ一党が暴れたせいで、カウンター付近にガラス片へんなどが散乱したルシアンの酒場――その後、当のフィオネとユヅルが戦闘を行った事もあり、ガラガラになってしまったルシアンの酒場。

「べ、別に負けを認めた訳じゃないんだからね！」

　そんな店内に、やや涙なみだ混じりの甲かん高だかい少女の声が響く。

「勝負はまだついてないんだからね！」

「いやいやいや……銃を弾はじいた後、俺が降参するか聞いたら、お前降参するって泣きながら言ってたじゃん」

「泣いてないわよ！」

　言ってユヅルに噛かみつくのは、彼かれの宣言通り五秒以内に――いや、二秒もかからないで瞬殺された少女ことフィオネである。

「だいたいありえないんだから！　どうしてプレイヤーランクＣのフィオネが……フォーチュンの副ギルドマスターを務めているフィオネが、こんなプレイヤーランクＥで未だに全身初期装備の超ちよう底てい辺へんド素人しろうとに負けるのよ……ありえない、ありえないんだからね！」

「…………」

　なんだか後半酷ひどい言われようである。

　だが、確かにランクＥのプレイヤーが二つも上のランクであるランクＣのプレイヤーに勝つのはかなり難しいことである。

　よって、常識的に考えればフィオネの言う通り『ありえない』ことなのだ。

　なんせランクＣといえば、なるのにかなりのやり込みが必要なランクなのだから。

　故に彼女は「うそ、こんなの絶対嘘うそなんだから」と、ドヨーンと効果音がつきそうなほどに落ち込んだ様子なのだ。

　そしてユヅルはそんな彼女を見て思ってしまう。

　いくら状況が状況だったからといえ、こんな可愛い女の子を一方的に瞬殺し、そのプライドを木こつ端ぱ微み塵じんにするのはやりすぎだったのではないかと。

　故に彼は言う。

　ドヨーンともはや魂たましいが抜ぬけそうな表情で、ぶつぶつ言っている彼女の肩かたに手を乗せて。

「さっきは俺おれには絶対勝てないって言ったけどさ。まぁ……ほら、きっと何回かやればその内勝てるって。だから、な？　いつでも相手してやるから、少しは元気出だせよ」

　と、慰なぐさめているんだか、追つい撃げきをかけているのだかよくわからない言葉を発した。

　もちろん、ユヅルの中ではフィオネを思っての言葉だったのだが、どうやら彼かの女じよはそうはとってくれなかったようである。

　なぜなら。

「ペット候補の超ちよう初しよ心しん者しやが、偶ぐう然ぜんあたしに一回勝ったくらいで言ってくれるわね！」

　フィオネはそう言いながら、キッと凄まじい視線でユヅルを睨んできたのだから。

　しかし、ユヅルはユヅルで勝ったのにペット候補だのと言われてややイラッとしていた。

「はぁ？　ペット候補だ？」

　そのため、ユヅルは睨んでくるフィオネに怯ひるむことなく言い返してしまう。

「強い奴がご主人様で、弱い奴がペットならお前がペットだろ！　なんだったら俺がお前を飼ってやるよ、どうだフィオネ？」

　あえて名前を呼び捨てにし、ユヅルは出来る限り強気に言いかえしてやった。

　それこそ悪代官のような下げ種す顔をして、両手をわさわさといやらしい感じで動かしながら。

　そして、その結果。




「ふぃ、フィオネがあんたのぺ、ペペペペペペ、ペット……フィオネはあんたに負けたから、あんたのペットにされて色々されて……薄うすい本でよくあるみたいに……っ」




　いったい何を想像したのか、フィオネは突とつ如じよ顔を真っ赤にすると顔からヤカンの蒸気のようなものを具現化させて。

「お、覚えてなさいよね！　フィオネより強くて素す敵てきだからって、そ、そんなエッチな事言ってフィオネを誘ゆう惑わくしても、フィオネはそう簡単に堕おちたりしなくもないんだからね！」

　何だかよくわからない事を言い、ユヅルに突貫してきた時と同じ勢いで逃とう走そうして行ったのだった。まさに脱だつ兎との如くである。

「えっと」

　フィオネが最後に言ったことはよくわからなかったが、とりあえず酒場に平和を取とり戻もどしたのだから一件落着だ。

　ユヅルはそう考えながら「うむ、万ばん事じうまく行くとはこのことだ」と、後ろを向くと。

「あーあれは完全に惚ほれちゃったパターンかな」

「二ふた股またかけられる瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてしまったのじゃ！」

　タオとミオンの二人がいつの間にか並び立ち、何やら意味深な台詞せりふを順に言っているのであった。







第四章　強襲する胸







　何はともあれユヅルは、騎き士しであるフィオネとの勝負で勝ったことにより、正式に騎士の爵しやく位いを手に入れた訳である。

　この街を仕切っているフォーチュンのようなギルドを作れるのは、騎士の次の位である男だん爵しやくからだ。なので、次はハーレム作成のためまず男爵を目指す必要がある。

　必要があるのだが、先のことよりも今の事……今は眼めの前の少女に意識を集中である。

「助けてくれてありがとう！　キミには感謝してもしきれないよ……正直、もうダメだー！　って思ったもん」

　と、ユヅルの向かいに立ち、お礼を言ってくるのは酒場の主あるじ――すなわち、ピンク色のアホ毛がピコピコ動くのが特徴の親しみやすそうなタオである。

「あたしの名前はタオ・ルシアン。このルシアンの酒場の店主だよ！　キミはモガミ・ユヅルくんだよね？　ユヅルくんって呼んでもいい？」

　ユヅルが「あ、はい」とか「うん」と返事をするたびに、タオは笑え顔がおでマシンガントークを続ける――さすがは酒場の店主である。







[image: ]







「それにしてもキミって強いんだね、見たところ銃以外初期装備なのにフィオネさんを倒しちゃうなんて！　あたし、フィオネさんに勝った人なんてキリエさん以外で見たことないよ？　しかもミオンさんが言ってたけど、この世界に来てまだ一日も経たってないんだって？　すごいよ！　この世界に来て一日で騎士の爵位を取った人なんて、見たことがないもん！　あ、そういえばあれはなに!?　ほら、あのバビューンっていきなり天井に瞬間移動したやつ！」

　喋しやべるたび身み振ぶり手て振ぶりをつけるため、タオのマシンガントークは聞いていても見ていてもほわほわと幸せな気分になれる。

　しかし、そろそろ喋りたいと思っていたユヅルにとって、彼女のその質問はまさに救いであった……が。

「うむ、それは余も気になっていたのじゃ」

　と、女め神がみだから人より高いところが好きなのか、カウンターにちょこんと座すわっているミオンが話に割り込んでくる。

　彼女は先ほどのユヅルとフィオネの戦闘を脳のう裏りで再生しているかのように目を閉じ、腕うでを組んで難しそうな表情で。

「さっきのは消費アイテム《戦術マーカー》を、固有スキル《タイラント》でバグらせて使ったんじゃろ？　つまり、投げつけた位置にテレポートするというものじゃ」

　それは正しい。

　任意の位置にテレポートできるなんて技わざは、戦術マーカーバグ以外には考えられないからである。

　しかし。

「あのバグはテレポートした後、落下ダメージが入ってデスったあげく、最後に立ち寄った街でランダムリスポーンしてしまうはずじゃ。なのにどうしておぬしはデスらず、瞬間移動した後も継けい戦せんする事ができたんじゃ？　……というか、自分のミスが原因なんでアレじゃが、このバグ酷すぎるのじゃ」

　と、試合後燃もえ尽つきたボクサーの様に、ガクッと落ち込みだすミオン。

　一方、バグの事を聞かれて上じよう機き嫌げんだったユヅルは自じ慢まん気げに「いや、あれは最高クラスに愉ゆ快かいで愛すべきバグだろ！」とテンション高く言う。

「あのバグは確かにテレポートした際に落下ダメージが入って、デスって街でランダムリスポーンするっていうネタバグだ。だけど、もしテレポート時の落下ダメージを軽減できたら？」

「落下ダメージを軽減じゃと？　そんな方法が……っ！」

　と、ミオンは何かに気が付いた様にユヅルの方を向く。

　そんな彼女を見て、ユヅルはニヤリと微笑ほほえんで言う――まるで何事も種明かしする時が、一番楽しいとでもいうかのようにとあるスキルを見せながら。

「そう、その通りだ。俺はこのスキルでテレポートによる落下ダメージを軽減した」




▲装備スキル《スカイウォーカー》　使用回数：常時発動

落下ダメージを軽減し、一定以下の落下ダメージは完全に無効化する。




　それは先ほど市場で買い物する際に、《戦術マーカー》と一いつ緒しよに買った不人気スキルだった。しかし、ここではその不人気スキルが鍵かぎとなってくるのである。

「なるほど、わかったのじゃ。つまり、おぬしがあの時《スカイウォーカー》を買った理由は、このバグコンボを使うためだったのじゃな！　凄すごいのじゃ！　余の酷いバグを、すごいバグに変えたのじゃ！」

　そんなミオンの言葉――なんだか『酷いバグ』も『すごいバグ』も、意味的には大差ない気がしたが、ユヅルはあえてツッコムのはよした。

　今はこうして、ミオンが喜んで足をパタパタさせているのを見ているだけで十分だ。あえて水を差す必要はない。

「あたし、そのバグ知ってる！」

　その声はミオンとのやり取りを聞いていたタオである。

「それってフィールダウトαで、伝説と言われたとあるプレイヤーが生み出したバグ技、《ブリング》だよね？　あたしは中世ヨーロッパみたいな世界で酒場を経営してみたいなって理由でこの世界に来たから、ゲームにあったバグの事はあんまり詳くわしくないけど……その人とその人が作りだしたバグコンボは有名だから知ってるよ！」

　ユヅルはその言葉を聞いて、自分なりにニヒルな感じで「ふふっ」と笑って言葉を続け――。




「おまえ！　タオから離れろ！」




　どっごーん！

　と、ユヅルは突如乱入してきた謎なぞの少女による飛とび蹴げりを横腹に食くらって吹ふっ飛んだので、言葉を続けることが出来なかった。

　なお、蹴られた際に「おうふっ！」と変な声が出たのは内ない緒しよである。

「し、シラハさんその人は敵じゃ……！」

　と、聞こえてくるタオの声。彼女からシラハと呼ばれた謎の襲しゆう撃げき少女はいったいどれほどの速度で、どれほど強力な飛び蹴りを放ってくれたのか。

　ユヅルは直ちよく撃げきした蹴りの威い力りよくのせいで蹴りをくれた少女と共に地面を何回転かした後、ようやく止まることができた。

「痛っ……何なんだよ、いきなり」

　可愛い女の子を助けてあわよくばハーレムに引き入れるという下心こそあったものの、どうして人助けしたのにこんな仕打ちを受けなければならないのだ。

　と、これまでうつ伏ぶせに倒れていた床ゆかに両手をついて起き上がろうとし――。

「？？？？？？？？」

　一気に脳内に大量のクエスチョンマークが浮かぶ事になった。

　理由は簡単である。

　床がもの凄く柔やわらかかったのである。

　いや、ユヅルが触ふれた床はただ柔らかいだけでない。

　今も彼自身の体を支えてくれている両手のひらには、とっても柔らかく揉もみごたえのありそうな大きなマシュマロが収まっていた。

　そう、いつの間にか床にこんもりとしたマシュマロ山が出来ていたのである。

「…………」

　こういう場合は、とりあえず行動してみた方がいいだろう。

　ゲーム人生は基本的にトライアンドエラーの繰り返しなのである。

　みなそうやって上達していくのだ――だから、ユヅルは揉んでみる。

　トライアンドエラーとばかりに、失敗を恐おそれず甘くておいしいマシュマロの様に柔らかなそれを、両手で揉みしだいてみる。

「くっ、よせ……あっ……お、おまえ……な、何をっ」

　と、何だかやたら官能的な響ひびきの声が聞こえた。

　やはりユヅルの思った通り、この地面には何か秘密があるようだ。

　となれば、ことの真相を究明する以外に道はないだろう。

　故にユヅルは謎のそれを揉み続ける。

　弾だん力りよくを確かめるようにモミモミと優やさしく、そして時には指がそれの形を変えるくらい……けれども決して痛みは伴ともなわないくらいの絶ぜつ妙みような力を込めて揉み解しくいく。

「おまえ、胸を……私の胸、ひぅ……っ」

　また聞こえるエロい声――それにしてもすごい。

　揉めば揉むほど、それは柔らかな弾力をもってユヅルの指を押おし返してくる。

　それだけではない、それを揉むとすごい変化が起きたのだ――なんと、それがビクビクと小刻みに振しん動どうし始めたのである。

「ええぃ、もう我が慢まんしてられるか！」

　ここまで来ては現実逃とう避ひしてもしなくても、どっちみち女じよ性せい陣じんから悪者扱いされることは確定だ。であるならば、これ以上現実逃避しているのは男としてどうかしている。

　と、ユヅルはこれまで閉じていた目をバッチリ開眼し、状況を真しん剣けんに確かく認にんする。

　ユヅルは飛び蹴りを食らった後、飛び蹴りを放った本人とくんずほぐれつしながら酒場の床を転がった。それこそドングリみたいにコロコロと転がったのだ。

　そしてその回転が収まった時、ユヅルは襲しゆう撃げき者しやこと一人の少女を組くみ敷しいていたのだ。

　やや茶色がかった美しくも暖かい黒色の長ちよう髪はつ。それをアクセントとしてリボンで一ひと房ふさ髪かみをまとめ、ポニーテールにしている意思の強そうな顔立ちの女の子――騎士とか剣けん士しとか、そんな言葉が似合う青を基調とした服の上から、手足などの所々に銀色の鎧よろいを着けた女の子。

「や、やめろぉ……もう、これ以上は……おかしく……んぁ、もう……や、やらぁ」

　などと言いながら、そんな女の子が今、ユヅルの下で仰あお向むけになっている。

　両手を力なくくたっと伸ばし、時折ビクビクと体を震ふるわせ、蕩とろけ切ったという表現がピッタリな表情に涙を浮かべ、「はぁはぁ」桃もも色いろの吐と息いきを漏もらしているのだ。

　しかも巨乳だ。

　しかも巨乳だ。

　大事なので三回言うが、しかも巨乳なのだ――とっても柔らかいうえに弾力も申し分ない、揉まれるために存在しているかのような最強おっぱい様だ。

　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ。

　そんな言葉が存在しているが、ユヅルはこれまでそんな状況に陥おちいったことがなかった。しかし、果たしてどうだろう。

　というか少し待ってほしい、冷静に考えたら自分は今トンデモない事をしているのではないだろうか。

　と、難しい事を考え始めたせいで少し冷静になったユヅルは思う――これ、ゲームならこの後色々しても許されるけど、色々された女の子も許してくれるけどこれ。

　リアルでやったらどうなるんだ。

　ゲームならまだしも、リアルの女の子の反応がわからない……というか絶対にやばい。

　正直このまま事を進めるのはリスキーすぎる。そうだ、落ち着け。とユヅルは二重に自分を落ち着けるために決意を言葉に出す。

「俺はこのまま一線を越こえる訳にはいか――」




「そう簡単に一線越えさせるわけないのじゃ！」




　バッカーン。

　と、突如聞こえるミオンの声――それと同時、まるでフライパンで後頭部をぶん殴なぐられたような音と衝しよう撃げきがし、ユヅルは意識を失うのだった。




　なお、倒たおれてから数分間も「はぁはぁ……大きいぱいぱい……略しておっぱい」などとうわ言の様に、とても幸せそうにユヅルは呟つぶやいていたのだった。

　そして一方、彼が一線を越えるつもりであると勘かん違ちがいしたまま、彼をぶん殴った女神様はというと。

「なんとかユヅルが冥府魔ま道どうに堕ちるのを止められたのじゃ」

　と、こちらはこちらで幸せそうなのであった。
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「本当にすまない」

　と、件の少女は申し訳なさそうに言う。

「勘違いとはいえ、今回の件は全て私が悪かった」

「えっと、いや……そんなに謝あやまられても……」

　正直、絶対に悪者扱あつかいされて、変態と罵ののしりを受けると覚かく悟ごしていたユヅル。

　彼としてはこの状況、意外の一言に尽きる。

「もう俺も気にしてないよ……俺もおっぱい揉んじゃったし、お互たがい様さまだろ」

「お、おまえ！　その事は忘れろと言っただろ！」

　と、それまで上体を九十度近く傾かたむけて、ひたすらユヅルに跳とび蹴りしたことを謝っていた少女ことシラハ。

　彼女は急に体をもとに戻すとかぁっと顔を赤面させて、彼の両りよう肩かたを掴つかんでガクガクと振ふりながら言ってくる。

「頼たのむから忘れろ、早く忘れてくれ！　私が初対面の男性に胸を揉まれて……その、か、感じていたことなど早く忘れてくれ！　しかもあれ以来、おまえの顔が脳裏を離はなれない事など……くっ、もしこんな事が他の者に知られてしまえば、私はもう恥はずかしくて生きていけない」

「…………」

（そんなに知られたくないなら、今ここでこうやって声に出さない方がよかったんじゃないですかね）

　と、あえて指し摘てきするのはあまりにも酷すぎると判断しつつ、ユヅルは早くもこの武士とか騎士とか剣士とか――そういう気配の漂ただよう真ま面じ目めそうな少女、シラハの個性を掴む。

　超ちよう真面目で正義感が強いが、少しバカ――いや正確に言うなら、少しバカなミスが多いという方が正しいか。

　さて、シラハの正義感が強いとわかった理由だが、それは彼女がユヅルに跳び蹴りを放ってきた理由と繋つながっている。

　どうやらあの時、この少女はユヅルの事をフィオネ一党と勘違い。結果、彼から絡からまれているタオを守らなければ。と思っての行動だった様なのだ。

　故に、先ほどの跳び蹴りから始まった一件は全て悲しい事故なのである。

　ユヅルが欲望に負けてシラハの胸を揉みしだいてしまったのも、悲しい事故なのである。

　誰だれも悪くはない……悲しい事故だったのである。

　ただ一つ気になることがあるとすれば。と、ユヅルは今も少し痛む後頭部に手をやる。

　何故なぜか意識を喪そう失しつし、目覚めた時から後頭部が痛いのである。

　ユヅルにはその理由だけがわからなかった。

　誰よりも彼の事を心配してくれたのか、付きっきりで目を覚ますまで膝ひざ枕まくらしてくれていたミオンに聞いても、「な、なんでじゃろうな？」と言うばかりで、いまいちハッキリしなかった。

「そういえば、自己紹しよう介かいがまだだったな」

　と、ユヅルが後頭部の痛みの謎を解くことに集中していると、凛りんとした声が聞こえてくる。

　その特とく徴ちよう的てきで気持ちのいい声の持ち主であり、この場で自己紹介が済んでいない人物など、一人しか心当たりがない。

　その人物はユヅルの前で姿勢よく立ち、左手をそのたわわなおっぱいに添そえるようにして言う。

「私の名前はシラハ。この酒場の店主、タオの専属ボディガードをやっているロウラン・シラハという。おまえとの出会いはそれほどいいものとは言えなかったが、私の親友であり、雇やとい主ぬしでもあるタオを助けてくれたおまえは高潔な男だと思う……そういう人間は信用できる」

　そこまで言うと、シラハは右手をユヅルへと差し出す。そして、可愛いというよりも美しいという表現が似合う薔薇ばらのような笑顔で続ける。

「これからよろしく頼む」

「俺の名前はモガミ・ユヅルだ。こちらこそよろしく」

　どうやらとても気持ちのいい性格をしているらしいシラハが差し出した手に、ユヅルが応じながら言う。

　すると、それまでカウンター付近で静観していたマシンガントーク娘むすめことタオが、ひょこんと小さくヒヨコの様に跳んで、ユヅル達たちの傍そばへと飛び出してくる。

「ちなみにシラハさんはフリーだよ、男っ気ゼロだよ？　その辺りを聞いて、ユヅルくんはどう思うのかな？」

　と、タオはずるそうな笑えみを口元に浮かべ、続けて言う。

「気持ちよかったでしょ、シラハさんのおっぱい。キミがシラハさんの彼かれ氏しになったら、いつでもおっぱいを……もごもご」

「お、おまえは何を言っている！　それ以上妙みような事を言うのはよせ！」

　言って、シラハは顔を真っ赤にしながら、タオの口を塞ふさぎにかかる――何だか見ていて飽あきない人たちである。

　それに可愛い女の子同士がこうしてイチャコラしていると、キマシタワーというか何というか――とにかく非常にそそられるものがある。

　これは記き憶おくのメモリーに焼き付ける必要があるな。

　と、ユヅルが何だか少しおかしな日本語で「はぁはぁ」していると、会話が途と切ぎれるタイミングを見計らったかのようにミオンが声をかけてくる。

「ところでユヅルよ、そろそろ夕方じゃ」

「ん？　それがどうかしたのか？」

　もうすぐ夕方だからといって、何か困ることでもあるのだろうか。

　するとミオンは「やれやれ」といった様子で、それまで座っていたカウンターから猫ねこの様にひょいっと飛びおり、ユヅルのもとまで近づいてくる。

「この世界の全てを知っていると豪ごう語ごしていたが、やはりユヅルは転移したばかりの初心者なのじゃ。もう一度言うが、この世界はゲームではなく現実なのじゃ……であるなら」

　と、そこでミオンはもう一歩ユヅルへと近づき、彼の腹部へとその柔らかい手のひらをぺしりと押し付つけ、やや得意げな様子で。

「そろそろ腹が減ってきたのではないのか？　余もおぬしも昼食を抜いているのじゃ……つまり、宿を探す頃ころ合あいじゃ」

　そんなミオンの言葉を聞いて意識したことが原因か。彼女が語り終えた直後、ユヅルの腹は空腹を訴うつたえる音を鳴らすのであった。

　同時にそれを聞いて彼は自覚する――あぁ、そういえばゲーム内だと飲食とか睡すい眠みんの必要はなかったからな。そういう意味でも、この世界はもう完全にリアルなのだと。

　ゲームでの飲食や睡眠は、それこそ趣しゆ味みとか遊びの要素だったのだ。

「ねぇねぇ、キミたち宿屋を探しているの？」

　と、タオはユヅル達の言葉から、『宿屋』というフレーズを聞き取ったのか、声をかけてくる――商しよう魂こんたくましいという言葉を先に思おもい浮かべるべきか、そういえばこの酒場の二階は宿屋だったなと、先にそちらを思い浮かべるべきか。

　ユヅルがそんな事を考えている間に、彼女はたたっと彼らの方へと駆けよってくる。

「もしもまだ宿屋が決まってないなら、うちなんかどうかな？」

　と、タオは案の定宿を勧すすめてくる。だがしかし、続く言葉は予想外なものだった。

「キミたちなら特別にタダで泊とめてあげるけど？」

「え、タダって……マジ？」

「マジだよ」

　どうだろう。タダで宿屋に泊めてもらえるのは、ユヅル的にもかなり美味おいしい。だがしかし、世の中タダほど怖こわいものはないとも言う。

　もっとも、この提案をしてくれているのがタオである以上、後から莫ばく大だいな金額を請せい求きゆうされたりと黒い事を心配しなくてもよさそうではあるが……ただただ、何だか悪い気がするのである。

　ユヅルが「うーむ」と迷っていると。

「もし悪いとか思ってるなら大だい丈じよう夫ぶだよ」

　と、タオはまるでユヅルの心中を見み透すかすかのように言ってくる。

「うちの酒場は色々なアイテムを調合してゲームでも地球でも、中々味わう事が出来ないオリジナルドリンクを作って売ってるんだけどね。それが凄い話題になって結構儲もうかってるから、一部屋くらい貸しちゃっても大丈夫だよ」

　結構儲かっている。

　確かにこの街の領主であるキリエに目をつけられるくらいなのだから、タオは相当儲かっているに違ちがいない。

　仮にタオがその儲かった金で装備やスキルを整えれば、子犬系女子から猛もう犬けん系女子にクラスチェンジする事も簡単なはずだ――ユヅルは密ひそかにそう思うのだった。

「それにもう殆ほとんどただで部屋を貸している人が居るしね」

　と、タオの視線が向けられた先に居たのはシラハだった。

　彼女は向けられた視線に応こたえるかのように「ち、違う！」と言って手をバッと身体からだの前で振って抗こう議ぎする。

「確かに私は文無しだ！　正直この酒場から追い出されれば、生きていけなくなるくらいに文無しだ！」

　などと、シラハは聞いてもいないのに、今の貧ひん窮きゆう具合を晒さらしてくれる。

「しかし、私は金を目当てにこの酒場に押し入いってくるフォーチュン所属の野盗どもから、タオを守るボディガードをしている！　だから私は決してタオの脛をかじって暮すダメ人間ではない！　ま、まぁ、今日の様に最近は何故か私が外出している時ばかり、奴やつらが押しかけてくるのだが」

　どうやらシラハは少し抜けている上にダメ人間らしい。

　余計な事を言わなければ、『シラハは良い奴』で終わりそうなのに残念な事この上ない。

　だがまぁ、付き合い始めたばかりではあるが、そこがシラハのいい所でもあるのだ。裏表のない人間というのは信用できる。

　シラハがダメ人間であり、良い奴でもあるというのがわかったところで、先さき程ほどの宿の件についてだが。

　確かにタオを……この店を守ることで宿の対価を払はらったことになるというのであれば、先ほどの一件でユヅルは一泊ぱく分の働きをしたことになるはずだ。

　それに、一連の話を聞いていて彼はとある考えが浮うかんでいた。

　この宿屋にタダで泊めてもらってもユヅルの心が痛まず、むしろタオがより得をする考え。彼はそれを口にする。

「なぁタオ。これは提案なんだが、俺とミオンをしばらくの間この宿に無料で泊めてくれないか？　三食ご飯付きとまでは言わない。部屋を……寝ねる場所を提供してくれるだけで構わない。金の代わりにこっちが支し払はらう対価は――」

　ユヅルは言う。まるで獲え物ものを見定め、今にも襲おそい掛かかろうとしている狼おおかみのように輝かがやいた瞳ひとみと声で。




「そう遠くない内に、領主であるキリエ・フィルハート男爵に爵位戦を挑いどみ、彼女を領主の座から引きずり落とす……それでまぁ、俺が新たな領主になってこの酒場に安定をもたらすってのはどうだ？」




　かなり恰かつ好こうつけ、同時にかなり挑ちよう発はつ的てきな調子……けれども、聞く人が聞けばどこか優し気げな声で言い放ったユヅルの提案ははたして。

「そんなの……提案されるどころか、むしろこっちから頼みたいくらいだよ。それと三食くらい全然つけるよ、キミたちなら大だい歓かん迎げいだよ！」

　と、希望と期待の籠こもったかのようなタオの嬉うれし気な声により、快かい諾だくされたのだった。







第五章　二人の新たなる仲間







　ユヅルの提案が快諾され、無事に一日三食付きで宿屋しばらく無料宿しゆく泊はく券けんを手に入れた後。

「ま、まて！　キリエを倒すというのなら、私もおまえ達に協力したい――それに蹴けりを入れた詫わびもしたいんだ」

　律りち儀ぎさが滲にじみだすそんな言葉により、シラハが仲間になる事を申し出てきた。

　ユヅルとしては実力よりも可愛かわいさを重要視しているため、彼女の申し出は渡わたりに船といった感じであった。

　なんせその申し出により、ただでさえ文字通り女神級の可愛さを誇ほこるミオンが居るパーティーに、シラハという更さらなる女の子が加入するのだから、断るはずがない。

　さてさて、そして話は現在。

「んっ……なんだ、もう朝か？」

　自覚なくとも異世界転移という慣れない新環境に置かれ、疲ひ労ろうが溜たまっていたユヅル。

　そんな彼かれは疲労のせいで、夢さえ見ずに爆ばく睡すい。体感時間にして一いつ瞬しゆんで、カーテンの隙すき間まから差し込む朝日の洗礼を受けていた。

　今はいったい何時なのだろうか。

　この異世界は――ユヅルの記憶が正しければあのゲームの時間の概がい念ねんは、日本時間と同期していた。

　つまり、時間が進む速度が地球より早かったり遅おそかったりという事はない。

「朝食の準備が出来たらタオが起こしに来てくれるって言ってたからな……それとこの朝日から考えるに、まだ早朝ってところか？」

　であるならば、ここで大事なのはまだ眠ねむれる時間がユヅルには残されているという事である。

　彼は日本において引きニートではあったものの九時起き床しよう、二十四時就しゆう寝しんというそれなりに規則正しい生活を続けていた。そのため、早朝に起きるのは体が拒きよ否ひ反応を示すのだ。

　体に長年かけてしみこませた生活リズムは、そう簡単には変える事が出来ない。

　となれば、ここは寝るの一手のみ。

　ユヅルは「おやすみ」と呟き、ホカホカと温ぬくもりを感じる柔らか抱だき枕まくらを、ギュッと体の前で抱きしめ――。




「あぅ、そんなにギュッとされると苦しいのじゃ」




　突とつ然ぜんそんな声が聞こえてきた。

　どうやらこの抱き枕は圧力を加えると喋る機能がついているらしい。

「って、そんなわけあるか！」

　先ほどユヅルは寝ぼけ眼まなこで、朝日が差し込むカーテンの方を何とはなしに見ただけであった。しかし、今度の彼は一味も二味も違った。

　彼はすぐさま飛び起きバッチリ両目を開眼させると、その視線を前へと移動させる。

　正確に言うのならば、ユヅルが起きたと同時、一緒になって起きてきた少女――幸せそうに「おはようなのじゃ、ユヅル」と、彼に笑顔を向けてくる抱き枕女め神がみミオンへ目を向ける。

「っ」

　か、かわいい。

　ユヅルは彼かの女じよに「何でここにいるんだよ！」とか、「おまえのベッドは隣となりだろ！」とか、色々と言いたい事があった。だが、その全すべてが可愛さを前にぶっ飛んでしまった。
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　その結果、彼の脳内に再生されたのが先の言葉である。

　何故かユヅルのベッドに潜もぐり込んで、枕営業ならぬ枕と化していたミオン。彼女はずずいっとさらに彼へ身を寄せてくると。

「もう朝食が出来るのじゃ。余はタオからおぬしを起こすように言われて、部屋に戻もどってきたのじゃ」

　と、言ってミオンが身を寄せてきた影えい響きようで、小さくも大きくもない――いうなれば黄金律と言える美しいおっぱいが、ユヅルの体に押し付けられる。

　時間が時間故ゆえか、どうやら今の彼女はおっぱいの守護者……別名ブラジャーをつけていないようだ（いつもつけていない可能性もあるが）。

　そのため、二人が着ているパジャマという名の薄うす布ぬの二枚を隔へだてた先の果実――生おっぱいのほにょんとした感かん触しよくが、ユヅルにはほぼダイレクトに伝わってくるのだ。

　あたたかい、やわらかい、おっぱい。

「はぁはぁ」

（いかん。鼻血が出てきそうだ、これ以上ミオンの女神おっぱいについて考えるのは危険だ。そうだ、だから考えるな……この胸の先の突とつ起きが何なのかも考えるな！）

　ユヅルはそう判断するものの、リアルにおいて女性経験皆かい無むの引きニートはどうしてもミオンのおっぱいの事を考えてしまう。

　視線を下に向ければ見えてくるのは、着き崩くずれたパジャマの胸元から見えるミオンの美乳。

　そのおっぱい様は、ユヅルと一緒にベッドでくっついていた影響か、少し汗あせに濡ぬれているように見える。

　乙女おとめの清らかな汗でわずかに濡れたおっぱい。

　それは女神が持つに相応ふさわしく、淡あわく官能的な輝きを放っているようにすら見える。

　正直、顔を突っ込んでみたいと思いました。

　女の子の温もりを感じることができ、朝あさ露つゆのように美しく濡れたおっぱい。

「おっぱい……」

「ん、なんじゃと？」

　しまった。

　ついうっかり口に出だしてしまったと思った時には、もう時ときすでに遅しであった。

　ミオンは「ほーう」と優し気な様子で笑い、ただただユヅルのためとでもいうかのように言ってくる。

「余の胸を触さわりたいのか？　別によいのじゃ。余は女神故もともと性に関しては疎うといのじゃ。まぁ男女の機き微びや営みのことは知ってる故、知らぬ誰かに触られるのは嫌いやじゃし、おぬしが知らぬ誰かの胸を触るのも余は嫌じゃ」

　そこまで言うと、ミオンは少しユヅルから離れて、彼の手を取って続ける。

「じゃけど、おぬしになら触られてもいいと思うし、余の胸を触らせることによって、おぬしが他の女の胸を見ないようになるのなら……よいのじゃ」

　そんな事を言って下さる女神ミオンの手に導かれて、ユヅルの手は桃とう源げん郷きようへと旅立っていき――。




　ふにょん。




　この日、ユヅルは朝からエクスタシーしたのであった。
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　朝食の後、ユヅルとミオン、そして新たに仲間になったシラハの三人は、街近くにある緑広がる草原へとやってきた。

　この草原は比ひ較かく的てき倒たおしやすいスライムなどのエネミーしかいないため、初心者にもおすすめの狩かり場ばとなっている。

　わざわざ上級者のユヅルが、ここにやってきた理由は二つある。

　一つ目はこの草原がかなり開けた地形をしているため、狙そ撃げきがしやすいという点。

　二つ目はシラハの正確な実力がわからなかったからである。

　さて後者の『正確な』という事に関してだが、装備を見ればだいたいのランクの予想はつく。そのため、もう少しで初心者から足を洗えるくらいの実力という事は予想出来る。

　しかし。それはあくまで予想なのだ――ユヅル自身がそうであるように、下手に装備だけで実力を測ることほど危険なことはない。

　よって、彼女の正確な実力を測るために、今日はこの草原に来たのである。

　正直ただ実力を見るだけなら、メニューウィンドウからシラハのプレイレコードなどを見せてもらえれば、それなりに彼女の実力を把は握あくすることは出来る。

　だがせっかく仲間になり、これから長い付き合いになるシラハ。そんな少女の実力を、この眼めで直接確かめるのも悪くはない。と、ユヅルは考えていた。

「準備はいいか、シラハ？　ためしにあの３００ｍくらい先にいるスライムを狙ねらってみてくれ」

「了りよう解かいした、私の実力を見ているといい」

　そう言って、シラハがその豊満乳を地面で押しつぶすように腹ばいになって構えるのは、スナイパーライフルという種類の銃じゆう。

　やや説明が遅おくれたが、ユヅルがここを選んだ理由が、そのスナイパーライフルにある。

　あのゲームにおいてのそれがどんな銃なのかというと、いたってシンプルである――近きん距きよ離りでの取り回しよりも、ひたすらに遠距離戦に特化した銃。

　厳密に言うのなら、近距離戦に対応させる方法もないわけではない。だが、基本的には遠距離特化の銃と捉とらえてもらうのが簡単だ。

　ここで注意してもらいたいことが一つ。

　それはスナイパーライフルがいかに遠距離戦に特化した銃だからといって、使えば遠距離のターゲットにパンパン当てられる様になるわけではないということだ。

　スナイパーライフルを使いこなすには、様々な銃の中でももっともデリケートな射しや撃げき技術が必要になってくる。その代わり、使いこなせば３００ｍ程度パンパンと容易に当てる事が出来る。

　少なくとも、ユヅルにはその程度造作もない。

　百回撃うてば百回当てるくらいの自信が彼にはあった。

　では、シラハはどうなのだろうか――さて、お手並み拝見だ。

　と、ユヅルが心の中で呟いた直後、ついにその時が訪おとずれる。




　サブマシンガンやアサルトライフルとは比べ物にならないほど大きな、凄すさまじい衝撃を伴う射撃音。




　シラハがターゲットを撃ち抜ぬくべく、スナイパーライフルのトリガーを引ひき絞しぼったのである。はたしてターゲットは――。

「…………」

　ユヅルがミオンから双そう眼がん鏡きようを借りてターゲットを見てみると、何事も無かったかのように普ふ通つうに平和にぴょんぴょん跳はねていた。

　どうやらスライム君はシラハからの一方的な長ちよう距きよ離り狙そ撃げきという脅きよう威いから、無事に逃にげ延のびたようである。

「えーと、うん。じゃあ次は１５０ｍくらいの距離でやってみてくれ」

　どうやらまだシラハには３００ｍの距離の狙撃は難しかったようだ。

　であるならば、次は１５０ｍを当てて欲ほしい。これくらいなら頑がん張ばれば当たるだろう。







「なーんて、俺おれにも思っていた時期がありました」

　あれから三十分後。

　シラハは現在５ｍ先の的に必死に狙いをつけ、スナイパーライフルを構えていた。

　勘違いしないように言っておくと、５ｍではむしろ近すぎて難しいのでは――そんな印象のターゲット（しかも岩である、スライムと違って動かない）には、未いまだ一つも弾だん痕こんは刻まれていない。

「くっ！　まただ、どうして当たらない！」

　と、シラハの声――どうやらまた外したみたいだ。

　それを見ていたユヅルの脳内には、もはや一つの言葉しか浮かんでこなかった。

　すなわち「こいつやべぇ」という言葉である。

　見ていた限り、彼女が５ｍ先のターゲットに銃じゆう弾だんを命中させられなかった回数は、軽く見積もって二十を超えている。そのため、彼がそう思うのも無理はない。

「次こそは、次こそは当ててやる！」

　と、またも聞こえてくるシラハの声。

　ユヅルの絶望にも似た諦てい観かんをよそに、本人が未だやる気であるのはまだ救いだと言える。

　やる気がある奴は、どんなに下手くそでも上じよう昇しよう志向があるため上達する……それが長年ゲームを通して学び打ち立てた彼の持論であった。

「いずれにしろ、ここらで少し休きゆう憩けいかな。もしシラハが望むなら、休憩の後は俺が付きっきりで狙撃のレクチャーしてもいいし」

　ユヅルはシラハに声をかけ、狙撃をやめさせる。そして彼女のもとへ近づいて行くと、その隣にしゃがみ込んで言う。

「えーっと、色々言いたい事はあるけど一いつ旦たん休憩しよう。それと少し気になったんだけどさ、メニューウィンドウのプレイレコード見せてくれない？」

　シラハがこの世界に来てから今までの命中率は、いったいどの程度なのだろう。

　少し気になったユヅルが尋たずねると、彼女は快く言葉を返してプレイレコードを見せてくれる。

「プレイレコードか？　あぁ、わかった。これが私のプレイレコードだ」

　と、そんな言葉と共にシラハはプレイレコードをユヅルへ見せてくる。

　さて、彼女のプレイレコード――その命中率の欄らんを見てみると。




　０％。




　恐おそれおののきたくなる衝撃の数字が浮かんでいた。

　もはや上達云うん々ぬんの次元ではない。

　それは思わず「え、こいつこの世界に来たの俺より前だよな？」と、実は最近来たばかりで銃を撃ったのが初めてなのではないかと疑ってしまう数字だった。

　いつの間にかユヅルの背後にトテトテやってきていたミオンも、彼の背中越ごしにシラハの命中率を見て言う。

「ユヅルよ……この世界にバグはないと言った余が言うのもなんじゃが、これはいくらなんでもバグっている気がするのじゃが」

「……あぁ、俺もそう思いたいよ」

　シラハの射しや撃げきの腕うで前まえがここまで悪いのは、偶ぐう発はつ的てきに生じたバグの影響で弾たまが絶対に当たらないようになっている。とかならば、この絶望的命中率の悪さもまだ納なつ得とくできる。

　だがしかし、これは当然ユヅルが常つね日ひ頃ごろハァハァ言いながら愛めでているバグではない――この異世界にはバグは存在していないのだから。

　故にユヅルは虚うつろな瞳で言う。

「まさかこうも早く、やる気がある奴は上達云々を否定しなければならなくなるとは」

　きっと居るのだ。世の中には居るのだ。

　撃った銃弾を全て外すことが出来るという特とく殊しゆな能力を持った人間が。

　いくらユヅルがバグを知り尽つくしているからと言って、さすがにそんな超ちよう能のう力りよくじみた力が相手では勝ち目がない。

「「…………」」

　ユヅルとミオンは、自分たちで気が付かないほど悲ひ哀あいに溢あふれた眼をしていたに違いない。

　二人が空くう虚きよな瞳を浮かべてシラハを見ていると。

「な、なんだおまえ達たち！　どうして私をそんな可か哀わい想そうな目で見る！　よせ、やめろ！」

　などと、それに気が付いたシラハが、立ち上がって二人に近付いてきて。

「よせ、よせと言っているだろ！」

　などと言って、二人の目を両手で隠かくしにかかるのだった。

　そんな状じよう況きようの中、ユヅルは思う。

　最初のレクチャーとしては何だが、とりあえず武器を替かえる事からオススメしよう。

　たとえ当たらなくても、自分の仕事はできる武器というものがあるのだから。
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　所変わって人で賑にぎわう街の市場。

　ユヅル達三人はここにシラハの新たなる銃を買いに来ていた。

　なお、銃を替える際にたいして抵てい抗こうを見せずに頷うなずいたシラハ。彼女に拘こだわりがないのならどうしてスナイパーライフルという、扱いが難しい銃を使っていたのかを聞いたところ。

「私が以前みた映画の女スナイパーが、格好良かったからだ！」

　と、たわけたことを抜かしていた。

　そんなシラハは現在、ミオンと女同士の仲を深めるべく、二人でわいわいと会話しながら新たなる銃――ライトマシンガンの物色をしている。

　その様子を少し離れた位置から見守りながら、ユヅルは考える。スナイパーライフルからライトマシンガンに転向させたのは、我ながらいい判断だったと。

　ユヅルがシラハの新たな武器として、新たに選んだライトマシンガンという種類の銃。それはあのゲームにおいて、ライトという名前の対極に位置するヘビィな連射式銃である。

　というのも、あのゲームにおいて通常のマシンガンの装そう弾だん数が平均３０程度なのに対し、ライトマシンガンは１００～２００程度の装弾数を誇る。

　ここでどうしてそんなに装弾数を増やす必要があるのかという疑問が出ると思うが、その答えは簡単である。

　ずばり、ライトマシンガンの重要な役割として弾だん幕まくを張るというのがあるのだ。

　この弾幕はニュアンスで言うのなら、銃弾を撃ちまくって相手を牽けん制せいすると同時に、相手が進行しにくくするというＦＰＳにおいては大事な意味合いを持っている。

　つまり、ライトマシンガンは最悪の場合、ターゲットに銃弾を当てることが出来なくても、その役目を最低限果たすことが出来るのだ。

　同時にあと一つ、シラハを後方支し援えんのような役割にしたのには理由がある。それは先ほどメニューウィンドウを見た際に、彼女が教えてくれた彼女の固有スキルである。




▲固有スキル《パンデオン》　使用回数：無限

このスキルを使用時、使用者は意図する複数人の人物と脳内で会話することが可能となる。




　正直最初はピンと来なかったユヅルだが、よくよく考えてみるとこれがどんなに素す晴ばらしい固有スキルなのか理解することが出来た。

　要するにこのスキル、仲間内でボイスチャットが可能になるのである。

　戦せん闘とう時、味方同士で離れた位置からでも会話のやり取りができる――状況を随ずい時じリアルタイムで交こう換かんできるというのは、戦場においては大きな強みとなる。

　故に、シラハには後方からライトマシンガンで支援をしてもらいつつ、常時固有スキルを発動してもらう。これにより、状況の整理をしてもらおうとユヅルは考えたのである。

　もっともライトマシンガンのように連射式で大量に弾をばら撒まく銃であれば、全く当たらないということもないはずだ……そうあって欲しい。

　だが、当たらなくても大だい丈じよう夫ぶという役割にシラハというピースをハメられたことは、我ならが良い采さい配はいであった。

　ユヅルはそんな事を考えた後。

「それにしても、女の子の買い物って本当に長いよな。あんなのすぐ決められると思うけど」

　などと一人つぶやいて、二人の方へ歩き出そうといた瞬しゆん間かん――。




「今なんだからね！」




　と、聞き覚えがある声がした――思ったと同時、頭に麻あさ袋ぶくろのようなかぶりものを被かぶせられる。

　そして、視界がなくなったのに呆あつ気けに取られているうちに、両手足を手て際ぎわよくロープのようなもので結ばれてしまう。

　しかも、ひょいっと複数人に体を持ち上げられて運ばれていく感覚のおまけつきだ。

「!?」

（こんな昼間から誘ゆう拐かい!?　ホモォされる……なわけないか。今の声ってどう考えてもこの前戦ったフィオネだよな？）

　謎なぞの襲しゆう撃げき者しやの正体が不明であるならば、早々にバグ技わざなりなんなりを駆く使しして脱だつ出しゆつを試みるのが定石だ。

　しかし、相手がフィオネだとわかっているならば、少し様子を見てみるというのも選せん択たく肢しに入ってくる――なぜならば、フィオネは可愛い女の子だからである。

「ここでいいんだからね！」

　と、またも聞こえてくるフィオネの声。

　ユヅルが抵抗しなかったため、スムーズに裏路地辺り？　に運び終えたのだ。

　襲撃者達によって、彼の体はどさっと裏路地の地面に転がされる。

（もうちょっと優やさしく置けよ！　こっちは手足を縛しばられてるんだからな？　この状態で……よっこらしょっと、起き上がって座すわるのも楽じゃないんだからさ）

　ユヅルはそんな事を考えながら、壁かべを利用して横よこ倒だおしの状態から器用に座る。

　すると、襲撃者達の声が聞こえてくる。

「あんた達、お疲つかれ。フィオネの最後の頼たのみ……聞いてくれてありがと」

　最初に聞こえたのは一いち人にん称しようから分かる通り、フィオネの声。それに続くのは――。

「水みず臭くさいぜ、これで最後なわけねぇだろうがよぉ」

「あぁ、俺おれ達たちは何かあったら、いつでも駆かけつけるぜ」

「むしろ俺達も一いつ緒しよに――」

　どうやら世紀末男達のものだ――さすがにどの世紀末男かはユヅルにはわからない。だが、酒場の時の三人が揃そろっているのは確かだ。

　ユヅルがそんな事を考えていると。

「いいの……ここから先はフィオネの我わが儘ままだから」

　聞こえてくるフィオネの声。

「あんた達！　あたしが居なくてもしっかりしなさいよね！　それと、お姉ちゃんによろしくね！」

「わかった、キリエさんにはよろしく言っておくぜ」

「悲しいけど、これでお別れだろうがよぉ」

「絶対また会おうな……俺達、俺達またあの酒場にいくからよぉ」

　と、口々にそんな事を言う世紀末男の声は、徐じよ々じよに遠ざかっていく。

　どうやらここ（どこだかは不明だが）から離はなれていってくれているらしい。

　ユヅルは話の流れから、復ふく讐しゆう系ではなさそうだと考えて一ひと先まず警けい戒かいを解く。

　するとフィオネも下したっ端ぱたちが去って一段落したと感じたのか、「さてっと」と言って彼の麻袋を勢いよく外し――。

「チャオ、ユヅル」

「ちゃ、チャオ」

　ハートでも出しそうな勢いで、投げキッスしながら言ってくるフィオネ。

　そんな彼女にユヅルも思わず挨あい拶さつを返してしまった。

「ゆ～づ～る♪」

　フィオネは甘あまったるい雰ふん囲い気きでユヅルの名前を呼ぶと、まるで女め豹ひようのようにエロス漂ただよう仕草で四よつん這ばいになり彼の方へと近付いてくる。

　リアル女性経験皆無のユヅルは、「なんだかやばい！　何か奪うばわれる気がする！」と本能的に警けい戒かい心しんをあらわにするが。

「そんなに警戒しなくて大丈夫なんだから」

　言って、フィオネはそのまま小さな体でユヅルに覆おおいかぶさってくると、可愛らしい口を彼の耳元に近付けて。

「別にフィオネはユヅルに痛い事するために、みんなに協力してもらったわけじゃないし。むしろ……その逆なんだから♪」




　かぷっ。

　ちゅぱちゅぱ。




「!!」

　かぷってされた！

　耳をかぷって、ちゅぱちゅぱされた！

　今までの人生で起こりえなかった手足を縛られている状況で、ロリビッチから悪戯いたずらされるという「それ、なんてエロゲ？」状態に、ユヅルの頭は即そく座ざに沸ふつ騰とう――鼻から猛もう烈れつな勢いで赤い情熱が吹ふきだすのを感じる。

「あっ……もう、ユヅルの熱いの服にかかっちゃったじゃない。この服フィオネのお気に入りなんだから、ちゃんと責任とりなさいよね！」

　などと言ってくるフィオネ――それにしても、責任とはなんだ。

　くどいようだが、これまでの人生で女の子から責任とってなどと言われたことが、はたしてユヅルに有っただろうか……いや、ない。確実にないと断言できる。

　ユヅルはハーレムを作ることを目的にしてはいるが、ゲーム内はともかくリアルで女の子とイチャコラしたり、いわゆるリア充じゆうであったわけではないのだから。

　だからこそ、今のユヅルには余よ裕ゆうがなかった。少し女の子と距離があれば、余裕を持ったかっこいい系の発言を出来るのだが、ここまで密着されるとテンパって何も言えない。

　そもそも責任とはなんだ。どうとればいいのだろうか。

　そんなユヅルの思考を断たち切きる様に再び声が聞こえてくる。

「あーでも、いいかな。ユヅルの体液なら、もっとかけられてもいいかも」

　と、ユヅルの体液をかけられたフィオネ。彼女は、彼に汚よごされた場所を愛いとおし気に撫なでながら――もう片方の手の指をくわえ、その指に唾だ液えきを絡からませ、体型からは想像もできない程ほどビッチで物もの欲ほしそうな様子で言ってくる。

「あの時、ユヅルに負けてからずっとあんたの事しか考えられなくなったの。悔くやしいのとは違ちがう。フィオネよりも強いあんたを……フィオネの物にしたい。フィオネをペットにしようとしてるあんたを、フィオネの虜とりこにしたい……ユヅルがフィオネの事しか考えられなくなるように、少しでも長くフィオネはあんたの傍そばに居たい……だから」

　そんなフィオネの言葉と共にそっと、ユヅルの頬ほおに彼女の温かくて女の子らしい……思わず守ってあげたくなるような小さな手が添そえられる。

　そして、ゆっくりと近付いてくるフィオネのぷるぷると柔やわく、美しい桃もも色いろの唇くちびる。

「……っ！」

　これはまさかそういう事なのだろうか。もしかするともしかするのだろうか。

　いや、そうだ！　そうに違いない！

　と、ユヅルが人生初になり、おそらく一生の想おもい出でになるであろう出来事を「な、なるようになれ！」と目をつぶって待っていると。

「だからユヅル、フィオネと……」

　聞こえるフィオネの声。もはやフィオネの吐と息いきを感じるほど、近づいた二人の距離。

　そしてついにその瞬間が訪れる。

　フィオネは艶あでやかな声で告白の言葉を――。




「フィオネを仲間にして」




「………………え」

　何だか全くユヅルの予想と異なる言葉が紡つむがれたのだった。

　完全にキスと一緒に愛の告白をされる流れだと思っていたユヅル。

　彼はポカーンとフィオネの顔を見つめて茫ぼう然ぜんとしてしまう――というかこいつ、これを言うためだけに誘拐したのだろうか。だとしたら、とんでもない暇ひま人じんである。

　しかし、一方のフィオネはポカーンなどとはしていなかったようで。

「フィオネがユヅルにちゅっちゅすると思ったんでしょ？」

　などと、なおも煽せん情じよう的てきな表情で挑ちよう発はつを続け――。

「でもそれ、あってるんだから……だってフィオネ、フィオネのことを雑魚ざこ同然にあしらったユヅルのこと……とっても強いあんたのこと、大好き♪」

　ユヅルの頬にその柔らかく温かい唇を、ついばむように押おし当あててくるのだった。







第六章　秘密？の女子会







　ユヅルがフィオネから二重の意味で衝しよう撃げき的てきな告白をされ――。

「じゃあ、要件はそれだけだから。本当はこのままあんたを放したくないけど、そうするとフィオネが仲間になった時に、元からいるあんたの仲間とトラブルになりそうだし……だから、続きはまた今度なんだからね！」

　などと、割とすんなり解放された翌日。

　いつものメンバー三人は、もはやおなじみとなったルシアンの酒場の一角で、テーブルを囲んでいた。

「それにしても昨日は心配したのじゃ、突然いなくなって焦あせったのじゃぞ」

「おまえが居なくなってから、私達たちがどれだけあの周囲を捜さがしたことか……これからは行き先くらい言っておけ」

　と、口々に叱しかりつつもユヅルの事を心配してくれる二人。

　意図的にやったわけではないが、昨日は結果的に彼かの女じよ達たちを置き去りにしてしまった事にかわりない。なので、彼は一人反省するのだった。

　先日のフィオネ事件の後、ユヅルはすぐに二人が直前まで居た出店へ引き返したのだが、すでに彼女達は居なかった。

　話からするとその時、二人はユヅルを捜して市場を歩き回ってくれていたに違いない。

　ユヅルももちろんその後、広場を捜したりしてみたが結局二人を見つける事が出来なかったのだ。そこで彼は「二人がもうルシアンの酒場に帰っているのではないのか」という発想に至り、急ぎ足で帰路についた訳である。

　そして、その行こう為いは限りなく正解に近かった。

　そう……ミオンとシラハの二人も、ユヅルと同じ発想をしていたみたいなのだ。つまり、結果としてルシアンの酒場に向かう道中で、三人は無事に再会することが出来たという訳である。

　ここで話は現在に戻る。

「ところでユヅル、今日は私達に会わせたい人が居おるとか言っていたが」

「そうじゃ、そう言えばそんな事を言っていたのじゃ！　ここに来るのか？　いつ来るのじゃ？」

　シラハとミオンが順に言ってくる会わせたい人物。

　それこそが、こうしてユヅル達がテーブルを囲んでいる理由であった。

　まぁ後々する事が無くなってきて暇ひまになってきたら、特に理由もなくテーブルを囲んで仲間たちとグダグダと過ごすのもいいかもしれない。だが、少なくとも今はその時ではない。

　さて話を戻すが、その会わせたい人物というのに、ミオンとシラハを引き合わせること。

　それが本日最初のミッションにして、下手をすると生しよう涯がいトップレベルとなるかもしれない難しいミッションなのであった。

　というのも――。




「え、来るスパン短すぎない？　また集金？」

「うっさいわね、今日はあんたに用があるわけじゃないんだからね！」




　カウンターの方から聞こえてくる声二つ。一つはこの店の店主であるタオの声だが、もう一つは本来この店にとっては不ふ吉きつの象しよう徴ちようであるフィオネの声。

「あ、いたいた♪」

　と、後者の声の主ことフィオネ。彼女は少し店内を見回した後、そんな台詞せりふを言いながら、機き嫌げんよさそうに近寄ってくる。

　そして、彼女は何の断りもなくユヅル達が囲んでいるテーブル――ちょうどユヅルの正面に当たる席へと腰こしを下ろす。

「昨日ぶりね、ユヅル」

　などと言うフィオネの突然の登場に、困こん惑わくした様子を隠し切れていないミオンとシラハ。

　彼女はそんな二人を見ると、まるで小こ悪あく魔まが面おも白しろい悪戯でも思いついたかのような、妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮うかべて。

「昨日の裏路地、二人で情熱的な言葉を交かわしたの、すごい興奮したわね……それにユヅルってば、フィオネに火傷やけどしそうなほどあっつい体液かけるんだもん」

「「!?」」

　ピクンッと、ユヅルの両りよう隣どなりの少女達がその言葉に露ろ骨こつに反応する。特にミオンの反応は顕けん著ちよで、またも暗黒のオーラを発散して邪じや神しんミオンに変化しようとしている。

（このままではまずい。フィオネの発言だけ聞いていると、まるで俺が二人を放って別の女の子と路地裏でけしからんことしていたみたいじゃないか）

　ユヅルはわたわたしながら言い訳を開始しようとするが。

「マスター！　サクッとする用のフォークが足りないのじゃ！」

「タオ、私は抉えぐるからスプーンを頼む」

　と、謎の注文をするフィオネとシラハ。

　すでに手て遅おくれであった。

　二人のそれぞれの反応に対し、「ひ、ひぃ！」と割とマジで震ふるえるユヅル。

　そんな彼かれを見て、フィオネは「やっぱり可愛かわいいなぁ、食べちゃいたい」と満足げな言葉を放って続ける。

　それまでのふざけ混じりの調子ではなく、真ま面じ目めそうな雰囲気を醸かもし出して。

「えっと、改めてだけど……フィオネの名前はフィオネ・フィルハート。爵しやく位いは騎き士し、つい最近まではフォーチュンの副ギルドマスターをしてたけど、もう辞やめてきたわ。あんた達とは……特にシラハとは色々あったけど、これからよろしくね」

　そんなフィオネの言葉。

　それを受け、話の中で名前を出されたシラハは「まてまてまて」と、何が何だかわからないといった様子で言う。

「これからよろしくとはどういうことだ！　それに今、フォーチュンを抜けたと言ったのか？　それはいったいどういう――」

「どうしたもこうしたも、そのままの意味なんだからね」







[image: ]







　と、再びフィオネ。彼かの女じよはどこか恍こう惚こつとした様子で続ける。

「フィオネはユヅルに負けてから気が付いたの……ユヅルみたいに底知れない強さを持った男に屈くつ服ぷくさせられるのは快感だって。でもその快感に負けないで、逆に屈服し返すのはもっと快感なんじゃないかって……だから、フィオネはユヅルと居る事にしたの」

「いや……だから私はそれの意味がわからないと」

「シラハってばバカなの？　だから意味なんかないってば。フィオネはお姉ちゃんと居るより、ユヅルと居る方が楽しい事とか……」

　フィオネはそこで一いつ旦たん言葉を途と切ぎれさせる。

　そして次の瞬間――彼女は片かた腕うでで自らの体を抱だきしめ、もう片方の手を自らのまな板おっぱいに当て、露骨に蕩とろけ切って上気したといった様子の表情で続けてくる。

「んっ……き、気持ちいい事とか……エッチな事……いっぱい、ありそうだしっ」

「く、何だこのクソビッチは！」

　と、シラハは自らの頭を両手でわしわしとかきながら続ける。

「私とタオは今までこんな変態に脅おどされていたというのか？」

「むぅ、クソビッチで変態ってなによ！　フィオネはまだ処女なんだからね！　まぁ、我ながら言うのもなんだけど、十三歳さいでこの洗練されたプロポーションと、大人のレディな喋しやべり方かた……あんたみたいなおっぱいデカイだけの負け犬が、フィオネを羨うらやましがって悪く言うのもわかるけどね」

「な、なんだと！　そこで鼻血を流しているユヅルに気に入られたからといって、あまり偉えらそうにするな！　私はまだおまえと、これからよろしくやる気にはなっていないんだからな！」

「ふーん、それはリーダーのユヅルが決めることなんじゃない？　下っ端のあんたに意見する権利なんてないんだから」

「お、おまぇええ……」

　明らかに挑発しまくっている様子のフィオネと、それに対してメラメラと憤ふん怒どの炎ほのおを燃やしているといった様子のシラハ――二人がどんどんヒートアップしているのは、言葉のやり取りからも明らかである。

　自分がリーダーという認にん識しきはユヅルにはなかった。だが、一応はこのパーティーの中心人物である以上、この場を収めるくらいはしなくてはならないという認識はある。

「えっと……もう言わなくてもわかってると思うけど、今日は新たな仲間としてフィオネを迎むかえるための紹しよう介かいというか、そんな感じだったんだけど……おｋ？」

　故ゆえにユヅルがなどと言うと。

「おｋ……なわけがあるか！　私はこいつを仲間にするのは反対だ！　いつ後ろから刺さされるかわかったものではない！」

「余はおｋなのじゃ。やたらとユヅルにモーションかけまくってるところは気になるが、ユヅルが決めたことなら、余は喜んで従うのじゃ」

　と、シラハとミオンがユヅルの言葉に順に応こたえてくる。

　ユヅルの言葉に対し、まるで良妻の鑑かがみのような言葉を返してくれる後者の声は、ミオンである。やはり通常時のミオンは最高に優しくて可愛らしい。

　一方のシラハだが、彼女の気持ちもわからないではないのだ――人間だれしも、つい最近まで対立していた相手といきなり仲良くなるのは不可能なのだから。

　さてどうしたものか。と、ユヅルが小首をかしげていると、自じ称しよう大人のレディでロリ処女ビッチなフィオネが「仕方ないわね」とため息混じりに言う。

「フィオネはあんた達の仲間になりたい。それにはあんたと仲直りする必要があるみたいね。仮にこのまま無む理り矢や理り仲間になったとしても、後々いざこざがおきて内部分ぶん裂れつ……それこそ後ろから刺したり、刺されたりの事態に発展しかねないし」

　フィオネは「だから」と提案する。

　先ほど一いつ瞬しゆん見せた真面目そうな雰囲気は、いったいどこに消えうせたのか。彼女はまたも小悪魔ロリビッチな表情で、指を軽く咥くわえるいつもの妖艶なポーズで言ってくる。

「やっぱり、仲良くなるためには女子会が大切よね♪」

　それに対してシラハは「女子会……それはいったい」などと、困惑した様子の表情を浮かべている。だが、フィオネは彼女の困惑を完全無視し、ダメ押しとばかりに畳たたみかける。

「女の子同士が仲良くなる方法なんて、一つしかないんだから！　つ・ま・り――」




●●●




　二人で仲良くスイーツを食べよう。

　フィオネがシラハに対して提案したのは、そんなものだった。フィオネいわく、女の子は甘い物を一緒に食べることで、仲良くなれる生き物とのことだ。

　故に、ルシアンの酒場のオリジナルメニュー――特製アイスキャンディーを一緒に食べようというながれになったのだ。

　なったのだが……女子会のお手伝い役として、ユヅルが呼ばれた理由はフィオネのみが知る永遠の謎である。

　なおその際ミオンもついて来ようとしたのだが、さすがに二人部屋に四人入るのは狭苦しかったこと。そして、ちょうど酒場が混こんできたことも踏ふまえ、タオの手伝いも兼かねて一階に残る事になった。

　結果、小さ目の二人部屋に男一人、女二人という構造が出来上がったわけであるが――。

「…………」

　であるが故に、ユヅルはどうしてこうなったのか問いたい気分でいっぱいだった。




「ユヅル……んぁ、フィオネのちゅぱちゅぱ……興奮する？」

「フィオネばかりっ……ず、ずるいぞ……私にも舐なめさせろ」




　現在、フィオネとシラハはベッドに座るユヅルの前で膝ひざ立ちになっている。

　そのまま彼女達は、彼の股またの辺りから起立する猛たけ々だけしい棒――アイスキャンディーを奪い合あう様にして舐め、時には口に含ふくんで愛あい撫ぶし、乙女おとめの甘い唾液でそれを濡ぬらしていく。

「ん……あっ、ユヅルの……とってもおいしい……フィオネがこんなことしてあげるの、ユヅルだけなんだからね」

「はぁはぁ……こ、これがユヅルの……ふ、ふとくてたくましくて……うぅ、ダメだ、おかしくなりそうだ……でも、逃げる訳には……」

　フィオネは嬉うれしそうにペロペロと、どこか淫いん魔まじみた雰囲気でアイスキャンディー……ユヅルの棒を根元からネットリと舐め上げていく。

　一方のシラハはおどおどと、どこか照れの混じった様子で探さぐり探りにペロペロとその先せん端たんを舐めている。

　二人の可愛らしい少女から、ご奉ほう仕しされている現在のこの状況――ハーレムを目指すユヅルとしては理想のような状況だったが、照れないと言えば嘘うそになる。

　しかし、二人がこうも求めてくれるのならば、応えないわけにはいくまい。

「ず、ずるいぞフィオネ！」

　と、ユヅルが考えていると聞こえてくるシラハの声。

「お前ばかりユヅルのを舐めるんじゃない！」

「なによ！　言ったでしょ？　せっかくだから勝負形式にしようって！　これは女子会であると同時に、どっちが早くユヅルから濃のう厚こうでこってりしてるのを貰もらえるかの競争でもあるの！」

　言ってフィオネはシラハをグイッと押す。そしてユヅルの棒をパクリと咥え込むと、じゅるるるるぅっと淫いん靡びな音を立て一気に吸い上げる。

「うぅ、くっ……！」

　未経験な割に圧あつ倒とう的てきな貫かん禄ろくを持つその舌技を前に、ユヅルは思わず声を漏もらす。

　フィオネはそんなユヅルを見ると、嬉しそうに「あは♪」っと、口を一いつ旦たん離はなし。

「もう出そうなの？　いいよ、フィオネの口にユヅルの濃こくておいしい液……いっぱい出だしていいんだか――きゃっ」

　と、フィオネの言葉が今度は逆にシラハによって遮さえぎられる。

　シラハはフィオネを押し退のけると、ユヅルの前へとやってきて言う。

「だ、ダメだユヅル！　出すならば私に出せ！　そうしないと勝負に負けてしまう！」

　シラハは恥はずかしそうに顔を真っ赤に染めると。

「し、仕方ないんだ。これは勝負だから仕方ないんだ……くぅ」

　などと、何やらぶつぶつ言いだす。その後、彼女は胸の前で握にぎった拳こぶしにもう片方の手を添えて、恐る恐るといった形で再びペロペロとユヅルの棒を舐めてくる。

　シラハが本来持つ強そうなイメージとはまるで正反対の――そう、触れれば折れてしまいそうなか弱い少女じみた今の仕草と雰囲気。

　そんな雰囲気のまま、彼女は子犬がご主人様を舐めるように、ペロペロと優しく愛撫してくるのだ。

　彼女のその愛撫はユヅルからすると相当に可愛らしく、思わず頭を撫でたくなるようなものだった。だが、どうやらフィオネにとってはダメダメだったようで。

「フィオネに勝ちたいなら、もっと口全体を使ってしゃぶらないとダメなんだからね！」

　と、フィオネは自らの口元をペロリと舐めて続ける。

「あ、それともシラハは心の底では、フィオネに負けたがってたり？　だとしたらとんだマゾ女ね！」

「な、なんだと！　そんな事はない！　わ、私は……えぇい、ならやってやる！」

　と、シラハはフィオネからの明らかな挑発を受け、まるで吹っ切れたような表情で棒を咥え込む。

「んっ……れろぉ……はぁはぁ。ゆ、ゆじゅる……ろうらぁ？　わらぁしのくちも、すごいらろぉ？」

　棒を咥え、涙なみだぐんだ煽情的な表情で、そう言ってくるシラハは確かにすごかった。

　なにせシラハの位置的に、ユヅルからは彼女の豊満でむっちりとしたおっぱいが丸見えだったのだから。

　自分の分身ともいえる棒をしゃぶられ、まるで凶きよう器きのようなおっぱいを見せつけられ、はたしてこの世の中に興奮しない男がいるだろうか……いや居ない。

　居ないと断言できる、というかこの状況で興奮しなければ、そういう性せい癖へきの方々でない限りは男失格だ。

「あは♪　ユヅル、すっごい興奮してる……だってすごい、ビクビク暴れてるもん……」

　そんなフィオネの指し摘てき通り、ユヅルは凄すさまじい快感にビクビクと体を震わせる。

　それを見たフィオネは、「じゃあ、フィオネも――」などと言って、シラハが口を離したタイミングを見計らい、カプリと棒に噛かみついてくる。

　ただでさえ敏びん感かんになっているところに、そんな強い刺し激げきを与あたえられたユヅル。彼は思わず体全体を電気が走ったように揺ゆらしてしまう。

　フィオネはそれを妖艶そうな瞳で見ると、棒からいったん口を離してシラハへと言う。

「ねぇシラハ、もう勝負は放って協力しない？」

「協力だと？」

　などと、疑問そうな表情をを浮かべるシラハ。

「わ、私がどうしておまえと協力しないといけないのだ……そもそもこの勝負は、おまえが――」

「考えてみればこれはシラハと仲良くなるための女子会だし、もうこの際だから二人で協力してユヅルを気持ちよくした方がいいと思うんだけど。ほら、協力して一つの事をすると、仲が深まるっていうじゃない？」

「そう……なのだろうか？」

「じゃあ、決まりなんだから」

　もうお前ら仲良くなってきてるよね。と、思わずツッコミたくなるユヅルだったが、ここは黙だまって受け入れる――最初の様に、二人同時にペロペロしてくれるなら、どんなことだって受け入れて見せる。

　さぁ、来い！

　ユヅルのそんな心の声が届いたのかどうかは不明である。だが、フィオネはペロリと舌なめずりをし、シラハは髪かみをぱさっと後ろに流し……ここからが本気だとでも言うように、二人は息のあったタイミングでついに行動に移る。

　しかし、二人が息を合わせて棒をかぷりと両側から咥えたところで、ユヅルの棒――ユヅルが自らの股こ間かんの付近で持っていたタオ特製アイスキャンディーが、ついに現界を迎えて溶とけだしてしまう。

　乙女二人によってペロペロと舐め続けられたのだから、アイスキャンディーが溶け出すのは当然だった。

　故に三人とも、アイスキャンディーが今この瞬間にも溶け落ちようとしているのを見ても、全く驚おどろきはしなかった――むしろ想定の範はん囲い内ないである。

　ただ一つ、彼らには想定していなかった出来事が起きた。

　それはアイスキャンディーが溶け落ちる際、中からこってり濃厚そうな液状のミルクが飛び出すように溢あふれてきた事である。

　さすがこの街の領主の目にも留まる程ほど、巨きよ額がくの儲もうけを出しているルシアンの酒場のメニューである。

　その中身にはタオ特製の名に恥じない、特別な仕し掛かけがされていたようだ。

「きゃっ！」

「な、なんだこの白はく濁だく液の量と勢いは！」

　と、驚きに満ちた様子のフィオネとシラハの声。

　アイスキャンディーを差し出していた立場であるユヅルはともかく、アイスキャンディーをペロペロしていた立場である二人は、当然無事というわけにはいかなかった。

　かかったのである。

　ユヅルの棒から飛び出したこってりと濃厚で、べとべととした特とく徴ちよう的てきな匂においのする白濁液。それが顔に髪に……そして胸へと大量にかかってしまったのである。

　その様子はまるで、決して穢けがれることのない麗うるわしき乙女たちへ、無む理り矢や理り白はく濁だく汚お濁だくの化粧を施ほどこすようで、ある種背徳的な喜びを感じるものであった。

　ユヅルが図はからずも作りだしてしまった、背徳と淫いん靡び溢あふれる楽園。その風景に息を荒あらくして感動していると、当の白濁液を掛かけられた少女達が言ってくる。

「んっ……ちゅぱ……ユヅルのとっても濃くて、おいしい」

　と、フィオネは口もとについた白濁液を指で拭ぬぐうと、白濁液のついた指をそのまま口へと運ぶ。そして、テラテラと淫靡な唾液で指を濡らしながらちゅぱちゅぱ赤あかん坊ぼうの様に……けれども、赤ん坊とは似ても似つかぬ卑ひ猥わいさで白濁液を舐めとっていく。

「ユヅル、私の胸をこんなに汚してどうする気だ……」

　などと、一方のシラハは頬を上気させ、やや困った様子の表情で自らの豊満な胸をユヅルに見せてくる。

　その胸には先ほどユヅルが出した白濁液が、べったりとこべりついていた。

　しかもその白濁液は液体という特性を生かして、彼女の豊満な胸の谷間へゆっくりと流れていき、やがて白く濁にごった淫みだらな川を作りだしていた。

　二人のそんな淫いん猥わい極きわまる様子を図らずも作りだし、見てしまったユヅル。

　彼は頭がのぼせてしまったとはまさにこの事とでも言うかのように、ぼうっと鼻血を出しながら目の前の光景を眺ながめているだけの機械になってしまう。

　そんな彼の様子に、いち早く気が付いたのはフィオネである。彼女はペロリと狡ずるそうに舌を出し、シラハへと言ってくる。

　その様子は実際に彼女が小悪魔であったのなら、間ま違ちがいなくフリフリ左右に尻尾しつぽが揺れているだろうと思わせるものだった。

「ねぇねぇシラハ、フィオネ達もう大分仲がよくなったと思わない？」

「そ、それは……そうなのだろうか？」

「当たり前なんだから！　だから、ダメ押しにスキンシップをした方がいいと思うの。仲がいい女の子はスキンシップも多いんだからね！」

「スキンシップ、だと」

　いまだフィオネの全すべてを信しん頼らいしきれていないのか、はたまたこれ以上純潔を汚されてはたまらないと思ったのか。

　シラハはやや警戒した雰囲気を漂わせているが、フィオネはここぞとばかりに畳みかけていく。

「お互たがいにかかってるユヅルのお情けを、手を使わないで舐めとっていくの」

「な、なんだと!?」

　と、一気に顔を朱しゆ色いろに染めるシラハ。

「そんな卑猥な事が出来るか！」

「なんで？　別に女の子同士で、見てるのはユヅルだけなんだから気にする必要なんかない……でしょ？」

「ユヅルだけだから気にしなくていい、女の子同士だから大だい丈じよう夫ぶ……くっ、ダメだ。頭がまともに働かない、なんだかそれでいいような気がしてきてしまうのは何故なぜだ」

　フィオネの筋道が通ってないトンデモ理論に何故か押され、色々考えてはいるが納なつ得とくしつつある様子のシラハ。

　そこにフィオネは更さらに畳みかける。

「ほらほら！　迷ってるくらいなら、やれるだけやっといた方が後こう悔かいしないんだから！」

「むむ……おまえがそこまで言うのなら、そうなのかもしれないな。いや、きっとそうなのだろうな……」

「そうそう、それでいいんだから♪」

「そ、それで私はいったいどうすればいいんだ？」

　結果、シラハはまるで淫いん魔まに洗脳でもされたかのようなトロンとした目を向け、フィオネへと指示を仰あおぐ。

　その視線の先に居るフィオネは「じゃあ、まずはこうやって……次に」と、シラハと二人お互い向かい合うように――お互い支え合うように手を組みあう。

　そして、だんだんと少女達二人の唇は近づいて行き。




「なーにしてるんじゃ、おぬしたちは……」




　絶対零れい度ど。

　そんな言葉が脳のう裏りに浮かぶほど冷たげなミオンの声が部屋に響ひびいた瞬しゆん間かん――ピシッと、まるで窓ガラスが一瞬で霜しもに覆われたかのような静せい寂じやくが訪おとずれる。

　気のせいかもしれないが、実際に室内の温度が一気に下がった気がする。

「…………」

　ユヅルはギギギッと音がしそうなほど錆さびついてしまった首を、なんとか目の前で絡み合う直前の少女達二人から外して、扉とびらの方に立つミオンへと向ける。

　だが、そこに居たのははたしていつものミオンではなかった。

「はぁ……これはどうしたものか迷うのじゃ」

　先ほどまでキッチンで手伝いをしていた故か。

　服の上からエプロンを纏まとい、右手に包丁を握りしめた邪神ミオンが立っていた。

　…………。

　………………。

　……………………。

「あ、ねぇシラハ！　一いつ緒しよにシャワー浴びにいきましょ！　そうすればきっと、もっと仲良しになれるんだから！」

「その通りだ、その通りだからユヅル。ここは任せたぞ！」

　邪神ミオン出現により凍こおりついた部屋の中。しばしの静寂の後にフィオネとシラハはそんな事を口を揃そろえて言って、電光石火とばかりに部屋から出ていってしまう。

　邪神ミオン様がそんな二人をスルーしたことにより、ユヅルはとんでもないことに気が付いてしまった。

　それは邪神ミオンの負のエネルギーは、自分のみに向けられている可能性が非常に高いという事である。

　そんな認めたくない事実に気が付いてしまったのだ。

　ならばどうすれば、邪神ミオンから逃のがれられるのか。

　それこそ、ユヅルが現在考えるべき最優先事じ項こうであった。だが、幸いなことにその方法は先ほど白濁液まみれの少女達が示してくれた。

「俺おれもシャワー浴びてく――」




　ドスン。




　とりあえず思いつきで言った嘘を言い訳に、この部屋から出ようとしたユヅル。そんな彼がベッドから立ちあがり、もう少しで邪神ミオンの隣となりを通り過ぎられる――と思った瞬間だった。

　ドスンとそんな音がしたのは。

「……っ」

　ユヅルは思わず息を呑のむ。

　彼を部屋から出さないとばかりに、右手を横へと伸のばして通せんぼしているミオン。その彼女の右手に握られている物――すなわち、ミオンがドアへとぶっさしている包丁を見て、息を呑む。

「ユヅルよ、余は残念じゃ……最初は聞き流していたが、おぬしが本気でハーレムを目指しているとは思わなかったのじゃ」

　と、どこまでも冷たい様子のミオンの声は続く。

「いや、百歩譲ゆずって……百歩以上譲ってハーレムを作ったとしても、何事も余を一番に考えてくれていると思っていたのじゃ」

「か、考えているよ！　ミオン、俺はいつもついて来てくれるお前に感謝している！」

「そういう事じゃないのじゃ！」

　邪神ミオンは勢いよく言うと包丁を一旦ドアから抜ぬき、再びドスリと突つき刺して言う――行動と言動から想像できない女め神がみのような笑え顔がおで言う。

「少女二人を余とユヅルの部屋に連れ込んで、体液塗まみれにするなんてさすがに見過ごせないのじゃ。どうせやるなら、余を一番にして欲ほしかったのじゃ。それならば余は許せたのじゃ……なのに、なのに……初体験を余以外でなんて……ふ、ふふ。これはもう余がサクッと……いや、スパンっと切り落とす必要があるのじゃ」

「ひぃ！」

　ユヅルは思わず自分の股間を押おさえるが、そんな事をしている場合ではない。

　確かにミオンの言う通り、彼はハーレムを作るのを目的としており、先ほどの状じよう況きようも幸せの極きよく致ちではあった。だが、一つだけ事実と違う事がある。

「ち、違うんだミオン！　フィオネとシラハにかかっていた白濁液は、俺のナニから出たものじゃない！」

　そして取りだす、それまで手に持ったまま忘れていたそれを――これで形勢逆転とばかりに勢いよくミオンに向けて差し出す。

「ほら！　これだよこれ！　あの白濁液はこれのミルクなんだよ！」

「…………」

「だからなんていうか、お前が思っていることは勘かん違ちがいなんだよ！」

「…………」

　そこでユヅルは気が付く。

　ミオンがやたら静かな事と、先ほどまで放たれていたオーラが消えている事に。

　それら二つの事を疑問に思ったユヅル。彼は「ミオン？」とおそるおそる問いながら、これまでテンパってあらぬ方を見ていた視線を彼女へと固定する。

　するとそこには。

「……きゅう」

　などと、ばったり意識を失っているミオンの姿。

　いったいナニと勘違いしたのか――性に疎うといとはいえ、ナニから放たれたソレと勘違いした液体を、顔面にぶっかけられたら衝しよう撃げきを受けずにはいられなかったのか。

「えっと、どうするんだよこれ」

　ユヅルは扉にぶっささったままの包丁と、床ゆかに大の字に伸びる女神様が転がっている部屋に一人立ち、人知れずボソリとそう呟つぶやくのだった。







第七章　ＶＳ竜りゆう族ぞくの頂点







「はい、お待たせ！　注文はこれで全部揃ったかな？」

　と、今日も元気なタオの声。

　さて、邪神ミオンが降臨してから数日後の朝。

　ユヅルとミオンとシラハ、そして新たに仲間となったフィオネの四人は、ここ数日で定位置と化したルシアンの酒場の一角でテーブルを囲んでいた。

　ユヅルはテーブルに置かれた朝食を見た後、「大丈夫、いつもありがとう」とタオに返す。

　すると、それを受けた彼女は「どういたしまして」と言って続けてくる。

「それにしてもこの前はビックリしたよ。たった一日で騎士になった要注意ルーキーって巷ちまたで超ちよう有ゆう名めいになっているキミが、うちの宿屋で酒池肉林とばかりにその……淫らなパーティー開いてたって聞いたからさ」

　タオは何だか恥ずかしそうな様子でモジモジしながら、そんな事を言ってくる。

　彼女が言った『ユヅルは周囲からの注目を集め始めている』といったニュアンスの言葉。

　ユヅルは真っ先にそれに反応。それに対する言葉を放つべく、考えを巡めぐらせていた……のだが、タオの後半の発言がその全てを消し去った。

　故にユヅルはツッコム。

「淫らなパーティーってなんだよ！　してないからな!?　ってか誰だれだよ、そんな事を言ったのは！」

　もし仮に要注意のルーキーとして名声を獲かく得とくしつつあるのなら、出る釘くぎは打つとばかりに周囲の誰かが――例えばあの日、この酒場に居た客が、部屋に可愛らしい女の子を連れ込んだユヅルを妬ねたんで、根も葉もない噂うわさを流した可能性は否定できない。

　正直、ユヅルは別にその程度の噂を気にする事はない。だが、あまり悪評を重ねると敵を多く作ってしまい今後が面めん倒どうになる可能性がある。そのため、避さけられるならば避けておいた方が無難なのだ。

　と、彼が考えていたら、タオがきょとんとした顔で。

「誰が言ったって、フィオネさんだけど？」

　ユヅルを陥おとしいれようとしている人物は、まさかの身内だった。

　彼がそんな事を考えている内にも、タオは続けてくる。

「フィオネさんが仲直りしようって、この数日間色々と積極的にあたしに話しかけてくれたんだけど、その話題の一つでキミと部屋でその……変わったプレイをしたって――」

「プレイってなんだよ!?　やめろよ、俺が変態みたいだろ！」

「え、でも、あたしが頑がん張ばって作ったアイスキャンディーで、フィオネさんとシラハさんの二人をドロドロにしたって……しかもその後、顔に白濁液を掛けられたミオンさんを、キミがお姫ひめ様さまだっこして部屋から出てきたの見たし」

「…………」

　ダメだ、どうやらすでに手遅れだ。

　ユヅルは酒場の店主という情報の発信源に、誤情報が伝わっている時点で覚かく悟ごを決める――今後彼には強さと変態さという二つの意味で、注意すべきルーキーという不ふ名めい誉よな称しよう号ごうがついて回るのだと。

　ユヅルが「オワタ」と茫ぼう然ぜんとしていると、別の客からオーダーを受けたタオが「じゃ、あたしはこれで」などと言って、心なし彼を避けるようにそそくさと客の下もとへと走って行ってしまう。

「あはははははははははははははっ！　ユヅルってばすっごい面白いんだけど！」

　と、聞こえてくるフィオネの声。

　見れば彼女は腹を抱かかえてこちらを指さし、けらけらと心底楽しそうに笑っている。そして、その横では恥ずかしそうに頬ほおを染めて俯うつむいているシラハと。

「ユヅル、この肉すごい美味おいしいのじゃ！」

　数日前の誤解が誰にどう伝わっていようと、さして気にしないスタンスなのか――とになく幸せそうに食事を続けるミオンの姿。

　前者二人はともかく、彼女のそんな様子を見ていると些さ細さいな事で悩なやんでいるのがバカらしく思えてくるから不思議だ。

　ユヅルは「ふぅ」っと心を落ち着けて、今聞くべきことだけを聞く。

「なぁフィオネ、タオと仲直りしようって言ったみたいだけど、仲直りは出来たのか？」

「な、何よユヅル……いきなり真面目になっちゃって、フィオネはキョドってるユヅルの方が好きなんだけどな」

　と、フィオネはユヅルから思った反応が得られなかったのが不服だったのか。

　頬を機き嫌げん悪そうにぷくっと膨ふくらませた彼女は、スイッチを切きり替かえる様に眼めの前に置かれたベジタブルジュースを一飲み。その後、彼の質問の重さに合わせるように、真面目な様子で言ってくる。

「タオはフィオネの事を許すって言ってくれたけど、やっぱり内心ではまだ少し怒おこってるんじゃないかって思う。このお店には結構酷ひどい事しちゃったし……」

　口では許すと言っても、内心はわからない。

　その通りだ、それが人間という生き物なのだから。

　ユヅルはそう納得しかけるが、それに対し真っ向から反論する人物が一人。

「私はそうは思わない。タオとは付き合って長いが、そんな風に考える奴やつではないと思う。タオはいい意味でも悪い意味でも、あまり裏表がないからな」

　それは先ほどまで淫らなパーティーの参加者の一人として、疑いをかけられていたシラハである。

　彼女はそれまでの恥ずかしそうに俯いていた様子はどこへやら、凛りんとした様子でまっすぐフィオネを見て言う。

「もしもお前の事を許してなかったり、本当に嫌きらっていたりしたら、お前と色々お喋りする事自体なかったのではないかと、少なくとも私はそう思う。だから、タオがお前を許したと言ったのなら、それは本当に許したという事だ」

「それは余も同意なのじゃ。タオはどう見ても、本心を隠かくせる器用な性格には見えないのじゃ」

　シラハに続けて発言するのは、視線を肉に固定したまま、なおかつ食事を続けながら喋る食くいしん坊ぼう女め神がみミオン。

「仮に隠せたとしても、どこかで無理が生じて態度がよそよそしくなるタイプじゃな……あれは。じゃから、この数日間のおぬしらを見るに、気にしているのはフィオネだけじゃろ。タオはおそらくとっくの昔におぬしを許しておるのじゃ」

　そんなミオンの言葉を受け、フィオネもその言葉には納得したのか。彼かの女じよは珍めずらしくしおらしい態度で言う。

「二人が言ってくれると、大分気持ちが楽になるっていうか……ん、とりあえずありがと」

　フィオネとシラハ、そしてタオの三人の関係が完全に解決したとは言わない。だが、少なくとも今回の件が一段落ついたのを見計らって、ユヅルは言う。

「さて、話に水を差すようで悪いんだけど、今日はみんなでクエストを回りたいと思う。今日受けるクエストの話をする前に、フィオネに一応確かく認にんしたいんだけど、お前の姉――この街の領主キリエは俺たちに関する事を何か言っていたか？」

「んーいきなり言われても思いつかないんだけど……」

　と、困った様子のフィオネ。

　ギルド『フォーチュン』を抜けたにもかかわらず、住むところがないという理由で結局フォーチュンの自分の部屋――姉キリエと同室で暮しているフィオネ。

　普ふ通つうなら気まずくてやってられなそうなものだが、その辺はもう割り切っているに違ちがいない。

　それに先の世紀末風の仲間たちの言動から考えるに、彼女はフォーチュンの中でも大分慕したわれているのだから、別におかしい事ではない。

「…………」

　改めて考えると、フィオネの奴よくフォーチュンを抜けたな。と、ユヅルが横道にそれたことを考えていると、彼女が「あ、そういえば」と言ってくる。

「今朝お姉ちゃんがギルドメンバーの前で言ってた！」

　フィオネは一度咳せき払ばらいすると、「あー、あー」と声まねでもしているつもりなのか、とってもクールで冷たい声で言う。

「わたしの妹がユヅルとかいう男に誑たぶらかされたわ。これだけでもいい度胸してるじゃないと言いたいところだけど。どうやら街の冒ぼう険けん者しやの話によると、その男はわたし達たちのギルドに戦いを挑いどむつもりらしいの。ねぇ、あんたたち……調子にのってるルーキーを歓かん迎げいしてあげたいんだけど、手伝ってくれるかしら？」

　実際に会ったわけではないので真相は不明である。だが、フィオネの弁が正しいとすれば予想以上にフィオネを奪うばわれた事で、キリエさんは不ふ機き嫌げんの様である。

　まぁいい……キリエを前にしたらフィオネの事でひと悶もん着ちやくありそうだから、本当は良くない。だけどビビっていると話が進まないからまぁいい事にして、ユヅルは話を続ける。

「えっと、つまりキリエは俺の事を過小評価して無視しているどころか、妹を奪った憎にくき仇かたきとして全力で潰つぶそうと、待ち構えてるってことでおｋ？」

「おｋおｋ♪」

「…………」

　ユヅルはフィオネの気軽な返事に対し、思わず二度目の沈ちん黙もくをしてしまう。

　だがまぁ、この状況はユヅルにとってある程度予想出来ていた。

　なんせフィオネを倒たおしてからのこの数日間。少し外を出歩くだけで、彼かれの耳にも彼自身に対する評価が、大量に入ってきていたのだ。

　この世界どこもかしこも「フィールダウトでは存在しないはずのバグ技わざを、何故か高水準で使いこなし、キリエ男だん爵しやくの妹を瞬しゆん殺さつした謎なぞのルーキーが現れた」と、その話題で持ち切り。

　現在、ユヅルの評価はこの世界に旋せん風ぷうを巻き起こしていると言っても過言ではない。

　ユヅルにとってシラハ、フィオネ、タオの三人は心許せる仲間という認にん識しきだ。そのため、三人には固有スキル《タイラント》の詳しよう細さいを他言無用と念ねん押おしをして教えている。

　つまり、固有スキルの詳細を知っているのはユヅルとミオンを含めても、五人という計算になる。

　だが先の巷を騒さわがせているユヅルの評価から分かる通り、彼の固有スキルについて察しがついている者が、身近の人物以外にかなり多くいるのはもはや確実だ。

　理由は簡単――もちろんではあるが、三人が他言無用の約束を破ったとかではない。

　例えばフィオネと戦ったあの日、ユヅルが戦術マーカーを利用したバグ技《ブリング》を使用したのを目もく撃げきした人物――見知らぬ客は確実に存在した。

　そんな人物が噂を流し、それを聞いた人物がまた噂を流す。

　そのような連れん鎖さ反応によって、今のユヅルの評価が作り上げられているのだ。

　さて少し話は飛んだが、とにかくユヅルはそれらの理由で、キリエに自分がかなり警けい戒かいされていることは予想出来ていた。

　もっとも、フィオネの件である程度どころか、全力で叩たたき潰そうと待ち構えているのは、やや計算外だったが。

（ま、たとえどんなに警戒されようと、たとえどんなに待ち構えられていようと、俺のバグ技の引き出しに対応できるとは思えないけどな。なんせ俺が使っているバグ技は、俺があのゲームで長年をかけて独自に研けん鑽さんしてきた愛と努力の結けつ晶しようともいえるものだ……つまり相手からしてみれば《ブリング》などのメジャーなバグ技以外はほぼ全てが初見。そんなものに対応できるわけがない）

　とにかくである。いずれにしろこれからの目標が変わることはない。

「話を戻もどすけど、そういう訳で今日はクエスト周回に手伝ってほしい」

「いまいちわからんのじゃが、どういう訳でそうなるのじゃ？」

　きょとんと首を傾かしげるのはミオン。

　確かにこれだけでは彼女が疑問に思うのも当然である。故ゆえに、ユヅルは答える。

「俺と実際に戦ったフィオネは特に忘れがちだと思うけど、この俺がいかにバグ技を使いこなす圧倒的強者だからといって、武器以外初期装備なことに変わりはない！」

「おまえ、いかにも初期装備なのに俺はこんなに強いんだぞ（ドヤァ）という感じだが、それは褒ほめて欲しいのか？」

「まぁいいじゃない、シラハ。ユヅルは実際初期装備でフィオネに勝った強者なの……つまり、かなりすごい事に間違いはないんだからね！」

　などと順に言ってくるシラハとフィオネ。

　それに対し、ユヅルは「ふっ」っとかっこつけて笑った後、騒いでいる仲間たちをまぁまぁと落ち着けて、己おのれが考えを言う。

「真ま面じ目めな話、初期装備でも俺はかなり強い自信がある。それこそトライアンドエラーを繰くり返かえせば、おそらく初期装備のままでもこの世界の王になる事は可能だろう」

「す、すごい自信なのじゃ！　でもそれなら、何でクエスト周回する必要があるのじゃ？」

「それはフィオネも思うわね」

　ミオンの言葉に同調するフィオネ。

　後者の彼女は一呼吸置いた後続ける。

「クエスト周回して少しでも強くなるのが目的なんだろうけど、それくらい自信があって実際に強いなら、もう今日にでもお姉ちゃんに爵しやく位い戦挑めばよくない？　どうせお姉ちゃんの事だから、受けた日にでも『ギルド戦』ルールで戦ってくれると思うわよ」

　ギルド戦――それはギルドメンバー同士で戦うという、爵位戦でもっとも適応されることが多いルールだ。

　もっとも、ユヅルはギルドをまだ持っていないので、適当にチームを組んで（この場合は今いるメンバーで）戦う事になる。

「確かに俺も一刻も早くハーレ……じゃなくて、王になるためにキリエに戦いを挑んで男だん爵しやくの階級が欲しい。だけど、このまま初期装備で戦うとどうしても不確定要素が残る。つまり――」

「つまりユヅル、お前は万ばん全ぜんを期すためにクエストを周回して、キリエ打だ倒とうに適正と思える装備を整えておこうというわけだな」

　と、シラハが後を引ひき継ついで喋しやべってくれる。

　しかし、彼女の言葉は残念ながらユヅルの思おも惑わくとは少し異なっていた。

　彼の思惑、それは――。

「装備を整えるのは正しいんだけど、俺はキリエ打倒に適正な装備を整えるつもりはない。俺は今日中に、王を打倒するのに適正な装備を整える」

　ユヅルはそれが至し極ごく簡単だと印象付けるように、あえて余よ裕ゆうぶった態度で言う――一日でこの世界最強クラスの装備を手に入れてみせると。




●●●




　ユヅル達は朝食を食べた後、ＮＰＣが運営する冒険者ギルドへと赴おもむき、とあるクエストを受けた。

　そして彼らは現在、クエストの目的地であるとある場所に向けて、街の外――街かい道どうから外れた見晴らしがよく、澄すんだ心地ここちの好よい風吹ふく美しい平原を進んでいた。




「あんたがいくらフィールダウトαの頃ころのバグ技を使えるからって、このクエストのバグがいい物だとは思えないけど？」

「それは余も同感なのじゃ。確かこのクエストでバグっているのはクエスト本体ではなく、クエストでもらえるアイテムなのじゃ」

　と、フィオネに次いで言うミオン。彼女は続けて丁てい寧ねいにこのクエストの報ほう酬しゆうとして手に入るアイテムの説明をしてくれる。

　その内容は以下の通りだ――。




▲消費アイテム《竜りゆう王おうの加護石》

　通常時能力：このアイテムを使用すると、所持金が十倍になる。

　バグ時能力：このアイテムを使用すると、所持金がマイナス十倍になる。




「なんだそれは!?　あのゲームはバグだらけのクソゲーだと聞いてはいたが、そのようなバグがあったのか!?」

　と、シラハはミオンの説明を聞いて驚きよう愕がくした様子で言う。

「たしかこのクエストは各プレイヤー一度しか受けることが出来ない高難易度クエストだったはず……そんな制限がある特別なクエストにもかかわらず、あのゲームではそんなバグが発生していたとは」

　シラハは腕うで前まえから察するにあのゲームをほぼやらずに……所謂いわゆるその二次創作に興味をもって、この世界に来たのだから驚くのも無理はない。

　そして愕がく然ぜんとしているところ悪いが、ユヅルからしてみればあのゲームにおいてそんなバグはまだまだ序の口であり、そのバグこそがあのゲームの面おも白しろくも愛らしいところなのだ。

　このバグだって珍ちんエピソードが沢たく山さんある……例えば。

　あのゲームでギルドホームを買うために、城を購こう入にゆうできるのではないかというほどの金を貯ためたプレイヤーがいた。

　そして、そのプレイヤーはダメ押おしとばかりに件くだんの高難易度クエストに挑み、見事《竜王の加護石》を手に入れたのだ。

　だがその結果、そのプレイヤーの転落人生が始まった。

　彼は喜び勇んで《竜王の加護石》を使い、手に入れてしまったのである――どんなに頑張っても贖あがなう事の出来ない莫ばく大だいな負ふ債さいを。

　そのため見事に負債塗まみれで爆ばく死ししたこのプレイヤーは、あのゲームのプレイヤー全員の心の中に、今でも教訓として生きているのである。

　欲張って余計な事すると爆死する。と。

　他にも《竜王の加護石》に関するエピソードは沢山あるが、語りだすと楽しくて話が止められず、時間が足りなくなるので今はやめておこう。

「ユヅル、ユヅルよ！」

「ん、あぁなんだミオン？」

　と、ユヅルは彼の袖そでをくいくい子供の様に引っ張る女神様の方を向く。すると彼女はいかにも「物申したいことがあるのじゃ！」といった訝いぶかしげな顔で問うてくる。

「このアイテム、どう考えても普通に使う方がいいのじゃ！　今回ばかりは普通に使うのじゃろ？　フィオネ、おぬしも見てないで何か言うのじゃ！」

「んー、フィオネはユヅルが面白い事してくるなら、特に何しても気にしないんだけど」

　と、ミオンの言葉に反応するフィオネ。彼女は続けて言う。

「でも、たしかにこのアイテムはバグらせるメリットが見当たらないかな……だからといってバグらせないで使っても、一日で最強クラスの装備を集められる金額が手に入るとは思わないわね。どうするつもりなのよ、教えなさいよねユヅル！」

「あーそれはな――」

　と、ユヅルが今回のバグコンボについて話そうとしたその時。

「ユヅル！　見ろ、今回の討とう伐ばつ対象だ！」

　シラハの声が聞こえてきたのだった。

　そして、ユヅルが彼女の方を見たさらに先……彼女が指さす方にいたのはこの超ちよう高こう難易度クエスト『竜族を総すべる者』の討伐対象エネミー――家よりも巨きよ大だいな四足歩行の翼よく竜りゆう。

　Ａランクモンスター『竜王ヘリオガバルス』だ。

　まだこちらに気が付いていないとはいえ、ドラゴンが放つプレッシャーは凄すさまじい。

　エネミーランクから分かる通り、ユヅル含ふくむ仲間たちの装備では決して太刀たち打うちできないのが戦わずして伝わってくるようだ。

「エネミーランクＡってあれ、フィオネどころかお姉ちゃんでも太刀打ちできなそう……さすがに勝てる気がしないわね」

　だから、フィオネが珍しく弱気そうになっているのも仕方ないことだ。

　なにせエネミーランクＡとは、倒すのにだいたいプレイヤーランクがＡ――ゲームで例えると、人生捨てるレベルで廃はいプレイしないとなれないランクが必要なのだから。

「推すい奨しようプレイヤーランクＡ以上の高難易度クエストを受けた時点でわかってはいたが、今の私達では完全に場ば違ちがいだな……何か作戦があるのか、ユヅル？」

　と、次いで言ってくるのは、やはり戦意を喪そう失しつしかかっている様子のシラハ。

　フィオネですら戦意喪失気味なのだから、彼女よりプレイヤーランクが下であり、攻こう撃げきが当たらないという問題点のあるシラハがそうなるのは、なおの事仕方ない。

　だからユヅルは二人に声を掛かける。

「安心しろ、お前らにはこの次のクエストで働いてもらおうと思ってる。今日ついて来てもらったのもそのためだ」

　ユヅルは二人を安心させるように、ニヤリと小狡い笑えみを浮うかべる。そして、以前購入しておいた《暗殺者のマント》を道具袋の中から引っ張り出して装備する。

　今いま更さらだが、この道具袋の中はいったいどういう構造になっているのだろうか。

　どうして体積より明らかに大きな物が中にしまえるのだろう。

　まぁアクセサリーなんて、外見への反映をするかしないか選べたりもする。なのでそこはゲームライクだと、割り切って考えなければダメなところなのだ。と、ユヅルは危あやうく横道に逸それそうだった思考を元に戻す。

「あいつは俺とミオンだけで倒す……まぁお前らにも手伝ってほしい事はあるけど、基本的には安全そうな位置まで離はなれていてくれ」

　ユヅルは道具袋から次いで《戦術マーカー》を取りだし、固有スキル《タイラント》ですぐにバグらせ、フィオネへと投なげ渡わたす。

　それを彼女が上手にキャッチしたところで、今度はシラハへと向きなおって彼は言う。

「シラハにはこれから始まる戦せん闘とうが終わるまで、常に固有スキル《パンデオン》を使っていて欲しい」

「別に構わないが、いったいどうして？」

「俺は今からとある事をする。それをすると外部――お前らとの連れん絡らくが取れなくなるから、連絡手段を確立して欲しいんだ。地味に思うかもしれないけど、お前が固有スキルを使っていてくれることが、この作戦のキーになる」

「む、そこまで言われれば、これ以上何故と問うのは無ぶ粋すいだな」

　作戦の全ぜん貌ぼうがまだ闇やみの中なのにもかかわらず、了りよう承しようしてくれるシラハ。

　そんな彼女に感謝しつつ、ユヅルは先ほど《戦術マーカー》を綺き麗れいにキャッチしたフィオネへと再度向きなおって言う。

「フィオネ、シラハの固有スキルは説明したよな？」

「要するにボイスチャットでしょ？」

「そう、要するにボイスチャットだ。それを使ってある特定のタイミングでお前に連絡とるから、そうしたらその手に持っている《戦術マーカー》を地面に投げつけて欲しい。あと注意点として、その《戦術マーカー》の所有者が俺である必要があるから、道具袋とかにはしまわないでくれよ」

「なんかすごい地味だけど、ユヅルのためなら我が慢まんしてあげなくもないんだからね！」

　フィオネは不満そうに頬を膨らませてぷいっと顔を背そむけながらも、テンプレートなツンデレ台詞せりふで任務を了承してくれる。

　ユヅルはそんな彼女にもシラハ同様の感謝を示して、討伐対象であるＡランクエネミー『竜王ヘリオガバルス』へと視線を向ける――とても邪じや悪あくで不敵な笑みをその口に湛たたえながら。

「ところでユヅルよ。余はいったい何をすればいいのじゃ？」

　と、聞こえてくるのはミオンの声。そんな問いかけに対し、ユヅルは言う。

　今回の作戦である意味、もっとも重要な任務を。

「ん、あぁ。言ってなかったな……ミオン、お前の任務は――」




●●●




「ゴァアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「…………」

　ミオンはジトーッと半ば死んだような眼で棒立ちしていた――自分にゴ〇ラばりの熱線を浴びせかけてくるドラゴンを見ながら棒立ちしていた。

「なーんか納なつ得とくいかないんじゃが。どうして余が囮おとりをしないといけないのじゃ……まぁ余は何をされても死なないし、この程度のブレスも余にとっては温風と同じじゃ」

「ゴアァアアアアアアアアアアアアアアア！」

「うっさいのじゃ！」

　自分の考えを邪じや魔まするように時折咆ほう哮こうしたり、前足でゲシゲシ叩き潰してきたり、先ほどの様に熱線を浴びせてくるドラゴン。ミオンはそんなドラゴンに対し、無意味と知りつつも叫さけび返して思考を続ける。

「ユヅルの作戦に余が必要なのはわかった。よくわかったのじゃが、なんだかこの扱あつかいはあまりにシュールというか……お笑い担当みたいな気がしていやなのじゃが」

　ユヅルの作戦――それはミオンがドラゴンの気を引き、付近にある大きな岩の近くまで誘ゆう導どうするというものだった。

　そこまで誘導すれば、予あらかじめ岩の上で待機しているユヅルが何とかするという作戦だった。

「じゃがそれでどうするのじゃろう？　ユヅルは《暗殺者のマント》を装備していたが、透とう明めいになっている内にドラゴン族に共通する弱点である逆げき鱗りんに攻撃でもするつもりかの……いや、通常のドラゴンならまだしも相手はあのヘリオガバルス。いくらユヅルのＳランク武器の一いち撃げきを逆鱗に受けたからといって、致ち命めい的てきなダメージを負うとは思えないし、そんな事はユヅルもわかっているはずなのじゃ」

　となると、まさか《暗殺者のマント》のバグを使うつもりだろうか。

　ミオンはそう思うが、すぐに考え直す。

《暗殺者のマント》バグは透明になる代わりに当たり判定を無くすというものである。そのため、この戦いにおいては……というより、どんな局面においても使えるとは思えない。

　前に説明した通り、使えば地面の当たり判定もなくなって地中に真っ逆さまなのだから。

「うーむ、謎じゃ。フィオネに《戦術マーカー》を渡していたのが引っかか――」

「ゴァアアアアアアアアアアアアア！」

「だからうっさいのじゃ！　あと、前足で余をゲシゲシするのはやめるのじゃ！　うっとうしいのじゃ！　おぬしは黙だまってこっちへ来ればいいのじゃ！」

　女神なのだからこんな事でキレてはいけないと思いつつも、いい加減ドラゴンに殺意がわいてきたその時――頭の中にシラハの固有スキル《パンデオン》による声が響ひびいてくる。

『ねぇミオン！　あんたすごいじゃない！』

　フィオネである。そんな彼女は楽しそうな様子で続ける。

『最初はユヅルの性奴ど隷れいか何かかと思ってたけど、ヘリオガバルスの攻こう撃げきを無効化するなんて！　どうやってるか教えなさいよね！』

　性奴隷。

　一いつ瞬しゆんフィオネの言葉にそんな単語が入っていた気がするが、おそらく気のせいだ。そう判断し、ミオンは自分が女神だという事を伏ふせつつ彼女へと言葉を返す。

「まぁ、余の固有スキルみたいなものじゃ。たいていの攻撃は無効化できる代わりに、自分の攻撃力はゼロになる的な」

　嘘うそだらけの即そつ興きようではあったが、それなりに固有スキルっぽい説明になったと思うがどうだろうか。と、フィオネの反応をややドキドキした心持ちで窺うかがっていると。

『ふーん、防ぼう御ぎよ特化か……何だか使い勝手が悪そうね。それじゃあ負けないけど、絶対に勝てないじゃない』

　無事に納得してくれたようだ。もっとも、実際は勝ち負け以前の問題なのだが。

　今現在こうして攻撃してきているヘリオガバルスもゲーム風に言うならエンカウントしたわけではない。ただ生物の本能に従って眼の前の何かに攻撃しているだけだ。

　つまり、戦闘が発生すらしていない――これはミオンがこの世界の仕組みの外の存在であるため、所謂いわゆる戦せん闘とうシステムが彼女に適応されないというのに起因している。

　まぁもともと銃じゆう撃げき戦せんを見ているのが好きであり、するのは好きでないミオンとしてはその方がありがたいのだが。と、彼女がそこまで考えたところで。

『ミオン、その位置で大だい丈じよう夫ぶ……助かったよ、ありがとな。あとは飛んだり跳はねたりして、ドラゴンの気を逸らしておいてくれ』

　と、聞こえてきたのは自分が作ったゲームを愛してくれ、この世界を精せい一いつ杯ぱい楽しんでくれている少年の声。

　万ばん人にんを愛すべき女め神がみとしてはいけない事だが、確実に心惹ひかれつつある彼の声――温かで楽し気で自信に満ちた声を聴きき、ミオンは「よし、やるとするかの」とドラゴンの前で我ながら滑こつ稽けいな動作を開始するのだった。




●●●




　ユヅルは大きな岩の上から覗のぞき込むようにして、下に居る巨大エネミーの赤い鱗うろこに覆おおわれた背中を見おろしている。

　もちろんそのエネミーとは、ミオンが誘導してくれたヘリオガバルスの事である。

「ここまでやってくれたミオンには、本当に感謝だな」

　痛みは感じないと事前に聞いていたからこそ実行した作戦だったが、ドラゴンのブレスを受けたり、蹴けられたりするのだから決して気持ちのいいものではなかったはずだ。

　それにもかかわらず、ユヅルのためならばと快かい諾だくしてくれたミオン。そんな彼女に言葉以上の感謝の念を込めつつ、彼は一歩前へと進む――もう一歩踏み出せば、ちょうどドラゴンの背中の上に落下するような、岩の端はしへと歩を進める。

「《暗殺者のマント》の準備は……よしっと、失敗は色々な意味で許されないぞ」

　失敗は許されない。

　これからしようとしていることに失敗して、万が一ユヅルの存在がドラゴンに気が付かれてしまえば、ドラゴンは交戦状態に入ってしまう。

　そうなれば、こうもちょうどいい位置にドラゴンを再び誘導することは困難だ。

　それに、彼にはもうこの地味に高さがあって登るのが大変だった岩を、再び頂上目指して登りきる事など出来そうにない。

「そう考えるとアレだな。我ながらよくここまで登ってこられたよな、俺おれ」

　登りやすそうな岩だったとはいえ、昔（引きニートだった頃）ならばまず間ま違ちがいなく途中で登るのを諦あきらめていた岩を登り切った達成感。

　それをユヅルは味わいつつ、これで満足しちゃいかんと頭を現実に戻す。

「ほらほら、こっちじゃ！　こっち見てないと大変なのじゃぞ！」

「ゴァアアアアアアアアアアアアア！」

　下からは飛とび跳ねながら自分の存在を全力でアピールしているミオンと、それに反応して彼女に攻撃を仕し掛かけ続けるドラゴンの声が聞こえる。

　さて、これ以上ミオンを待たせ続けるのも酷というものだ。

「今回も頼たのむぞ、《タイラント》」

　ユヅルは発動させた固有スキルで、《暗殺者のマント》をバグらせるといよいよ行動へと移る。




　タンッ。




　そんな軽やかな音でもしそうな勢いで――けれども確かな力強さで岩を蹴ってユヅルは飛びだすと、ドラゴンの背中めがけてダイブを敢行する。

　さらに、岩から飛んだ直後に《暗殺者のマント》のバグスキルを使用しておくのも忘れない。

《暗殺者のマント》の当たり判定消失というバグ効果が切れるまで残り三秒――ユヅルの体は落下を始める。

　残り二秒――ゲームでは感じ得なかったジェットコースターに乗っているような感覚を伴って、ユヅルの体はドラゴンの背中めがけて落ちていく。

　残り一秒――ユヅルの体はドラゴンの体に叩きつけられ……ると思いきや、その硬い鎧よろいのような鱗を透過して体内へと入り込んでいく。

　残り零秒――《暗殺者のマント》の当たり判定消失のバグ効果が失われ、ユヅルの体の落下は止まった。けれどそれは無事に地面に着地して止まったわけでは決してない。

「……とりあえず成功だな」

　ユヅルは《暗殺者のマント》の当たり判定消失バグスキルによって、ドラゴンの当たり判定を透過し、その体内に潜入することに成功する――言い換えればドラゴンの体内で透過効果が切れたため、ユヅルの身体からだの落下がドラゴンの体内で止まったのである。

　現在いる場所がドラゴンのどの辺りなのか不明である。だが、この場合はとりあえず体内に入れたという事が重要なのだ。

「それにしても、いくらゲームじゃないとはいえモンスターの体内がリアルじゃなくてよかった。見た感じ周囲は真っ暗だし手も足も動く、つまりここはゲームと同じだ。でも、もしもこれで体内に内臓が普通にあったりしていたらと思うと……うっ、ダメだ」

　ゲームではモンスターは謎のダークマターが寄り集まり、生まれる存在とのことだった。

　なので、体の中に内臓がないとは踏ふんでいたが、万が一内臓があった場合――ユヅルは内臓の海の中にダイブしていたかもしれないのだ。などという想像をしてしまい、思わず吐き気に襲おそわれる。

「余計な事を考えるな俺、こんな所でゲロったらそれこそ大惨事になりかねないぞ」

　ユヅルは脳のう裏りに浮かび上がりまくる不ふ吉きつでグロテスクな妄もう想そうを、頭を左右に振ることによって追い出して、腰こしのホルスターから愛あい銃じゆう《リベルテ》を取りだす。

　説明が遅おくれたが、《リベルテ》の銃の種類であるリボルバーは、回転式拳けん銃じゆうとも呼ばれており日本人には西部劇などでなじみ深い物となっている。

　あのゲーム内において、比ひ較かく的てき威い力りよくの高い銃じゆう弾だんが使われるこの銃――ニュアンスでいうのなら高こう威い力りよく高反動で、連射などには不向きな銃である。

　であるが、ユヅルは「まぁ俺の技術をもってすれば、連射なんて容易く出来るけどね」と呟つぶやきながら、そんな高威力の銃を――。




　撃うった。




　ヘリオガバルスの体内――ヘリオガバルスからの反撃を食らわず、一方的に攻撃できる唯ゆい一いつの場所から撃った。

　全部で六発入る銃弾が発射される音。それらが、全すべて繋つながって聞こえてくるほどの速度での六連射。

　だが彼は銃弾が尽きても止まらなかった。

（リロード）

　リボルバーの弾だん倉そう――シリンダーを銃ごと横に倒し、システムアシストによりリロード。その後、先さき程ほどとは反対方向へ銃を跳ね上げるように動かし、シリンダーを元の位置へ収める。

　まるで一つ事を極きわめた機械のようなユヅルの流麗な一連の動作。それは見る人が見れば、芸術の域に達しているとさえ感じるに違いない。

　彼はそこまで完成され、人間の限界――極限をも超えつつある動作を、息をするように簡単にやってのける。

　そして、ある程度撃ちまくったところでユヅルは連射するのをやめ――。

「そろそろＨＰも限界だろ……これで終わりにしてやるよ」




　一撃。




　これまでユヅルが何度も撃った弾丸と全く変わらず、どこともわからない真っ暗闇に放たれたその一撃。

　けれどもその一撃がもたらした出来事は、これまでのものとは劇的に異なっていた。

「グォオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　と、外側からくぐもった咆哮が聞こえてくると同時に、真っ暗闇の空間が激しく振しん動どうし始めたのだ。それこそ地震とは異なり、世界そのものが悲鳴を上げているような、崩壊の兆しといった雰ふん囲い気き。

　ユヅルにはこうなる事があらかじめわかっていた。

　だがおそらく事前情報を知らない者でも、わかるに違いない――このままここに居続ければ致命的な何かに巻き込まれるという事が、直感的に理解できるに違いない。

　だからこそ、ユヅルの行動は迅速だった。

『フィオネ、今すぐ頼む！』

　シラハの固有スキル《パンデオン》を用いた念話。

　ユヅルはいつもとは異なる余裕のない声で、フィオネに叫ぶ。

　すると彼女もすぐに『っ』と息を呑のむような声だけを残して念話が途と切ぎれる。

　おそらく、事前に頼んでいた《戦術マーカー》をすぐにでも地面に叩きつけてくれたに違いない。

　実際、直後にユヅルの身に起きたのは《戦術マーカー》のテレポートバグ――《ブリング》を使った時特有の浮遊感を伴ともなう一瞬の視界喪失現象だったのだから。

　そして気が付けば、ユヅルは真っ暗闇の空間ではなく、ヘリオガバルスの背中にダイブする前の前に居た場所。すなわち、仲間たちとミーティングしていた美しく平穏な平原に立っていた。

《戦術マーカー》を投げてくれたフィオネが真横に立ち「あんたらしくもなく焦あせってたけど、大丈夫？」などと聞いて来ていたが、ユヅルはそれに答えている暇ひまがなかった。

「近すぎる……っ、伏せろ！」

　ユヅルは近くに居たフィオネとシラハを押し倒すように突き飛ばしながら、自分も一いつ緒しよに地面へと伏せる。

　少し乱暴であったためどこか怪我をしてしまうかもしれないが、きっと許されるだろう。

　なぜならば。




　直後、離れた位置であっても猛もう烈れつな熱さを感じる爆発が、周囲を襲ったのだから。




　その威力は、あのまま棒立ちしていれば三人ともデスらないまでも、かなりの被害を受けていた恐れがある程ほどだった。

「熱ぅ……何よ、アレ！」

「ゆ、ユヅル……む、胸を触って……くっ、押し倒されているせいで抵てい抗こうできない！」

　順に言ってくるフィオネとシラハ。

　ユヅルは仲間を押し倒した際、意図せず鷲掴みする形になったシラハの胸を堪能しながら言う。

「ヘリオガバルス、討伐完了。そして無事《竜王の加護石》入手完了だ（キリッ）」




　なお、ヘリオガバルスの居た爆心地からは――。

「倒したら爆発するって言っておいて欲ほしかったのじゃ！」

　という、ミオンの恨うらみがましい声が響いてきたのだった。







第八章　世界の頂点へ至る力







　ヘリオガバルス討伐を冒ぼう険けん者しやギルドに報告してから数時間後の昼過ぎ。

　ユヅル達たちは次のクエスト『洞窟の泥棒ゴブリン』の指定場所目指して再び歩いていた

――もっとも、今歩いている場所は目的地が目的地だけあり平原というわけではなく、

木々の生い茂った森の中だが。




　温ぬくもり溢あふれる木漏れ日が差し込み、木々に覆われた道を涼しげな風が吹く。

　ユヅルが思わず「異世界ライフ最高！」と、叫びたいほどの自然を満喫していたら――未いまだヘリオガバルス討伐の熱が冷めないのか、女じよ性せい陣じんが先ほどからたびたび上がるネタを再び持ち上げてくる。

「でもさっきのは本当にすごかったのじゃ！　まさか当たり判定をなくして、地面にめり込むしか能がないと思っていた暗殺者のマントバグを、あんな形で利用するとは思わなかったのじゃ！」

　と、ミオンは「あれじゃろあれじゃろ？」ときゃっきゃっと飛び跳ねそうなほど興奮した様子で続ける。

「当たり判定がなくなるのを利用して、ヘリオガバルスの体内に侵入、そのまま体内から一方的に撃ちまくったんじゃろ？　普ふ通つうは思いつかないのじゃ！　というか、あのネタのような地面めり込みバグを、戦闘に応用しようなんて発想が凄すごいのじゃ！」

「それを言うなら、戦術マーカーバグの使いどころも秀逸だったと思うわ」

　と、ミオンの言葉に続くのはフィオネ。

　彼かの女じよはユヅルがした戦術マーカーバグの使い処について、まるで教師の様に大人ぶった様子で、人差し指をピンとたてて解説を始める。

「暗殺者のマントバグを使って敵の体内に潜入すれば、当然敵の体が消えるまで外に出られないわ。でも、ヘリオガバルスはＨＰが全損すると大爆発するっていう特性があったから、あのまま体内に居れば確実にデス――そうなるとクエスト受注主がデスってるんだから、たとえヘリオガバルスを倒たおしていたとしても、クエスト失敗になってたでしょうね」

「うむ！　そこでユヅルが使ったのが戦術マーカーバグの、接地した場所にテレポートするという使えるバグ特性じゃ！」

　と、再びミオン。彼女は楽し気にフィオネとの会話を続ける。

「あのバグの特性によって敵の体内や、おそらく地面や壁かべにめり込んでも任意のタイミングで脱だつ出しゆつ出来る様にしたんじゃな！」

「ミオンじゃないけど、あんた本当にすごいわよね。バグとバグを組み合わせて、全く使えないネタバグを使えるバグにしちゃうんだもん。あーあ、フィオネもあのゲームでもっとバグ技わざの開発とかやるんだったな……バグとか害悪だと思って、お姉ちゃんと二人でガン無視してたし」

　自分ももっとバグを楽しんでみたかったと、本気で後こう悔かいしている様子のフィオネ。

　だが、ユヅルが使っているバグコンボはバグのいい側面のみを全力で探した結果である。そのため、バグは害悪だから避さけるという方が正常だ。

（でも、バグを好きになってくれる人が居るのは嬉うれしいよな……やっぱり）

　自分が好きな物を友達や家族が好きになってくれる。

　それほど嬉しいことはない。

　などとユヅルが考えていると、ふと先ほどから全く喋っていない人物が居る事に気が付く。

「…………」

　シラハである。

　見ればグループからあぶれて会話に参加する事なく、所在なげといった様子で佇んでいる……という訳ではない。

　フィオネとシラハがバグの話で盛り上がる度、シラハは「あぁ」とか「そ、そうだな」などと相槌をうったり、会話に参加しようという意思は感じるのだ。

　ならばなぜ話が進展しないのか。

「くっ、バグについての会話は全く分からない！」

　悔しそうに――まるでオークに捕まった女騎き士しといった屈辱的な様子の表情で、シラハは一言つぶやく。

　全ての理由はその一言に集約されていた。

　やはりシラハはユヅルの予想通り、ゲームをやり込んでこの世界に来たのではなく、二次創作などで世界観が好きになった側の人間なのだ。

　よって、バグの話を噂うわさ程度にしかわからない。

　要するに、「え、バグ？　なにそれ美味おいしいの？」状態という訳である。

　さらに運の悪い事に、普段ならお喋りが好きそうなフィオネも、周囲への気配りが出来そうで優しいミオンも、バグの話に夢中ときている。

　そのため、シラハの状じよう況きように気が付かずにお互たがい「わいわい」、「きゃっきゃっ」などと楽しそうにガールズトークを続けてしまっているのだ。

（仕方ないな、ハーレムメンバーのケアをするのも俺の仕事だ。ふぅ、モテる男は色々大変だぜ）

　ユヅルはそう内心で呟くと、シラハをフォローすべく彼女の方へと歩み寄って――。

「それで、シラハはどう思うのよ？　あんたさっきから黙ってるけど、なんか言いなさいよね！」

　行こうとしたら、どうやら黙っていたことに気が付いてはいたフィオネが、シラハへと声をかける。

　だが当然、バグどころかあのゲームについて詳くわしくないシラハは「あ、あぅ」などと言葉に詰まってしまう。

「？」

　と、シラハの様子を疑問に思ったのか、首を傾かしげるフィオネ。だが、ロリ処女ビッチの対人スキルは凄まじいものがあった。

　この局面……ユヅルならば話を振ふって、振った相手から芳しい反応が得られなければ、何だか恥はずかしくなって自分も黙ってしまっていた。

　だが、フィオネは違ちがったのである。

　シラハの反応からすぐさま状況を分析したのか、的確な一言を返したのだ。

「ひょっとして、シラハってあのゲームあんまりやってないの？」

　まるで心の中が読めているのかと疑うほど、的確に過ぎる一言である。

　その言葉に対しシラハは、恥ずかしそうに俯うつむいて――。

「じ、実はそうなのだ。私はゲーム内容ではなく、画集でこの世界の街並みに感銘を受けて……」

　と言いにくそうに口にする。

　別にこの世界に来る理由は、あのゲームをやり込んでなければダメというわけではない。なので、彼女がそれを負い目に感じる必要はないとは思う。

　だがまぁ、彼女としてはそういう風には割り切れないに違いない。

　違いないのだろうが、どうやらフィオネはそんな事は全く気にしないようだ。

「じゃああのゲームの珍事件とか、色々あるからフィオネが教えてあげるわ！」

　と、フィオネはかつての敵対関係などすでに忘れたといった様子で、とても懐っこい雰囲気でシラハへと言う――もっとも、こういうコロコロ瞬しゆん時じに雰囲気を変えられる所も、フィオネを余計に小こ悪あく魔まっぽく見せているのだが。

「ＮＰＣ全員天空ぶっ飛び事件とかは、フィオネが見てきた中でも最高クラスの珍事だったわ！　あれはバグじゃなくて、運営側のミスだったみたいなんだけど、どんなミスをしたらＮＰＣが一いつ斉せいに飛んでいくのか、運営さんにいつか聞いてみたいものね！」

「ぷっ……あ、あまり笑わすな……だが、確かにそれは面おも白しろいな。ゲームの事を知らない私でも、いかに運営がダメダメだったかわかるぞ」

「まぁでも、その無能運営のおかげで今があるんだから、感謝しないとよね！」

　フィオネとシラハ――二人の一連の楽し気な会話の後、今度はミオンがどんよりした様子の表情で黙り始める。

　彼女はどんよりとした表情のまま、どんよりとした足取りでユヅルの方へと近付いてきて言ってくる。

「あのゲームの運営は無能な件について……なのじゃ」

「…………」

　ユヅルが思わず黙ってしまうほど、ミオンは自じ虐ぎやく的てきになっていた。

　まぁまさかその運営様が自分たちの隣となりにいるとは、フィオネとシラハの二人も夢にも思っていないに違いない。

「あれ、そういえば」

　と、ユヅルはここでふと疑問に思った事をミオンへと尋たずねる。

「そういえば、お前ってフィオネたちの転移には関わって――」

「わぁあああああああああああああああああなのじゃ！」

「!?」

　いきなり大声出して何だとユヅルはビクッとする。ともなって、当然フィオネとシラハの二人も一瞬こちらを向くが、すぐまたあのゲームの運営批判に戻もどる。

　するとそれを見計らったのか、ミオンはユヅルにしか聞こえないようにコソコソと言ってくる。

「余が女神でこの世界への転移に関わっているのは秘密なのじゃ！」

「あぁ、そういう設定なんだ」

「設定とかじゃなくて、バレたら色々と面めん倒どうくさいのじゃ！　まぁバレてはダメという決まり事はないが、それが原因で面倒事が起きれば確実に他の神から怒おこられるのじゃ！　あのゲームの件でただでさえぶつぶつ言われておるのに……ぶつぶつ」

　ミオンは死んだ魚を思わせる虚うつろな目で、ぶつぶつと呟く。その後、彼女はようやくユヅルの質問に先ほどと同じコソコソ声で応こたえてくれる。

「転移の件じゃが、余が全てに関わっている訳ではないのじゃ。あのゲームとこの世界の製作及および創生は、余が主導したが転移はとても余だけでは賄いきれないのじゃ」

「あー、そういえばなんかお前と会った時に他の神がどうたら言ってたな」

「うむ、思いだした様じゃな。転移は余だけでなく、他の神も手伝っているから余の事を知っている者などそんなにいないじゃろ……多分」

「多分なんだそこ」

「ユヅル以外の転移者など事務的に相手しておったからの。じゃから、実際どれくらいの人数を余が直接この世界に送ったかなど、いちいち覚えてないのじゃ。そもそも余とユヅルが出会ったあの場所で、あの様に事務的でない会話をしたのは、ユヅルが初めてなのじゃ。仮に親密な雰囲気で話しかけられても、ユヅル以外なら無視したしの」

「…………」

　どうやら予想以上に、ユヅルは女神様に愛されているようだ。

　こんなにもユヅルの事を思ってくれるミオン――彼かれがあのゲームを誰だれよりも愛してくれたことが、彼女は相当に嬉しいに違いない。

　今までユヅルは、ただ純粋にあのゲームが好きという気持ちしか持っていなかった。

　だが、こうまで喜んでくれるならば、ミオンのためにこれからもっとあのゲームを……この世界を好きになろうとすら思えてくる。

　と、ユヅルが新たな考えに思い至ったところで、ようやくクエストの目的地である洞窟が見えてくるのであった。




●●●




　薄うす暗ぐらくてひんやりジメジメとした洞窟に入ってから数分後。

　現在、ユヅルはその洞窟を少し奥へと進んだところにある広場で、地面に胡坐あぐらをかいて座すわっていた。

　もちろんこんなところまで来て、ただ何もせずに座っているわけではない。

　ユヅルは殴られているのだ。

　バグ技を使う前準備として、エネミーにひたすら殴られているのである。

『ユヅル、一つ聞きたいのだが……おまえはマゾなのか？』

　と、そんな彼の脳に響いてくるのはシラハの声――彼女の念話を可能とする固有スキル《パンデオン》の力によるものだ。

　ユヅルから７０ｍほど離れた岩場の上に居るシラハ。彼女はおっぱいを押おしつぶす例の腹ばいポーズになり、その体勢のまま銃を構えながら話しかけてくる。

『おまえのその状況、どこからどうみても真性のマゾヒストにしか思えないのだが……正直な話、私は結構おまえにドン引きしている』

　どうやらドン引きされている様だ――もっとも、自分の状況が酷ひどい物であるという事は、ユヅル本人もわかっている。

　なにせ現在のユヅルの状況を先ほどよりも詳しく表すと、殴られているというよりも袋ふくろ叩だたきにあっているというのが的確になるのだ。

　しかも、彼はそれを無む抵てい抗こうに受け入れているのだ。なので、そんな彼を見て周囲が感じる不気味さは、一層際きわ立だつ事だろう。

「キシャァアアアアアアアア！」

「グゲゲゲゲゲゲゲ！」

　と、奇声とも取れる耳障りな鳴き声を上げているのは小人――地面で胡坐をかくユヅルの周りを飛んだり跳ねたりしながら、持っている棒きれで次々に彼を殴っている小人達である。

　より正確に言うのなら、それぞれが赤とか緑の表皮を持ち、ファンタジーゲームに出てくる盗賊のような服を着ている品性のなさそうな表情の小鬼。すなわち、『ゴブリンシーフ』である。

『ユヅル、それはその……気持ちいいのか？』

　と、シラハ。彼女は何だかんだでマゾ行こう為いに興味があるのか、ユヅルが行っている変態プレイの感想を少し恥ずかしそうに聞いて――。

「って、俺は別にマゾプレイしてるわけじゃねぇよ！」

「グギャ!?」

　と、ユヅルは思わず眼めの前のゴブリンシーフに、叫びながらチョップを入れてしまう。

「っと、いけないいけない。ここでこいつらを俺が倒したらバグ技が台無しになって、今までの時間が無駄になっちゃうから気をつけないとな」

　ユヅルは平常心平常心と再び黙って殴られ始める。

　そうしていると聞こえてくる『気持ちいいのだろうか』という、少しトロンとしたシラハの声。さらにそれに続いて、もう一つここにはいない人物の声が聞こえてくる。

『ユヅルよ、本当にその行為に意味はあるのか？』

　と、ミオンによる念話である。

　彼女は毎度のごとく、ユヅルの行動の真意がわからないと言った様子で言葉を続ける。

『おぬしが今戦っている……というより、一方的にボコられているゴブリンシーフの能力は確か――』




▲エネミー『ゴブリンシーフ』　エネミーランク：Ｅ

このエネミーに攻こう撃げき力はないため、被攻撃者はこのエネミーの攻撃をどんなに受けようともダメージを負うことがない。しかし、このエネミーはダメージの代わりに被攻撃者の所持金を一撃ごとに一定値減らしていく。




『明らかにやばいのじゃ、そんなにボコスカ殴られたら金がなくなるのじゃ！　しかもおぬしは、おぬしの固有スキルをおぬしの《所持金袋ぶくろ》に発動させていたのじゃ！　その意味がわかっておるのか？』

『あぁ、わかってるよ。わかってなかったら、こんなことしないって』

『ならなおさらじゃ！　《所持金袋》のバグは下限が無くなるのじゃぞ！　つまり、普通はどんなに所持金が減っても０で止まるところが、バグが発生しているとマイナス方面にもどんどん数字は伸びていくのじゃ！　破産じゃ！　破産するのじゃ！』

　ミオンが言いたい事をまとめるとこうだ――。

　現在、バグのせいでユヅルの《所持金袋》は下限が無くなっている。

　そのため、このままゴブリンシーフによる攻撃を受け続けると、取り返しがつかないほど金がなくなってしまう。

　ミオンはそれを心配しているのである。

　現にフィールダウトαの頃ころ、この《所持金袋》の加減がなくなるバグを知らずに、このクエストを受けた初心者プレイヤーがいたのだが。

　そのプレイヤーはエネミーランクＥとはいえ、小さく弾を当てづらいゴブリンシーフを倒すのに手間取ってしまい、悲惨な目にあったという事例を知っている。

　もっとも、そのプレイヤーが受けた精神的ダメージは本の一時だったはずだ。

　なぜならば、このゴブリンシーフはとどめの一いち撃げきを放ったプレイヤーに、これまでため込んだ金を返へん還かんするという特性があるからだ。

　しかし、この特性は仮に第三者にとどめの一撃を放たれると大変なことになる。

　なぜならば、その第三者に奪うばわれた金が全てわたってしまうからである。そのため確実に安全とは言い切れないのだが、まぁ滅多にない事である。

　ユヅルが一人考えにふけっている間も、ミオンが念話で『わーわー！』とユヅルの脳内で叫んでいる。

　なので、彼はゴブリンシーフに殴られるのに集中するため、ミオンへと同じく念話で言う――そもそも、ミオンだって呑気にユヅルと話している暇はないはずなのだから。

『まぁ俺の事は大だい丈じよう夫ぶだよ。またお前が驚おどろくようなとっておきのバグコンボを見せてやるから楽しみにしとけ。だからお前は――』

　だからお前は、俺がバグコンボをより効率よく使うために、追加のゴブリンシーフを俺のところに連れてくるのに集中しろ。と、ユヅルが言おうとしたまさにその時。

「大変じゃぁあああああああああああああ！　いっぱい来たのじゃ！　やばいのじゃ！」

　固有スキル《パンデオン》を通してではない――リアルのミオンの声が聞こえてくる。

　それも雰囲気からしてかなり焦っているようだ。

　ユヅルは自分を殴っているゴブリンシーフ達を押し退のける。そして出来た隙すき間まから、ミオンの声がした方を覗いてみると。

「グゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲ！」

「ギュギュ！」

「グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　などと、口々に奇怪な声を上げる十数匹のゴブリンシーフ。その群れに追われるミオンが「いやじゃぁあああああ！」と悲鳴を上げながら走っていた。

　ゴブリンシーフという醜しゆう悪あくな存在に追われる美しい女神様。

「……うん、なんだかいけない妄想がはかどるな」

　ユヅルは一いつ瞬しゆん、女の子が酷い目にあう薄うすい本でよくありそうな展開を妄想する。だが、今はそれどころではない。と、左右に首を振ると同時に雑念を振り払はらう。

　そして彼は未だ『痛いのが気持ちいい……のか？』などと、飽きもせずＭプレイの真理を探究中のシラハへと思考を飛ばす。

『シラハ！　ミオンが俺の横を通り過ぎたら、ゴブリンシーフがこれ以上ミオンを追尾しないように、弾だん幕まく張ってくれ！』

『っえ、あ！　あぁ、わかった！　だがユヅル、自慢ではないのだが……弾幕を張るのはいいとしても、おまえやミオンを間違えて誤射してしまう可能性も否定できないぞ！　しかもゴブリンシーフも合図があるまで撃ってはならないのだろう？　正直自信がない！』

　と、シラハは自慢ではないと前置きしつつも、まるで自慢の様に言い切ってくる。

　だが、彼女がしている心配は論外だと言える。

　なぜならば。

『安心しろ、シラハ！　お前の銃弾は俺おれ達たちに……そしてゴブリンシーフに当てようと思って撃っても絶対に当たらない！　だから、気にせず弾幕を張ってくれ！』

『…………』

　何だろうか、ユヅルの気のせいかもしれないが、シラハからものすごい怒気を感じた気がした。

　だが彼がその真偽を確かめる前に事態は動く。

「も、もう走れないのじゃ……はぁはぁ……あ、あとは任せたのじゃ！」

　などと言い、手はず通り大量のゴブリンシーフを従えたミオンが、ユヅルの横を駆け抜ける。そして、そこからしばらく走ったところで体力の限界が来たのか、ベチャッと倒れて動かなくなる。

　するとミオンが引き連れてきたゴブリンシーフと、今までユヅルを殴っていたゴブリンシーフの数匹が、倒れて動かない彼女目指して動こうとするが。

「ゲゲッ!?」

　ゴブリンシーフとミオンを隔つかの様に放たれる、シラハによるライトマシンガンからの圧あつ倒とう的てきな銃撃の雨嵐。

　それに驚いたゴブリンシーフはそれぞれ声を上げて立ち止まると、結局手ごろなところにいる獲え物ものことユヅルを狙ねらい始めるのだった。

『よし、作戦通りだ。シラハ、もう撃つのをやめてくれていいぞ。また次まで待機だ』

『了りよう解かいした……というかユヅル、ミオンが全く動かないけど大丈夫なのか？』

『あぁ、あいつはある意味では俺以上の引きこもりだからな』

　世界を作ったりゲームを作ったりするのを、あのミオンルーム（仮）でやっていたとするなら、彼女はそれなりの時間をあの部屋に引きこもって過ごしていたはずだ。

　故ゆえに、彼女の体力のなさは予想の範はん囲い内ないである。

　むしろ、もっと最悪のパターンも想定していた――それはユヅルが居るこの場所まで、ミオンがたどり着けないという事である。なので、自分の仕事をやり終えてから地面にぶっ倒れている現状は、かなり上々と言えた。

　ユヅルがふとミオンの方を見る。すると彼女は地面に倒れたまま、本当に力尽きて眠ってしまったのか、黙りこくって微動だにしない。

「おつかれさま、ミオン」

　ユヅルは小さな声でそう呟いて、自分の状況を客観的に確かく認にんし始める。

　現在、ミオンが頑がん張ばって連れてきた十数匹の追加ゴブリンシーフと、元からユヅルを殴っているゴブリンシーフ……それらの数は二十を軽く超こしている。

　第三者からはユヅルの体を見ることはできず、見えるのはゴブリンシーフの肉団子がうごめいている様子だけである。

　当然、ユヅルの所持金も先ほどにもまして凄すさまじい速度で減っている。結果、通常のプレイではすでに取り戻せない領域になってしまっている。

　要するに破産だ。

　たいていの人が今のユヅルの所持金を見たら、そっと離はなれていくレベルでやばい額になっている彼の所持金だが……。

『ユヅル、多分これでこの洞窟のゴブリンシーフは全部！　今から連れて行くんだからね！』

　ユヅルが自分の所持金のやばさについて、客観的に考察していると聞こえてくるのは念話によるフィオネの声。

　そして、彼女の可愛かわいらしい小悪魔ボイスに次いで聞こえてくる――ドドドドドッという大量のゴブリンが地面を踏み鳴らす音。

　しかも、後者の振動音は徐じよ々じよにユヅルの方へ、音だけではない明確な振動を伴って近づいてきている。

『ユヅル！　フィオネから大量のゴブリンシーフのプレゼント、ちゃんと受け取りなさいよね！』

　と、ユヅルの脳内に再び響ひびくフィオネによる念話。

　周囲に取りついているゴブリンシーフのせいで、ユヅルからは彼女の正確な様子はうかがい知れない。

　しかしその声の調子と場の雰囲気から、ユヅルの横をミオン達が居る側へと通り抜ぬけていく彼女の姿は、容易に想像することが出来る。

　直後、ユヅルのそんな予想を裏付けるように、フィオネとシラハの念話が聞こえてくる。

『って、ミオンってばなにこんなところで寝てるのよ！　バカじゃないの？　まさかゴブリンシーフたちにそういう事されたい願望でもあるの？　シラハ！　フィオネがミオンそっちまで運んでくから、それまで援射よろしく！』

『あぁ、任せろ！　お前たちには絶対に当てない射しや撃げきを見せてやろう！』

　順に聞こえてくる二人の声――特にシラハのツッコミどころ満載の発言を脳内で聞いていたユヅル。

　彼の周囲には、先ほどミオンが頑張って連れてきたゴブリンシーフに加え、フィオネが更さらに追加で連れてきた二十を超える数のゴブリンシーフが群がっていた。

　醜悪な容姿を持つゴブリンシーフがユヅルに群がり、肉団子となってうごめいている。その様子は女性陣から『キモ……』、『ユヅル、おまえはそれで興奮するのか？』とかなりドン引いている台詞せりふを引きだすのが容易であった。

　ふっ、なんとでも言うがいい。と、ユヅルは考える。

　たとえどんなに引かれようとも、今からユヅルが行おうとしているバグコンボは、彼が編み出だしたものの中でも究極と言えるものに近い。そしてそれは、結果を見れば彼かの女じよ達たちも思わず彼を仰ぎだすほど凄まじい効力を持ったものなのだから。

　故にユヅルは殴られ続けるのだ。

　蒸れて暑っ苦しくてかなり臭くさいゴブリンシーフの肉団子の中――どんなに反撃したくなっても全力で無抵抗を貫き、ひたすらに殴られ続けるのだ。

「座して待つべし……ってな」




●●●




　それから数時間後、ちょうどミオンが「う、うぅむ……よく寝たのじゃ」とシラハの膝ひざ枕まくらの上で目を覚ました頃。

　ユヅルはなおもゴブリンシーフに殴られながら、フィオネへと念話を飛ばす。

『フィオネ、そろそろ大丈夫だ。面倒だろうけど、頑張ってゴブリンシーフを排除していってくれ。本当は俺おれも手伝いたいところだけど、俺がこいつらを倒すと金が戻って来てバグコンボが成立しなくなっちゃうからな……それに、お前が倒した方がお前に金が入るからどっちにとっても得だろ？』

『まぁ、あんたはお金なくなってるだけだから、どう得してるのかフィオネにはよくわからないけど、フィオネ的にはお得感満載だし。ユヅルはどうせ今の状況を利用して面白い事してくれそうだし、あんたに協力してあげるんだから！』

　と、素直に頷うなずいてくれるフィオネ。

　そして、そんな彼女をよそに念話で異議を唱え出すのはシラハである。

『ちょっと待て！　どうして私には手伝いを頼まない？』

　シラハが凄く残念な事を言いだしたのである。

　彼女が聞いてきた内容の答えは、いちいち声にしなくてもわかるだろう……というか、いちいち声に出して説明したら可か哀わい想そうな気がするのはユヅルだけだろうか。

『…………』

『おいおまえ！　何とか言ったらどうだ！』

　ユヅルが黙だまっているとツッコンで来るシラハ。

　そんな可哀想なシラハに対するフォロー……というわけではないが、ユヅルは心の中で――。

「大だい丈じよう夫ぶ、お前の弾幕は一流だったよ」

　とねぎらった後、再度フィオネにゴブリンシーフの処理を頼たのむのだった。

『了解、じゃあフィオネ頑張るから、あとでいっぱいご褒ほう美びちょうだいね♪』

　と、フィオネの快かい諾だくの声が響いてからの数分間。語るのも恐おそろしいほど惨たらしく一方的かつグロテスクな惨殺が始まった話は、彼女のイメージのために割愛するとしよう。

　そしてしばらくした後、彼女が無事にゴブリンシーフの肉団子を肉塊に変え、その肉塊がゲーム的エフェクトを伴って消える頃。

　その頃には洞窟内の広場には、静せい寂じやくが取り戻されていた。

「見てみてユヅル！　フィオネの所持金がすっごく増えたんだから！」

　ユヅル達は現在、こうしてはしゃぐフィオネをよそに、先ほどまで彼が居た場所に集まって、戦果報告をしあっていた。

　とはいうものの、目に見える戦果を上げたのは今もはしゃいでいるフィオネだけである。

　バグコンボで取り戻す予定はあるとはいえ、現在のユヅルの所持金は完全に大損害レベルなのだから。

　などと、ユヅルが考えていたら、今度はミオンが興奮した様子で話しかけてくる。

「ユヅルよ！　今回のバグコンボを説明するとこういう事でいいのかの？」

　ミオンが言う説明をまとめるとこのようになる。




１．バグで《所持金袋》の下限を無くす。

２．ゴブリンシーフに殴られまくって、無限に金を奪わせ所持金をマイナスに伸のばす。

３．ある程度奪わせたところで仲間にゴブリンシーフを倒させる。

４．するとゴブリンシーフが奪った金が味方へと渡わたり、味方の所持金を一気にブーストする。




　だが、今回のバグコンボの説明をしきったミオンは、何だか浮かない様子の顔で続ける。

「確かにすごいんじゃが、今までおぬしが見せてくれたバグコンボに比べると、いまいちパッとしないのじゃ」

「それには私も同意だ。確かに今回のバグコンボによって、フィオネの所持金は一気に増えた。しかし、それではパーティー的に考えるとプラマイ０だ」

　と、ミオンに続いて言ってくるのはシラハである。

　彼女は納なつ得とくいかなそうな様子で言う。

「これではおまえの所持金から減った分が、フィオネの所持金に加算されただけで、何一つ金は増えていない……むしろ時間を浪費した分、損しているといってもいい」

「そうじゃ、余もそれが言いたかったのじゃ！　まさかこれをあと数回繰くり返かえして、自分の金を減らし続けて他の味方を強化する。なんてことをする気じゃないじゃろうな！」

「む、そうなのかユヅル？　いくらなんでもそんな自己犠牲は仲間としていただけないぞ」

　などなど、ミオンとシラハは自分たちの推測で色々言ってくる。

　確かに現状起きている結果だけを見るならば、その様に誤解するのも無理はない。だが、それはあくまでこれから起きる事を考えなければの話だ。

　だからユヅルは、まぁまぁと手で二人を制しながら言う。

「落ち着けって二人とも。俺は俺自身が上に立たないと我が慢まんならない性質たちなんだ。だから、味方を押し上げるために自分を犠牲にするなんてことはしないよ……それにそんな事したら、お前らもありがた迷めい惑わくだってのはわかってる」

「じゃあ、実際今起こっているこれはなんだ？　おまえはここから更に何かしようと言うのか」

　と、シラハにしては……などというと、失礼かもしれないが敢えて言わせていただこう。

　シラハにしてはすこぶる勘がいい。

「お前らに問題なんだけど、俺達が一つ前に受けたクエストでとある物を手に入れたよな？　何だか覚えてるか？」

　ユヅルの問いかけに対し、ミオンとシラハの二人は揃そろって顔を見合わせ「忘れるわけがない」と言った様子で声を合わせて同時に答える。

「「《竜りゆう王おうの加護石》」なのじゃ」

　それがどうかしたのかといった表情を浮うかべる二人。

　ここまでヒントを出せば気が付きそうなものだが。察しが良いのか悪いのかの判断に困る二人である。と、ユヅルが「はぁ」と溜ため息いきを吐ついたその時。

「あっ！」

　と、先ほどまで嬉しそうに一人、黙々と金勘定をしていたフィオネが唐突に声を上げる。

　金を数えつつしっかりとこちらの話を聞いていたのか――彼女はユヅルに近付いてくると興奮した様子で言ってくる。

「《竜王の加護石》のバグ！　効果は所持金をマイナス１０倍にするってやつ！　まさかそう言う事なの!?」

「む、どういうことだ？」

「余にもわからんのじゃ」

　フィオネは「察しが悪いわね！」と、言葉を返してきたシラハとミオンに言う。そして、数学の教師よろしく人差し指をピンと伸ばして説明をしてくれる、

「数学の問題よ！　マイナスとマイナスをかけたらプラスになるの！　何その顔？　まだわからないの!?　だから今のユヅルの所持金はマイナスになってるでしょ？　それをマイナス十倍したらどうなるかって話！　あぁもう！　この世界に電卓があったら一発で説明できるのに！」

　と、フィオネは焦れったいとでもいうかのように説明する。

　彼かの女じよの丁てい寧ねいに過ぎる説明はしばらく続き、そのおかげでようやくユヅルが意図している事が二人に伝わったようだ。

　すると当然二人のユヅルへの非難は一転驚きよう愕がくと称賛に変わる。なかでも、ミオンの驚愕は予想以上のものだった。

　その理由は簡単。

　おそらく彼女はユヅルの固有スキル《タイラント》の能力について、下手をすればユヅル以上に詳しい。だからこそ、気が付いてしまったのだ。

　今から彼が行おうとしているバグコンボの正体――この世界のバランスを崩しかねない究極のバグコンボの内容に。

「ま、まさかおぬし……そういうことなのか……」

　と、ミオンは青い顔をして言う。

「さ、さすがにそんな事をしたら大変なことになるのじゃ！」

「ふ、ふふっ」

　だが、ユヅルはそんなミオンの声を無視して、道具袋から《竜王の加護石》を取り出す。そして、すかさず固有スキル《タイラント》を発動させバグった状態に変化させる。

　だがしかし、彼はそれでとまらなかった。

「ふひ、ふひひ……」

「なんじゃその笑え顔がおは！　なんじゃその笑い声は！　やめろ、やめるのじゃ！」

　ミオンはガシッと、力加減からして半ばノリといった感じで掴みかかってくる。

　ユヅルはそんなミオンから《竜王の加護石》を守るべく、彼女の手が届かないように頭上へと掲げる。

　洞窟の中にあってなお赤く、太陽の様に輝くその神秘の石――《竜王の加護石》へと意識を集中させ、ユヅルは再度己おのが固有スキルを……世界のバランスを崩壊させうるタイラントの名に相応ふさわしい固有スキルを発動させる。

「やめるのじゃぁあああああああああああああああ！」

「いいや、やるね！　俺の固有スキルよ、このバグの強度を変へん更こうしろ！　マイナス十倍じゃない……マイナス十京倍だ！」

　激しい力の行使のせいか、それともいくら規格外の固有スキルとはいえ、限界というものがあるのか。

《竜王の加護石》を握にぎりしめたユヅルの右手からは、火花のような美しい赤い閃光が無数に溢れ出す。さらには、バチチチチチチチチッと周囲を鳴動させながら、雷かみなりの如き凄まじい音まで立てている。

　だが、ユヅルには直感的に理解できた。自分の分身である固有スキルが、この程度のことで簡単に音を上げるわけがない。

　だから彼はより強く《竜王の加護石》を握りしめて叫ぶ。

「さぁ、無限の金パワーを俺によこしてみせろ、《タイラント》！」
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　ユヅル達たちが洞窟で、ゴブリンシーフ討とう伐ばつを終えた日の深夜――とある街。

　もう皆みな寝静まってもいい頃なのにもかかわらず、そこに居る人々はとあるネタを肴に祭りの様に盛り上がっていた。すなわち、そのネタとは――。

「本当だって！　オークションから品物が全部一いつ遍ぺんに消えたんだよ！」

「信じられるかよ、そんなの。だって、オークションは世界各地の街から出品されてるものが共通して掲示板に載ってるんだぜ？　この街だけの出品物ならまだわかるけどよ、世界中から売りに出されている出品物が全すべて一瞬で完売するって……あり得るかよ？」

「だから本当なんだよ！　現にうちのメンバーの一人が偶ぐう然ぜん手に入れたＳランク装備を売れるわけないだろってくらいのぼったくり値段で出してたんだけど、それすらも売れちまったんだよ！」

「いやだってなぁ……しかも噂うわさによると買い占めたのって、たった一人なんだろ？　なんだっけ名前？」

「モガミ・ユヅルってやつだよ！　売り手と買い手がわかるオークションの売買履歴を見たら、メンバーの装備もそいつに買われてたから間ま違ちがいない！」

「ユヅルってあの始まりの街仕切ってるクソ女の妹を、瞬しゆん殺さつしたとかって噂の大物ルーキーか？　それにしたって信じられねぇな」

「でもとにかく本当なんだよ！　オークションに出してた知り合いが全員、そいつに買われたって口を揃えて言ってるんだよ！」

　と、話の中心人物であるユヅルが巻き起こした事件――後に成金大量買い占め事件と称されるその事件は、本人が知りえぬところでユヅルの名を更に有名にすると同時に、各地へと広がっていくのであった。







第九章　開戦の狼煙のろし







「ねぇ、ユヅルくん。ちょっと確認したいんだけど」

　クエスト周回をした翌日。ユヅル達四人は、もはやそこに居るのが当たり前と言った様子で、ルシアンの酒場の一角に陣取っていた。

　現在の時刻は、ちょうどお腹がすき始める頃ころ合あいである昼少し前。

　話しかけてきたのは、店主であり看板娘むすめのタオである。

「キミのフルネームってモガミ・ユヅルくん……だよね？」

　今いま更さらどうしたのだろうか。

　ユヅルはタオのその質問に対して疑問を抱きつつも、「そうだけど」と答えを返す。

　すると彼女は周りを気にした様子を浮かべてから、ユヅル達にしか聞こえないように声を潜めて言う――声を潜められて気が付いたが、心なしか周囲から注目されているようだ。

　いつも可愛い女の子を侍はべらせているので、それなりに注目されていたユヅル。しかし、今日の彼は普段より一層注目されている気がするのだ。

　まるでこの酒場にいる客全員が、タオが何かを聞きだしてくれるのを期待しているかのように。

「キミがオークションに出品されているありとあらゆるものを、よく選びもせずに一気に……っていうか、出品物全部買ったって噂になってるんだけど……本当なのかな？」

　と、タオの口からそのフレーズが出た途と端たん、店内は一気に静まり返る――雰ふん囲い気きからして、店内の客全員が聞き耳を立てているのを感じることが出来る。

　なるほど。タオ自身もこの話題に興味があったが、聞いてしまうと周りが聞き耳を立ててくる可能性がある。よって、先ほど彼女はユヅルに気を使って声を潜めてくれたのだ。

　もっとも、彼女が声を潜めてくれたのは無駄になってしまったが――理由は簡単。周囲の客がタオの気づかい以上に、ここぞとばかりに聞き耳力を発揮しているからだ。

　まぁ彼女の気配りが、無駄か無駄じゃないかは置いておくとしてだ。

　酒場の店主故か、それとも元来の性格ゆえかはわからない。しかし、タオは本当に気づかいが出来るいい女の子だという事は揺らがない。

　だがゲーム内リアル問わず、オタクや引きこもりの性さがとして誰かから認められたい。もしくは、誰かから注目されたい――と日々そう思っている彼からすると、別に件くだんの話が広まるのはたいしてマイナスにはならない。

　ユヅルからすると名前が売れれば売れるほど嬉うれしいのである。

　よって、彼かれは普ふ通つうの声量よりむしろ大きいくらいの声で、やや自じ慢まん気げに胸を張って――。

「本当なんだからね！　オークションで全部買い占めたからこそ、ユヅルの装備は暗殺者のマントとかの一部バグで使える装備を除いて、全部Ｓランク装備なの！　もし信じられないなら、フィオネが証人になってもいいんだからね！」

　ユヅルがドヤァッと言う前に、何だかご機き嫌げんのフィオネに先を越こされてしまう。

　彼女はまるで自分がそれを為なしたかのように、「えっへん！」とない胸を張っている。

　彼女のそんなところは、可愛いくて眼福ではある。ではあるのだが、人が言うのを楽しみにしていた事を奪うのはよしてほしい。と、彼は内心思うのであった。

　さて、フィオネの答えを聞いたタオはというと。あまりにも鼻高々と言った様子でユヅルの事で喜んでいる彼女が、少し嘘うそくさいと思ったのか（まぁ実際嘘っぽく見えたし）。

　彼女はその左右にいるシラハとミオンに次いで視線を移す。

「あぁ、本当だ。金がいくら大量に手に入ったからとはいえ、あのような買い方はどうかと思ったのだが、私の説得及ばず結局オークション買い占めという暴挙に出てしまった」

　と、シラハは頭痛でもするかのようなポーズで頭を押おさえる。

　常時金欠の彼女は、ユヅルの金の使い方を見てなおさら頭が痛くなったに違ちがいない――もったいないと、羨ましいという二つの感情のせめぎ合いのせいで。

「余はあの使い方で正解だと思うのじゃ。オークションには他人にとっては有用でも、自分にとっては無用であるＳランク装備などがゴロゴロしておるのじゃ。つまり、金があるならＳランク装備を集める最適の場はオークションで間違いないのじゃ」

　うむうむとしたり顔で言うミオン。

　彼女の弁は昨夜ユヅルが言った事そのままである。そのため、彼が自慢げにしたい説明は殆ほとんど言う事が無くなってしまった。

　だが、一つだけミオンの説明に付け足す事がある。それは『金があるなら』というのが、通常の『金があるなら』程度ではとても足りない点だ。

　オークションでＳランク装備を大量購こう入にゆうしようとするなら、高難度の狩かり場ばで千時間程ほど金集めに明け暮れても全く金が足りない。

　それこそ、無限に金がないと決して『Ｓランク装備を集める最適の場はオークション』という公式は成立しない。

　だがユヅルにはある、ユヅルには出来る。

　昨夜のバグコンボのせいで、実質無限となった金を保有するユヅル。

　彼は各地で噂になるほど、オークションにてＳランク装備を含ふくむ大量の品物を買った。それにもかかわらず、その所持金は全く変動していない。

　厳密には微び妙みように減ってはいる。だが、金がありすぎて減っているように見えないというのが現実である。

「あーやっぱり本当だったんだ。そのダークレッドのロングコートに黒いブーツとか……見てわかるほどにランクが高そうな装備に替かわってたから、もしかしたら……って思ったんだけど、やっぱりそうだったんだね」

　タオは「あはは……」と呆れた様な苦笑いを浮かべ、再度質問をしてくる。

　先ほどの質問がジャブなのだとしたら、今からするこの質問――それこそが、彼女の本当にしたかった質問なのだという真しん剣けんさを孕んだその内容は。

「キリエさんに爵しやく位い戦せんを挑いどむ準備が整ったってこと、なのかな……こんなに早く？」

「まぁ、当然そうなるだろうな……」

　ユヅルはそう言いながら、情報収集したキリエの情報について考える。

　転移してくる前はフィオネと共に、常勝無敗のプロゲーマーとして賞金を荒稼ぎしていただの。

　転移後のキリエは金にがめつい性格のせいで装備を整えてこそいないものの、圧倒的ゲームセンスを有しているため、一度も負けたことがないだの。

　キリエについて聞いてみると、性格はともかく彼女がどれほどの実力者であり、勝つのが難しいプレイヤーなのかという情報ばかりでてきた。

（だからタオが『こんなに早く準備が出来たのか』って思うのに無理はない。普通のプレイヤーがキリエに挑むなら、おそらくかなりの時間をかけて準備する必要がある……だけど俺は違う！）

　そこでユヅルはニヤリと挑ちよう戦せん的てきな笑えみを浮かべたまま、仲間たちを見回す。彼の視線に応こたえるかのように三人が順番に頷いてくれたのを見た後、彼は続けて言うのだった。

　いつも通りの自信満々な様子で、余よ裕ゆう綽々といった態度で。

「俺達は今からギルド『フォーチュン』のマスターであるキリエ男だん爵しやくに戦いを挑み、この街の支配権と共に男爵の爵位を奪だつ取しゆする」

　宣言したのである。

　今日中に無敗伝説を誇ほこるキリエを打ち倒たおし、この酒場を……この街を彼女の支配から解放すると。
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「たのも～～～～～～～～！　た～～～のも～～～～～～～～～～～！」

　頑丈そうな石材を積み重ねて造った壁かべ。

　何人たりとも通さないという意思を具現したかのような鉄の大門。

　拒絶の意思を表しているのか――城の周囲は堀のようなものがあり、件の門へと続くのは実質ユヅル達が立っている一本の橋のみとなっている。

　先ほどは城と表現したが、よくよく考えるともっと適した表現がある。

　それは砦である……中世ヨーロッパ調の無骨な砦――別の言い方をするなら有名漫画『ベロセルク』に出てきそうな砦。そんな表現がまさにしっくりくるだろう。

　この街の領主が住んで居るとは思えない、実用性一辺倒にみえる無骨な砦。その砦は、実際に実用性のみに注目して造られたものに違いない。

　爵位戦は挑まれた側が戦いのルールなどを選べるという説明はしたが、ルールを選べるということは当然場所の指定も可能ということになる。

　つまり、この砦は少人数による屋内戦をする際に、キリエ側が有利になるバトルフィールドという事なのだ。

　要するに、この無骨な砦はホームグラウンドなのである。

　さて、そんな無骨に過ぎる砦の前に立って「たのも～」などとやや時代錯誤？　に叫んでいるのは当然ユヅルである。

　そんな彼率いる仲間たちはというと。

「余の喋しやべり方かたも我ながら少し古臭いとは思うが、その挑戦の仕方はもっと露ろ骨こつに古臭い気がするのじゃ」

「決して間違ってはいないが、何だかずれている気はするな」

　などなど、ミオンとシラハは口々にユヅルの弁に対する批判をしている。

　そして、こういう時に真っ先に批判はしないまでも、会話に混ざってくるフィオネ。そんな彼女が珍めずらしく静かに、それこそ借りて来た猫ねこの様にポケーッとしている。

　その様子はいつもの元気な小こ悪あく魔まと違って、これはこれで可愛いのでいいとは思う。だが、ユヅルとしては大切な仲間の元気がないのはやはり気になる。

　よって彼は、砦からなかなか出てきてくれないキリエに対する嫌いやがらせのような「たのも～」連呼を中断し、フィオネの方を振ふり返って言う。

「なんだか元気ないけど、なんかあったのか？　っていうか、やっぱり自分の姉と戦うのは嫌だよな……なんだったら、お前は参加しなくても――」

「ちがう」

　ユヅルの言葉を遮さえぎってのきっぱりとした否定の意。

　フィオネは「ちがうわ、ユヅル」と否定の言葉を重ねた後、言葉を続ける。

「ユヅルはあたしに聞かないの？　お姉ちゃんの固有スキルがどんな能力なのか」

「ん、あぁ」

　フィオネはそんな事を気にしていたのかと思う一方で、ユヅルは彼女の元気がなかった理由に思い至る。

「俺達にキリエの固有スキルの詳しよう細さいについて教えなくていいのかって、そう思ってるんだろ？」

「…………」

　フィオネは無言で頷くと、まるで悪い事をしたのを告白するかのようにやや怯えた調子で言う。

「フィオネはユヅル達の仲間になったから、たとえお姉ちゃんでも……昔の仲間でも情報は何でもユヅルに教えなくちゃいけないっていうのはわかってるわ。でもフィオネは――」

「いいよ別に教えなくても」

　今度はユヅルがフィオネの言葉を遮る。「え？」と意外そうな顔をしている彼女の頭をポンポンと優やさしく、慰めるように撫なでながら彼は言う。

「お前が言いづらそうなことを聞くつもりはないよ。仲間につらい思いはさせたくないし、仮にお前にそんなつらい思いさせないと勝てない状じよう況きようになったとしても、そんな事をして勝ったら俺は多分この先一生後こう悔かいする」

「でも……でもお姉ちゃん固有スキルは強力だから、事前に知ってないと一いつ瞬しゆんで――」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、フィオネ。俺と直接戦ったお前が、この中の誰だれよりも俺の強さを知っているはずだ。それにゲームでもそうだけど、事前に攻略方法を知っていたらつまらないだろ？　だから、俺には事前情報なんていらない」

　と、ユヅルはタオの際に起きた失敗の経験を活かしつつ、ゲームから学びつつもリアルで使っても女の子にモテそうなセリフを言うのだが。

　嘘である。

　少なくとも事前情報がいらないというのは、フィオネを安心させるためだけの真っ赤な嘘である。

　ユヅルは事前情報があればあるほどいいと思っているし、実際にフィオネと戦った時もミオンの力で事前情報として、固有スキルなどの情報をあれこれ得ている。

　そう、ミオンである。

　ユヅルの中では事前情報といえば感謝感激ミオン様なのである。彼女がいればどんな相手に対しても、奥の手たる固有スキルを知れるという圧倒的な有利を取れるのである。

　フィオネに無理させなくても、ミオンの力があれば事前情報など一いち撃げきで手に入る。

　仲間に無理させたくないのは本当なので、彼女の力に頼れるときはがんがん頼っていこうと思う。

　ユヅルがそんな事を考えながらチラリとミオンを横目で見る。するとこれまでの会話を聞いていたミオンも察したのか、親指を立てながらドヤァと言った感じで胸を張っている。

「そう、ね。うん……そうだわ。ユヅルは相手がお姉ちゃんでも絶対に負けないんだから！」

　と、聞こえてくる声はフィオネ。どうやら、ユヅルとミオンが謎なぞのやり取りをしているうちに元気を取とり戻もどしてくれたようだ。

　ユヅルはそんな彼女の頭を再度ポンポンする――それにしても、女の子の髪かみの毛はどうしてこんなに柔やわらかいのだろうか。

　特にフィオネの髪質は少し癖くせが強いせいか、触さわり心地ごこちのいい高級綿と言った感じでいつまででも撫でていたい感覚になる。

「よしよし」

「……♪」

　かわええのう、かわええのう。

　この頭を撫でると、くすぐったそうに瞳ひとみを閉じながらもじもじするおにゃのこ、ものすごいかわええのう。と、ユヅルが小悪魔キャットを撫で撫でしていると。




「わたしをふざけた呼び出しで呼んでおいて、自分はわたしの大切な妹とイチャイチャしてる……本当にいい度胸ね、あんた」




　急にフィオネがクールな感じに口調を変えて喋りだしたと、そう思う程に彼女と似た声。

　ユヅルがその声が聞こえてきた方――砦の見張り台部分に視線を向けると、そこには一人の少女が立っていた。

「あ、お姉ちゃん！」

　パッと顔を輝かせるフィオネ。そんな彼女の反応を見るに、その少女こそが彼女の姉でありギルド『フォーチュン』のマスターでもあるキリエ・フィルハート男爵なのだろう。

　歳としは見た限りユヅルより少し上といった感じだ。見た目はフィオネを少し成長させ、大人っぽい落ち着いた雰囲気にしたと言えばすぐ伝わる。

　キリエがフィオネと明確に違う所を挙げるとするならば、まずその身長が挙げられる。彼女の身長はフィオネより段だん違ちがいで高く、ユヅルと同じくらいある。

　あとは髪型。フィオネがやや癖のある髪をショートツインテールに纏めているのに対し、キリエは彼女とお揃いの髪かみ留どめを使って、髪をサイドテールに纏めている。

　最後にあげられるのはその服装。フィオネが露ろ出しゆつ全開なのに対し、キリエはきゅっとしたお腹周り以外に目立った露出はない。

　フィオネと同じく赤と灰を基調とした服――軍服を女性用にアレンジした様な可愛かわいらしくもスタイリッシュな服装に身を包み、頭に軍帽を被っている。

　細かな喋り方や性格、仕草などを比べだしてしまえば、違いは山の様にある。だが、そもそもの容姿の違いは殆ど見られない。

　フィオネが成長すればこうなるのだろうと、想像すれば真っ先に浮かぶ姿がそこに居た。

　強気そうな目つきも、特とく徴ちよう的てきな八や重え歯ばも、まな板絶ぜつ壁ぺきちっぱいも、外見だけならば身長と髪型、服装を除いてその全てが同じだ。

　ようするに。

「かわいい……だと？　く、是ぜ非ひとも姉妹で並べたい！」

　ユヅルが両手に握り拳こぶしを作り、ワナワナ震えだすほどには可愛かった。

　周囲からキリエについて話を聞いたところ、様々な悪評から悪い傭兵団の女リーダーみたいのを想像していたユヅル。

　彼の中での彼女のイメージはアメコミなどでよく出てくる……などというと、アメコミに失礼かもしれないが、言ってしまえばゴリってる感じの女性を想像していたのだ。

　故ゆえにこの発見は彼の中では非常に大きなものだった。

　事前に勝手に想像していたイメージ像とのギャップのせいで、その発見はもうとにかく素す晴ばらしいものだったのだ。

　そして、そんな彼の行動を見たキリエはというと。

「か、かわいい!?　初対面でいきなり何言ってるのよ、あんた！」

　これまでのクールな口調はどこへやら、急にワタワタし始めた。

　なんだろうか。

　フィオネと違って、照れたりするとワタワタと慌ててしまう癖でもあるのだろうか。

「……ニヤリ」

「な、何笑ってるのよ！」

　と、思わずこぼれてしまった笑みに反応してくるキリエ。

　彼女は怒いかり心頭と言った様子で続ける。

「あんたその態度、わたしの事バカにしてるわけ？」

「いや、バカにしてはないさ……ただ」

　ユヅルは「かわいい」と言われてから、ひたすらワタワタしているキリエをゲスイ目つきで見る。そしてそのまま、それと同じくらいゲスイ笑みを浮かべて言う。
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「俺おれがお前に勝って男爵になったら、当然お前は男爵から騎き士しに格下げになる。となると、お前はギルドを解散しなければならない。つまり、ギルドハウスも無くなって住むところがなくなる……ふっ、俺のモノになるなら俺の家に住まわせてやってもいいぞ」

「なっ!?」

　決まった。

　ユヅルは現在それしか考えていなかった――彼が今言った台詞せりふは、ゲーム内で学んだものの、ゲームとリアル共になかなか言う機会がなくて困っていた台詞なのだ。

　この世界ならばいずれ言う機会があるかもしれないとは思っていた。だが、本当に言える日が来るとは思いもしなかった。

　仲間からは「いや、おぬしの家ではなかろう」とか「あれはタオの家だな」という声が聞こえてきたが、まぁまぁそれは無視して今はキリエの反応である。

　彼女は遠目にわかる程ほど頬ほおを怒りか、はたまた羞しゆう恥ちに染めて言う。

「わたしから妹を奪うばっただけでなく、わたしの事をこんなにバカにして……あんたが初めて、絶対に許さない」

　キリエはそこまで言うと、ぺったんこの胸に片手を置いて「ふぅ」と息をつく。

　おそらく気持ちを落ち着けているのだろう。

　実際、次に喋りだすときにはこれまでのワタワタした様子はなかった――声質も冷たく冷静で、聞くものの心を底冷えさせるような冷気に満ちていた。

「いいわ、どっちみちあんたより爵位が上のわたしに拒きよ否ひ権けんはないし爵位戦は受けてあげるわ……今日、すぐにでもね。まだ聞いてなかったけど、今日はわたしに爵位戦を申し込みに来たんでしょ？」

　質問の答えは決まっている。

　ユヅルは仲間の顔を順番に見渡し、最後に今この場に居ないタオの顔を想像したあと、高所に立つキリエを睨み付けながら宣言する。

「キリエ・フィルハート男爵。これからこの騎士、モガミ・ユヅルがお前に爵位戦を挑む……そこから引きずり落としてやるから、首を洗って待ってろ！」

　キリエはその挑戦を鼻で笑う――負けるはずがないと思っているに違いない。

　そして、これから結果が決まりきっている単純作業をこなさなければならないとでもいうかのような、面倒そうな態度で言う。

「挑戦、受けて立つわ。爵位戦のルールは決まり通りわたし達が決めさせてもらうけど……そうね、じゃあギルド戦なんてどう？」

　ギルド戦。

　それは以前説明した通りギルド同士及および、ギルドと騎士が作る臨時ギルドの間で行われる戦いにもっとも多く適応されるルール。

　お互たがいのギルドメンバー全員で戦い、先に相手ギルドマスターをデスらせた方が勝ちと言うシンプルなルールだ。

　そして、このルールが今回のような騎士と男爵による爵位戦の際に、最も多く適応されるのには理由がある。

　触り程度しか説明しなかった以前は、その理由について説明しなかったため、ここで説明すると――騎士が作れる臨時ギルド、ようするにパーティーの人数制限はかなり厳しいのである。

　ずばり五人。

　それがパーティーの限界人数である。

　故にギルド戦にしておけば挑戦者がよほど強かったり、相当な奇策を使われない限り、挑戦を受ける側……すなわち、男爵側は人数差のせいで安全に勝てるのだ。

　だからこそ、騎士はギルド戦という不利な戦いを挑まれることが多いのである。

　ユヅルがゲームの頃ころから何も変わっていない悪習であり、また定石でもあるそんな戦いの挑み方を思い返していると。

「急に黙だまってどうしたの？　まさかここに来て自信がなくなったとか？　ギルド戦をやめてくれ……なんて、言いだしたりしないわよね？」

　と、キリエはギルド戦を提唱したことによって、ユヅルが怯んだと思ったのかバカにしたような態度でそんな事を言う。

　だがもちろん、彼が黙っていたのは決して怯んだからではない。

　むしろ彼が黙った理由は――。

「いやなに。お前があまりにもテンプレートでつまらない……予想通りすぎる対戦形式で挑んでくるもんだから、ついつい昔の想おもい出でに浸っちまっただけだから気にするなよ」

「……ふーん。いちちムカつく言い方してくれるわね、あんた。それだけ生意気な態度とって、もしも負けた時どうなるのか考えたことはある？」

　などと言ってくるキリエ。ようするに彼女はユヅル達が負ければ、領主の特権で直接的か間接的か――いずれかの手段で何なん等らかの制裁をしてくると脅しているのだ。

　だが、キリエのその言葉は全く意味がない。

「そんなありもしない事、考えてるほど暇ひまじゃねぇよ。まぁ、お前は考えた方がいいかもな……もしも俺に負けた時、俺にいったいどんな事をされるのか」

「っ！」

　ユヅルが実際その局面になったら、そんな事をする度胸がない事は火を見るよりも明らかだ。

　しかし、それを棚に上げて彼はノリノリで両りよう腕うでを前へとだし、両手でナニカをクリクリ、コリコリするイヤラシイ指使いをする。

　すると、キリエはまたも真っ赤な顔でワタワタし始め。

「こ、この変態男！　あんたに勝って、絶対にフィオネを取り戻してやるんだから、覚かく悟ごしてなさい！」

　などと、フィオネが言いそうなフレーズを口にした後、見張り台からキリエは去っていく。

　それを見てユヅルはふと思う――あれ、この勝負ってフィオネを取り戻す云うん々ぬんが目的の戦いだっただろうかと。

　記き憶おくが確かならば、今からするのは純粋な爵位戦だったはずだ。

　ユヅルが「はて」と首を傾かしげていると、先ほど去っていったはずのキリエが、何かを思いだしたかの様にたたっと引き返してきて言う。

「ギルド戦のフィールドはこの街全域、お互いのスタート地点はわたし達がこの砦、あんた達はタオと仲がいいみたいだからルシアンの酒場で文句ないわね？　文句がないなら、今からきっかり三十分後に爵位戦を始めるわ。開始時間に爵位戦が始まる様に、時間とルールを設定した挑戦状をわたしの方から送っておくから、確かく認にんしたら受じゆ諾だくしておいて……あんたこそ、首洗って待ってなさい」

　などなど、顔を赤らめた初心うぶな様子でそこまで何とか言い切る。そして、キリエは今度こそ見張り台から引っ込んでいき、それから出てくることはなかった。

「ねぇユヅル。フィオネ、お姉ちゃんがあんなに喋るとこ初めて見たわ。きっとユヅルと相性がいいんだから、頑がん張ばってよね！」

　などと言ってくるフィオネ……相性、いいのだろうか。

　ユヅルが思うにあれは、ただ単に相性が悪くてかなり機嫌が悪く、比例して口数が多かっただけな気がする――実際、かなり挑ちよう発はつしてしまったし。

「確かに、キリエがあんなに喋っているのは初めて見たな。普段は感情を表に出ださず、淡々と刃は物もののような冷たさで喋る人だからな」

　と、フィオネに同意するように言ってくるのはシラハである。

　彼女の話によると、キリエは相当クールな人物らしい。だが、全くそうは見えなかったのはユヅルの気のせいだろうか。

　まぁフィオネの言う通り、ユヅルと相性が良くてああいう可愛らしい態度を取ってくれている可能性もあるが、真相は闇やみの中である。

　ユヅルは心の中で「今はとにかくキリエの固有スキル」についてだと、一連の話に区切りをつける。そして、ミオンに近づいて行くと小声で言う。

「それでミオン、キリエの固有スキル見たんだろ？　教えて欲しんだけど」

　先ほど、キリエは見張り台に直接来てユヅルと会話した――それが大きなミスだと気が付きもせずに。

　そう、直接姿を見せるという事はミオンの自じ称しよう《スーパー女め神がみアイ》により、固有スキルを、余すとこなく見られてしまうという事なのだ。

　故に、不確定要素であるキリエの固有スキルをこの段階で知り、試合開始までにその対策をじっくり練る。そうすれば、勝利は確定的に揺るがないのである。

「え、見てないのじゃ」

　なるほど、ミオンによるとどうやらキリエの固有スキルは《Ｅ・ＭＩＴＥＮＡＩＮＯＪＡ》というものらしい。

「は？」

「え、なんじゃ？」

　待て、おかしい。何かがおかしい。

　ユヅルは一度落ち着くために、自分のこめかみの辺りをトントンと叩いた後、再びミオンへと問いかける。

「ミオンさ。キリエの固有スキルちゃんと見たよな？」

　冷たい汗あせが額から流れてくる嫌な感覚。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、ユヅルの問いに対する答えとしてミオンが放ったのは。

「だってフィオネに言ってたのじゃ！　事前情報はいらないって、そう言ってたのじゃ」

　確かに言った。ユヅルは確かにそう言った記憶はあるが、あの後すぐにミオンとアイコンタクトで意思疎そ通つうを――。

「しかもそのあと余を見て、『わかってるな、今回は事前情報なしでやる』みたいな視線を送ってきたから、キリエの固有スキルを見たかったのを我が慢まんしたのじゃぞ！」

「…………」

　アイコンタクト完全不発で何にも言えねぇ。




●●●




「ミオン、ギルド戦のルールについて確認したいんだけど、ゲームと同じでいいのか？」

　時はあれから二十数分後、場所はキリエに指定されたユヅルチームの開始位置ことルシアンの酒場前――ギルド戦が始まる時刻までもう残り数分を切っている。

　その酒場の前で、ユヅルたち四人は彼を中心に円になって集まり、最後のミーティングを行っていた。

「うむ、基本的なルールは完全にあのゲームと同じなのじゃ。まぁ要点だけまとめると」




●ギルド戦ルールまとめ


　・フィールドに街全体を使う際（今回の場合）は、各種施設や家などの屋内への侵入は厳禁とする。

　・フィールドを決めた後、領主はギルド戦を行う事をメインメニューから申請する必要がある。それにより、各ＰＣとＮＰＣにギルド戦注意メールが送信される。

　・フィールド内にいるギルド戦に関係のないＰＣとＮＰＣは、ギルド戦注意メールに従って各自屋内などに避難する必要がある。

　・戦いは最長でも三時間までとする。

　・街全体などを使った大規模なギルド戦は一日に一度のみしか行ってはならない。






「という感じじゃな」

　ミオンは要点をまとめた説明をそう言って締めくくる。

　それに対しユヅルは。

「あぁ、確かに聞いた限りだと違う所は見つからない。いつもわかりやすい説明と、まとめ……ありがとな、ミオン」

「うむ、どういたしましてなのじゃ！」

　ユヅルはミオンの元気で素直なお礼にホッコリした後、周囲を見回す。

　その視線の先にうつる風景にはＰＣ、ＮＰＣ含め人っ子一人いない。

　理由は簡単である。それは先ほどのルールに則って、皆みなが建物内や街の外に避難したからだ。

　ユヅルはゲームで馴染みあるギルド戦前独特の雰囲気を感じ、気持ちを人知れず高ぶらせた後、仲間たちへと視線をうつして言う。

「とりあえず作戦としては開始と同時にダッシュだ」

「ただ走ればいいのか？」

　と、シラハはあまりにも単純な作戦に小首をかしげて不思議そうにしている。

　彼かの女じよはＦＰＳ全般詳くわしくなさそうなので、やはりピンと来てはいないようだ。

　もっとも、ユヅルとしてもまだ触りの部分しか言っていないため、現段階で理解出来ていなくても特に問題はない。

　故にユヅルは、説明はこれからだとばかりに続ける。

「おそらくあのギルドハウスの大きさからしてみても、向こうは二十人を確実に超こえる人数で戦いを挑んでくると思う。それに対して、こっちの人数は四人……実質戦う事が出来ないミオンを抜かせば三人だけ。いや、それどころかまともに戦える人数は俺とフィオネしかいない」

　あれ、なんだろう。何だか言っていて悲しくなってきた。と、ユヅルは涙なみだが流れ落ちそうになる目元を拭い、平静を装ってしゃべり続ける。

「だからこそのダッシュだ。つまり、相手が本格的に――」

「つまり」

　と、唐突にユヅルの説明を遮る声。

　その声の主は一歩前へと踏み出すと、ピンと人差し指を立ててまたも先生みたいな雰囲気で話し出す。

「相手が本格的に陣営を整えたり、待ち伏せ場所を確保したりする前に、どんどん進軍しちゃおうって事でしょ？」

　フィオネである。

　さすがＦＰＳに精通したゲーマーだけあり、すぐにピンと来たらしい。

　いくら強い奴やつが二人いようと、二十人が統制のとれた動きをして攻こう撃げきしてきたら、ひとたまりもないという事に。

　ＦＰＳにおいて、それくらい人数差は大事なのである。

「フィオネが言ってくれた通り、俺おれ達たちが勝つにはぶっちゃけそれしかない。長期戦じゃなくて、相手の準備が整う前に終わらせる短期戦」

「つまり、電撃戦という奴だな！」

　などと言ってくるのはシラハである。

　別にユヅル達は高い機動力を持っている訳ではないので、一概に電撃戦と言っていいかはわからない。だが、ニュアンスと字面的にはまさしく電撃戦といえる。

　なので、ユヅルはシラハに「まぁ、そんなところだ」と返すと、一いつ旦たん間を置いてから今度は仲間たち全員に話しかける。

「要点をまとめると、今回の作戦は全員でダッシュして、押おし上げられるだけ戦線を押し上げる。コンセプトとしてはなるべく戦わないでキリエのとこまで行くって感じだな……あぁ、あとそれに当たってフィオネに頼たのみたいんだけど」

「別に言わなくてもわかってるわ」

　と、フィオネは髪をパッと払いながら言ってくる。

「頼みたい事って、クリアリングでしょ？」

「さすがフィオネ、よくわかってるな。お前の音を消せる固有スキルなら、万が一敵がいても気が付かれにくいだろうし、任せられるか？」

「任せられるも何も、お姉ちゃんと二人で戦ってた時はフィオネがクリアリングを担当してたんだからね！」

　などと、フィオネはツンデレちっくな発言で返事をしてくる。

　フィオネのツンデレ台詞はとても可愛らしく、ユヅル的には「かわええのう」とはぁはぁできる発言ではあるが。

　結局のところ彼女は承諾してくれたのか、はたまた承諾してくれなかったのか。そこのところが、いまいちわかりづらい。

　だがきっと承諾してくれたのだ――なんせ今現在フィオネは「クリアリングの過程で後ろから暗殺するの大好きなのよね♪」などと踊おどるように言っている。

　もし承諾していないのなら、こんな発言は出て――。

「……待て」

　何かがおかしい。

（クリアリングで『後ろから暗殺』ってどういう事だ。クリアリングは暗殺と関係ないはずだ。まさかフィオネのやつ……クリアリングについて知らないのに、かっこつけて知っているふりをしてるんじゃないだろうな）

　と、ユヅルは疑問に思った事を口にする。

「お前、クリアリングって知ってるか？」

「え、そんなの当たり前じゃない」

　と、今いま更さら何を聞いているのだといった様子の表情で、フィオネは説明してくれる。

「フィオネが先頭に立って、相手が隠れてそうなところを先行して調査――というよりは潰してく奴よね？　要するに安全地帯を増やしてく行動の事でしょ？」

「…………」

　あっている。

　ならばどうして、暗殺という不穏なフレーズが出てきたのだろうか。

　そうとう相手の位置取りが悪くない限り、クリアリングで後ろを向いて待ち伏せている敵に遭そう遇ぐうすることなんてまずないはずなのだが。

「？」

　きょとんっと首を傾げているフィオネ。

　そんな彼女を見てユヅルは思うのだった。

（まぁ小動物みたいでフィオネが可愛いし、確認とってみたけど別にずれた事言っているわけでもないから、特に気にする必要もないだろう）

　ではそろそろ話を進めようと、ユヅルは言う。

「俺からは以上なんだけど何か質問は――っと」

　質問はあるかと言おうとしたところで、ユヅルがメニューウィンドウでセットしておいたアラームがジリリリリリリリリッと、彼かれだけに聞こえる音を鳴らし始める。

　そのアラームが鳴った理由は、もはや言うまでもない。

　ユヅルはアラームを止めるとメニューウィンドウを閉じ、仲間たちの顔を最後にもう一度だけ見回していう。

「行くぞ、戦いの時間だ……今日この時、俺たちはギルド『フォーチュン』を潰す」




　ユヅルの攻撃的で自信にあふれた言葉を聞いた三人。

　彼かの女じよ達たちはそれぞれ三者三様の表情を浮うかべつつも、まるで彼の言葉から勇気をもらったとでもいうかのように、三人の瞳は皆同じく勝利の確信に満ちていた。

　そして彼が言ったのと同じ頃。

　大規模な爵しやく位い戦せんを行う時特有のファンファーレが街中に響ひびき渡わたり、空中に大きく半はん透とう明めいな機械的な文字で『ＧＡＭＥ　ＳＴＡＲＴ』という言葉が浮かぶのだった。







第十章　ＶＳキリエ・フィルハート







　今回のギルド戦の制限時間は、三時間である。

　制限時間がそこまで長い理由は簡単――通常、大規模なギルド戦を行う時は平均して一時間から二時間ほどかけて、ゆっくりと戦いが動くのが普ふ通つうだからである。

　仮に行われるそれが何もかかっていない交流戦などならば、そこまで時間はかからない。

　しかし、爵位戦という爵位をかけた戦いにおいては、誰もが相応に慎重にならざるをえないため、時間がかかってしまうのも当然という訳である。

　だが、今回に限って言うならば時間をかけて戦うのは論外だ――慎重になればなるほど、相手に準備する時間を与えてしまう。

　だからこの戦いは十分以内……欲を言うなら五分以内に終わらせる。

　故に、ユヅル達は走っていた。

　ギルド戦のセオリーに則り、自分の陣地たるフォーチュンのギルドハウスの前で待ち構えているであろうキリエ――そんな彼女を目指して走っていた。

「ユヅル！　このルートは明らかに遠回りだが、いいのか!?」

　すると問いかけてくるのはシラハ。

　このルートは遠回り。

　シラハはたとえあのゲームに詳しくなくとも、こうしてこの世界に転移し、しばらく暮している。そのため、どうやら方向感覚などはすでに身に付けているようだ。

　そう、つまりシラハの言っていることは正しい。

　ユヅルが選せん択たくしフィオネが先導しているこのルートは、キリエが待つ砦への最短距きよ離りではない。だが、それにはそれ相応の理由があるのだ。

「いいか、シラハ。確かに最短距離を行くなら街の広場を突っ切った後、大通りを走り抜ぬけた方が早い。なんせキリエの砦は大通りの先にあるんだからな」

「だったら何で……」

「でも、リスクが高すぎるんだよ。市場に行った時に見たと思うけど、大通りは字の通り広い通り……であるならば、遠くから見つかるリスクが高まる。スナイパーライフルやライトマシンガンで足止めされている間に、相手の戦力を大通りに集められたら終わりだ」

「なるほど、それでこうして裏路地を進んでいるわけか」

　シラハの言う通りである。だからこそ、遠回りになることを承知で、ユヅルは進軍ルートに今こうして走っている裏路地を選択したのだ。

　裏路地は狭く入り組んだ構造をしているため、まず見つかりにくい。そしてさらに、射線を取ることが難しいので、スナイパーライフルなどで狙そ撃げきされる可能性もかなり低くなる。

　そしてユヅル達はなお走る事のみに専心する――通常のギルド戦から比べると、異常なほどの速度で進み、すでに砦までの距離を当初の半分ほどに縮めたころ。

『怪しそうなところを見つけたわ……なんか、居そうな雰ふん囲い気きがする』

　と、フィオネが言う居そうな雰囲気。

　聞く人が聞けば「雰囲気で言うなよ」と思わずツッコミそうになるかもしれない。だが、ＦＰＳにおいてはその直感は非常に大事なのである。

　なぜならば、直感は過去に経験してきた記憶から、無意識に導き出されたものである可能性が高いのだ。

　要するに、彼女が居そうだと直感的に判断したならば、その場所は待ち伏せするのに最適な場所であるという可能性が高い。

　ユヅルは次の路地を一本曲がる直前のところ（先ほどフィオネが念話してきた場所）で、後ろについてくる二人に左手を翳かざしてその行進を初めて止める。

　曲がり角から僅かに顔を出してみると、まず見えてきたのは放置されているドラム缶。

　そしてその陰かげに体を隠かくし、こちらに手を振ふりながらウインクしてくるロリ処女ヴィッチことフィオネの姿。

　最後に視線をその奥へやると、見えてくるのは大きめの木箱が乱雑に積まれた一画。

　付近に搬入口らしきものがあるところを見るに、ここはどこかの店のバックヤードに面した通りなのは確かだ。

「……なるほど」

　確かにあんないかにも怪しそうな場所を見れば、ＦＰＳをある程度経験した者なら、スルーして走り抜けるなんて真似はしない。

　ユヅルとしてもこういう状況でなければ、極力通るのを避けたいところである。

　そして仮に通るとしても、戦術マーカーバグを使った《ブリング》などで一気にこの地帯を抜ける。

　もっとも今回のような場面において前者は論外であるし、後者も使えるのがユヅルだけという時点で論外な事に変わりはない。

　などとユヅルが「むぅ」っと唸っていると。

「何がなるほどなんじゃ、ユヅル？」

　ひょこっとユヅルの顔の横からいきなり出現したのは、ミオンの見目麗しいお顔。

　目標が目標でも、言動が言動でも所詮はリアル女性耐性ゼロのユヅル。彼は顔と顔が当たりそうな距離から現れたそのお顔に、おもわず声を上げそうになる。

　だが何とかそれを噛み殺して……緊きん張ちようか照れ、はたまた両方によって心臓がバクバクしているのを隠して言う。

「いいか、ミオン。あの木箱群を見ろ。もう待ち伏せしてる感満載だ。むしろ待ち伏せしてる感満載すぎて、逆に待ち伏せしていないというフェイントを疑うくらい待ち伏せ感満載だ」

「むぅ、余にはよくわからんのじゃが……おぬしがそういうのならそうなんじゃろ」




　ミオンはなどと言って、同意を示しつつも問いかけてくる。

「でも、どこがどう怪あやしいのじゃ？　というより、いったいどういう待ち伏せがありそうで危険なのじゃ？」

「人によって待ち伏せの方法は違ちがうが、俺だったらそうだな。まずあの木箱群を見てわかる通り、乱雑に積んであるせいであそこだけ見通しの悪い超簡易迷路みたいになってるだろ？　だから、入ってすぐの曲がり角のところにワイヤー式の対人地じ雷らいを設置する」

「つまり、よく見ずにあの木箱地帯に入ったら、足元のワイヤーに引っかかって地雷が爆発してデスるって事じゃな？」

「そういうことだ。それに有線地雷は索敵の役にも立つからな。ワイヤーを避さけて通ったり、地雷そのものを解除しようとすれば、人間の気配ってやつは露ろ骨こつに膨れ上がる。だから、地雷を木箱地帯の入り口に置いて、それを仕し掛かけた奴らは出口付近でもう一段待ち伏せを張っておく……ってのがまぁ俺の中での定石かな」

　もっとも、一箇か所しよに留とどまり続けるのはあまり好まれないし推すい奨しようもされない。なので、ユヅルも仮にやるならと言う程度で、望んでやろうとは思わない手段ではあるが。

「一箇所に留まって敵が来るのをひたすら待ち続ける芋プレイとか、好きな奴はほんとそれしかしないからな……」

　備えあれば憂いなしである。

『フィオネ、行けるか？』

　ユヅルはドラム缶の陰に隠れているフィオネへ、念話でクリアリングを頼む。

　すると彼女は親指をグッと立て、猫ねこを思わせる軽快な動作で何故なぜかドラム缶の上に飛び乗って周囲を見回している。

　なお、ドラム缶の上に乗った際に音が全くしなかったのは、すでに固有スキル《スノー・ホワイト》を使用していたからに違いない。

「うん……っていうか、あいつなにやってんの？　バカなの？」

　まさか恐れていたことが現実になったのか。

　フィオネはクリアリングを、周囲を見渡す事だと勘かん違ちがいして――。

　と、ユヅルが最悪の想像をしたまさにその時、事態は一気に動いた。

　フィオネが跳とんだのである。

　壁かべに向けて跳び、今度はその壁を蹴けりつけるようにしてさらに二段跳び。

　ドラム缶のあった方とは反対側の建物のベランダに手をかけると、そのベランダの手すりの上に乗る。そしてさらに、そこを足場に屋根の上へと上って行ってしまった。

「…………」

　まるで建物を自由に上って、暗殺をこなす大人気ゲーム『アサシンクロード』の主人公の様だ。

　ユヅルはフィオネの圧あつ倒とう的てきな運動神経を見て、彼女の脳内称しよう号ごうをロリ処女ヴィッチからアサシンヴィッチに変へん更こうしたところで。

『やっぱり二人いるわね、地雷の類たぐいはなさそう』

　と、件くだんのフィオネの声が聞こえてくる。

『フィオネの固有スキルと装備の組み合わせなら、瞬しゆん殺さつできるけどどうする？』

『一つ疑問があるんだけどさ、お前いまどこで何してるの？』

『そんなの決まってるんだからね！　ここで待ち伏せしてる奴らの後頭部にそれぞれサブマシンガンの銃じゆう口こう向けて、ユヅルと念話してるの！　もちろんまだバレてないんだからね！』

　なるほど、どうやら決まりきったことだったようだ。

　ユヅルからしてみると、待ち伏せしている奴らの裏を取るために回り込み、それを難なく成功させるフィオネの技術は称賛に値するものなのだが。

　フィオネの圧倒的なまでの運動神経と、自身が発するあらゆる音を消すことが出来るという彼女の固有スキル《スノー・ホワイト》。それらがいかに強力なのか、ようやく理解できた。

　それと同時にユヅルは思う――フィオネと戦った際、仮に市街地戦をすることになっていたら、負けないまでもかなり苦戦したのではないかと。

「どうした、ユヅル。顔が真っ青だぞ」

「なんじゃ？　具合でも悪いのかの？」

　と順に心配してくれるシラハとミオンに「大だい丈じよう夫ぶ、ありがとう」と声を返した後、ユヅルは一考する。

　本来ならここで待ち伏せしている相手二人を倒せば、銃じゆう声せいなどがするため位置が他の仲間にばれてしまう。だが、フィオネならばその心配はない。

　であるならば、彼女の問いに対する答えは決まっている。

『フィオネ、頼む』

『ふふん、それじゃあ任されたんだから♪』

　と、フィオネはユヅルの言葉に快かい諾だくと言った様子の言葉を返してくれるのだった。
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　さて、そんなやり取りから数秒後――ユヅルがやや緊張した面持ちでフィオネからの次の念話を待っていると、木箱群の入り口からひょこりと顔を出すのは。

「もう大丈夫よ。クリアリングは完了したから、フィオネに感謝して進みなさいよね！」

　などと言ってくるフィオネである。

　それに対し、ユヅルはなんだかなぁと言った調子で、シラハとミオンを伴ってフィオネのもとまで歩いて行く。

　すると、彼女はキッとした視線を彼に向けて言ってくる。

「なによ！　いくらユヅルだからって、そんな態度は許さないんだからね！　文句があるならちゃんと言いなさいよね！」

　文句は……ない。

　想像以上の仕事をしてくれたのだから文句などあるはずはないのだ。

　だが、ＦＰＳ大好きなユヅルとしては、先ほどフィオネが行ったものをクリアリングとみなすのに、ものすごく抵てい抗こうがあるだけなのだ。

　しかし、仕事はしてくれたのだから褒めることは必要だろう。

「すまんすまん。お前の仕事が鮮やかだったから、言葉が上手うまく出なかったんだよ……よくやったな、フィオネ」

　ユヅルが言うとぱぁっと花のような笑え顔がおを咲かせるフィオネ。彼女はそのまま何かを期待する子犬のように瞳ひとみを閉じ「……♪」などとニコニコモジモジしている。

　かわええ。

　おそらくなでなでしてもらいたいのだろう。

　であるならば、その期待に見事応えて見せよう。と、ユヅルがフィオネの頭に手をモフッと乗せようとした瞬しゆん間かん。




「いたぞ！」

「撃うて！　逃がすな！」




　ユヅルが先ほど曲がってきた通路から突とつ如じよ男が二人現れる。

　それは確認するまでもなくギルド『フォーチュン』のメンバーであり、当然ユヅル達の敵である。であるならば、このままではこちらに銃口を向けている彼らが何をしてくるかなど容易にわかる。

　故ゆえに。

「っ！」

　ユヅルはすぐさま体を反転、腰こしから白銀の装そう飾しよく銃じゆう《リベルテ》を抜くと、相手より後に構えてもなお早い――まさに後の先とでもいうかのような早撃ちで、現れた敵二人を瞬しゆん時じに葬り去る。

　予想外の敵の出現に動どう揺ようしつつも、精密な射しや撃げきが難しいリボルバーでの連射を決めたユヅル。だが、彼にとっての予想外はまだ終わらなかった。

「銃声が聞こえた、間ま違ちがいない！」

「あいつらはこの先に居るぞ！」

　次々に聞こえてくる声。

　次々に聞こえてくる足音。

　そして、再び路地の角から現れてくる敵。もうここに至れば、疑う余地はない。ユヅル達の居場所がばれたのである。

　状じよう況きよう的てきに仕方がなかったとはいえ、射撃音の大きいリボルバーをああもぶっぱなしたのだ。これは当然の出来事と言える。

　だが、ユヅルはこうなることを、現れた敵へと射撃する際すでに覚悟していた。そのため、焦ることなく的確な指示を出す。

「シラハ、弾だん幕まく！　撃ちまくれ！」

「わかった！　だが、このままではおいつめられるのではないか!?」

　と、シラハは質問を投げかけつつも、瞬時にライトマシンガンを構え。そして、敵が続々と現れつつある路地裏の角付近に制圧射撃を開始する。

　やはりライトマシンガンの凄すさまじい音と、圧倒的な銃じゆう弾だんの雨は、敵に相応のプレッシャーを与えたのか、敵の出現は一時的に止まる。

　すでにユヅル達を視認できる路地側へと角を曲がって入ってきていた敵たち数名も、各々が物陰に隠れたりと身動きできない状態になっている。

　しかし、こんなのは時間の問題だ。

　ライトマシンガンは一度に二百発近く連射できるが、その分弾たまの装填――前述したリロードを行った際、システム的ペナルティが発生する。そのため、少しの間発砲できなくなってしまうのだ。

　故に、シラハの連射が終わればこの均きん衡こうは崩される。

　それだけじゃない。もしこの瞬間にもユヅル達の背後である木箱群の出口側から敵が現れれば、挟み撃ちにされる形になってしまう。

「ゆっくりはしてられない……よな」

　ユヅルは道具袋ぶくろから手榴弾を取り出し安全装置であるピンを引き抜き、先ほどまで敵がどんどん湧わき出して来ていた路地の角へと放ほうり投げて言う。

「シラハもういい！　ミオンとフィオネも走れ！　あとは俺おれが先行する、ついてこい！」

　三人の同意を示す声と、やや離はなれた位置から聞こえる爆発音を背中で聞いたユヅル。彼は木箱群の出口側目指して走りだす。

「…………」

　ユヅルは走りながら、先ほどのことについて考える。

　フィオネがフィオネ流クリアリングを成功させた際、何故かキリエの他のギルドメンバーにユヅル達の居場所がバレたことについて。

　常識的に考えるのなら、フィオネのクリアリングは成功していた。

　誰だれにも気が付かれることなく、二人を瞬時に倒たおしたとみていい。

　にもかかわらず、ユヅル達の居場所はバレた。

「固有スキル……か」

　考えられる理由としては、消去法でいくとそれしかない。

　これは完全にユヅルの推測になってしまうのだが――おそらくは味方の現況を知ることが出来る固有スキルを持っている奴が、キリエのギルドには居たに違いない。

（固有スキル……やっぱり俺にとっての唯ゆい一いつの不確定要素になるか）

　ユヅルはセオリーを容易に覆してくる固有スキルの存在に、若干のイラつきを覚えつつも努めて冷静に次の策を考える。

　こういう場合、やるとするならチームを二つに分けるというのがある。

　一つのチームが囮おとりとなっている間に、本命たるもう一つのチームが相手を討うち取るのである。

　だがそれは、言ってしまえば囮とするチームを捨て駒とする行こう為い。

　いくら勝利のためとはいえ、さすがに仲間を捨て駒にする事は出来ない。

　ユヅルがそう考え、別の策を考えようとしたまさにその時。

「二手に分かれましょ。フィオネとシラハ、ユヅルとミオンで分かれるの！」

　フィオネである。

　どうやら彼女もユヅルと同じ考えに至ったようだ。

「お前らが大通りに展開して、キリエのギルドの注目を集めているあいだに、俺達でキリエを叩たたく……そういう事か？」

　と、ユヅルが確かく認にんの意味も込めてフィオネへ問い返すと、彼女は少し困った様子で言う。

「だいたいあってるけど、少し違うんだからね！」

「少し違う？」

　少し違うとはどういう事だろうか。

　いや、今はそんな事はどうでもいい。と、ユヅルは再び言う。

「なんにせよ、お前らを捨て駒にする事なんて出来るわけないだろ。俺はこの世界で後こう悔かいするような人生は送りたくない……そして、今ここでお前らを捨て駒にすれば、俺は絶対に後悔する」

　だから、ユヅルはこの作戦にＧＯサインを出すわけにはいかないのだ。

　などとユヅルが考えていると、フィオネはとても真しん剣けんな様子の表情で言ってくる。

「信じて」

　たった一言。

　普段のフィオネから考えられない落ち着いて、かつ優やさし気げな口調で彼女は続けてくる。

「フィオネ達を心配してくれてるのはわかってる。でもユヅル、フィオネ達は捨て駒になる気なんかないわ。だから……信じて」

「…………」

　ユヅルは心中で「参ったな」と呟つぶやきながら、フィオネへと返す言葉を選択していた……いや、実際はすでに返す言葉など決まりきっていた。

　大切な仲間にこんなにも真剣に「信じて」と言われてしまえば、返せる言葉など一つしかない。

　今からユヅルが言う以外の言葉を返そうものならば、そいつは相当の愚か者だ。

「信じるよ、フィオネ。お前がそこまで言うなら、何か作戦があるんだろ？　囮になりつつも生き残れるようなとっておきの作戦が……俺には思いつかないけど、お前がそこまで言うなら、俺はお前を信じるよ。だから、シラハを頼む」

「任せなさいよね！　ユヅルが驚おどろくような作戦を見せてあげるんだから！」

　ユヅルはフィオネのそんな言葉を背中で聞きながら、キリエの元へと続く裏路地をミオンと二人で急ぐのだった。




●●●




「これは……このままではまずいのではないか!?」

　と、シラハはライトマシンガンを撃ちまくり、相手を牽けん制せいしながら声を張り上げている。

　彼女……ユヅル達から別行動を取っているフィオネとシラハが今居るのは、大通りの一画である。

　そこで二人は出店などの障害物を盾にしながら、大通りに集まりつつある敵に向けて銃をひたすらに乱射している。

　だが、シラハの攻撃は元から当たる可能性はゼロ。その上、敵との距離がかなり開いている現状、フィオネのサブマシンガンも命中率はあまり期待できない。

　結果として、先ほどのシラハの言葉が出てくるのである。「このままではまずいのではないか」と。

　いくらライトマシンガンとサブマシンガンで牽制をしているからといって、当たる確率が低い以上攻こう撃げき力りよくは期待できない。







[image: ]







　という事は、相手の人数は一向に減らないという事でもある。

　であるならば、その一向に減らない敵達が距離を詰つめきて、取り囲まれでもしたらどちらが負けてしまうか等は目に見えている。

　攻撃面に期待できないシラハはもちろんだが、近きん距きよ離りで圧倒的な火力を叩きだすフィオネであっても、この人数差を覆せるほど相手ギルドのメンバーは弱くはないのだから。

　このままではユヅルが心配していた通り、敵を引き付ける囮……捨て駒になりかねない状況の二人であったが。

「そろそろ……かな♪」

　と、フィオネは状況が不利にもかかわらず小こ悪あく魔まのような笑えみを口に浮かべて続ける。

「ちょっと出かけてくるから、少しの間一人で頑がん張ばれる？」

　その言葉を受けたシラハは、ライトマシンガンのトリガーを引き、正面から迫ってくる敵から決して目を離さずに言う。

「出かけてくるとはどういうことだ!?　さすがに理由くらいは説明して欲ほしいのだが」

「ユヅルと別行動する前に言ったでしょ？　捨て駒になる気はないって。フィオネは大好きな人との約束は守る女なんだから」

「捨て駒にならないという約束を守る……つまり、どういうことだ？」

「うーん……ユヅルに言ったら、絶対にやめろって言われそうだから『信じて』とだけ言っておいたんだけど、今ならもう言っていいかな」

　そこでフィオネは普段にもまして淫いん蕩とうそうな笑みを浮かべ、シラハへと言う。

「お姉ちゃんのギルドには、フィオネに骨抜きの男たちが沢たく山さんいるの……だ・か・ら」

　まるで狙ねらいを定めたように。

　かつて国を傾かせたという悪女のように。

「そいつらにＨなご褒ほう美びをちらつかせて、少し寝返ってもらうだけなんだから！　まぁ、本当にＨなご褒美なんてしてあげないんだけどね……フィオネはユヅルにしか興味ないし」

「…………」

　シラハが絶句する中、フィオネのとっておきの作戦――シラハが敵を引き付けている間に、フィオネが敵ギルドメンバーに接触。

　その後メンバーを誘ゆう惑わくして寝返らせるというビッチ極きわまる作戦が、ユヅル達の知らぬところで始動する。

「信じてくれた以上、精せい一いつ杯ぱい頑張るんだからね！」

　と、フィオネは一人ほほ笑むのだった。

　自分を信じてくれたユヅルのために、この囮作戦をただの囮作戦で終わらせないために。




●●●




　結論だけ言うならば、ユヅルがフィオネとシラハに行わせた囮作戦は、これ以上ないほどに機能した。

「そう、仲間を囮にして……切り捨ててあんた達二人は、わたしの前に現れたわけ？」

　あの後、敵に相対することなく、裏路地を進み続けたユヅル達。二人は現在、ギルド『フォーチュン』のギルドホーム前に立つキリエの元までやって来ていた。

「わたしの布陣のどこに穴があったのか気になったから、戦う前に参考までに聞いてみたけど……まさかわたしの大切な妹を捨て駒にして、わたしのギルドメンバーを引き付けるとはね」

　ここまで来られた以上、今も戦ってくれているフィオネとシラハのために、一刻も早くキリエを倒そうと思ったのだが。

「許せない……フィオネを捨て駒にしてまでわたしに勝ちたいの？　あんたはわたしから奪うばったフィオネを捨ててでも、男だん爵しやくの称号が欲しいの？　とんだクズね」

　キリエにどうやってここまで来られたのか聞かれたユヅルは、素直にありのままの出来事を話した――フィオネとシラハを信じて置いてきたということを語った。

　そうしたら、ものすごく説教された。先ほどから聞こえてくるお怒いかりモードのキリエボイスが、まさにそれである。

　キリエは結果的に見ればユヅルがフィオネを切り捨てたことに対し、ここまで激怒しているに違いない。

　だが彼かの女じよのその物言いに対しては、彼としても反論したいことがあった。

「ユヅルはフィオネとシラハを捨て駒にしてないのじゃ！」

　あったのだが、その前にユヅルがボロクソ言われて怒おこった様子のミオン。彼女がこれまで見たことも聞いた事もない不ふ機き嫌げんそうな表情と声で、一気にまくしたてる。

「ユヅルはフィオネの事を信じて置いてきたのじゃ！　フィオネとシラハの事を信じたから、任せてきたのじゃ！　そうじゃ……ユヅルは二人を捨てたのではなく、任せたのじゃ！　あの二人なら絶対にやられないと、そう信じて任せてきたのじゃ！」

「信じてるとか信じてないとか、捨てたとか任せたとか……もう話すだけ時間の無駄ね」

　キリエはそう言うと、怒っているのもバカらしいといった様子で盛大に溜ため息いきを吐つき。そして彼女はわしわしと後頭部をかきながら続ける。

「ギルドメンバーには、フィオネをなるべく無傷で捕らえるように言ってあるから、話はあの子からあとでいくらでも聞ける。今は言い訳ばっかりのあんた達たちを――」




「き、キリエさん！　もうダメです、あいつら全員裏切って！　このままじゃ……ぺぐっ」




　と、キリエの言葉を遮さえぎるように言いながら現れたのは、彼女のギルドメンバーと思われる一人の男。

　しかし、現れたその男は次の瞬間には背後から後頭部を撃ち抜かれ、最後まで言葉を紡ぐことなく倒れる。

　目まぐるしく変わる展開に対し、この場にいる三人が同様にクエスチョンマークを浮かべていると。

「はぁ……はぁ……や、やってやる……やってやるからなぁ！」

　などと、息を荒らげた様子で叫さけびながら現れたのは、アサルトライフルを持った世紀末風の男。

　状況から見るに、彼が先ほど現れたキリエのギルドメンバーをデスらせたに違いはなさそうではあるが、そうなってくると疑問点が一つある。

　この世紀末風の男はかつてフィオネの部下であった。

　つまり、この男もキリエのギルドメンバーなのである。

　それがどうしてキリエのメンバーを撃ったのか。

　などと、ユヅルが悠長に考えている間に、世紀末風の男はアサルトライフルの銃口を向け引き金に指をかける……ユヅルにではなく、キリエへと銃口を向けて。

「エッチなご褒美がもらえるんならなぁ……俺がキリエを倒してやるよぉ！」

　何やら錯乱しながら男は引き金を引き、アサルトライフルからは銃弾が発射される。

　そして、その銃弾はキリエを貫くかと思われたが。

「……ちっ」

　キリエは軽い舌打ちをしたかと思うと、地面すれすれへと身を屈め、驚異的な反射神経で銃弾を躱す。

　そして、同時に背中から引き抜いた長物の銃を世紀末風の男へ向け、引き金を引く。

　すると、銃口から飛び出だしたのは無数の小さな銃弾。

　それらは空中で一度制止すると、あらゆる方面から世紀末男を狙って再び加速。

　避ける暇ひまもなかったに違いない男は、瞬時にデスることになった。

「なるほど、やってくれるわね」

　と、男がデスしたのを確認した後言ってくるキリエ。彼女は銃を肩かたに担ぐようにして気だるげな様子で立ちあがると、ユヅルとミオンの方へと向きなおり続ける。

「フィオネを別行動させたのは、フォーチュンから裏切り者を出させて混乱を作りだすためなんでしょ？　確かにあの子がギルドを去った今も、あの子を崇拝に近い勢いで支持するメンバーは多くいるわ。つまり、本当の狙いは囮ではなく、こちらのギルドの内部崩壊……でしょ？」

「え、いや……まぁ」

　ユヅルはなんとも煮え切らない言葉をキリエに返す。

　だがそれも仕方ない。

　なにせ現在の状況は、彼かれにとっても予想外の事態なのだから。

　そもそもユヅルがフィオネとシラハに別行動をとらせた理由は、以前言った通り囮である。

　二人に派手に立ち回ってもらう事によって、ユヅル達がキリエの元まで進行しやくする……それこそが第一の理由だったのである。

　なのにこの状況は何なのか。

　どうして、敵ギルドのメンバー数名？　が裏切って内部抗争を起こしているのか。

「…………」

　思い当たる点ならば一つある。

　それはユヅルと別れる前にフィオネが言っていた言葉である。

『任せなさいよね！　ユヅルが驚くような作戦を見せてあげるんだから！』

　驚くような作戦――それによってもたらされた状況こそが、今現在ユヅル達の前で起きているこれなのだ。

「フィオネの奴やつ、いったい何をどうやって敵を裏切らせたんだ？　囮のついでに何をしてきたんだあいつ……まぁなんにせよ結果オーライだけどさ」

　ユヅルは小首を傾げそうになるが、詳しよう細さいを考えている暇ではないと思い直す。なぜならば、今はキリエとの戦いの真最中。

　フィオネが何をしてくれたにしろ、ここでユヅルが負けてしまえば、それを無にしてしまうのだから。

「はぁ……裏切り者がこうしてすぐそこまで来たって事は、もうわたしのギルドは何もかもボロボロ。でも、ここでわたしがあんたを倒せば、わたしの勝ちは揺るがない」

　と、キリエが言いながら向けてくるのは長物の銃。

　それはショットガンと言われる種類の銃だ。

　あのゲームにおいてのそれは、一度トリガーを引けばいくつかの小さな弾が飛び出し、銃口が向いている近距離を範囲攻こう撃げきできる銃であった。そのため、近距離では圧倒的な威い力りよくを有するが、弾が散らばってしまうため有効射的が短い――そんな特とく徴ちようを持った銃でもある。

　しかし、キリエが使っている場合に限っては、先ほどのショットガンの説明に当てはまらない点が多々ある。

　なぜならば、さきほどキリエがショットガンを撃った際、ターゲットである世紀末男は確実にショットガンの有効射程外にいた。

　つまり、世紀末男は安全地帯に居たはずなのに一いち撃げきでデスっていたのだ。

　おかしな点はまだある……いや、むしろこれがおかしな点の中心なのだが。

　先ほどの弾は一度空中で制止するという、通常のショットガンでは……いや、他のあらゆる銃でも考えられない非現実的な挙動も見せているのだ。

（となると、考えられる理由は一つだよな）

　ユヅルがチラリとミオンの方を見る。すると、彼女は何かを察したかのようにコクリと頷うなずいて、メニューウィンドウを凄まじい速度で操作し始める。

　おそらく何等かのメッセージを打っているのだろう。

　そして、そのメッセージを送る相手は当然。

『ユヅル。キリエのプレイヤーランクはフィオネと同じじゃから、装備的に言えば今のおぬしが圧倒的に勝っているのじゃ……しかし、固有スキルがかなりまずいのじゃ。』

　そこでミオンからのメッセージは言いよどむかのように一いつ旦たん途切れ、再び綴られる。

『おぬしには言うまでもないと思うが、固有スキルを加味して考えるのなら、キリエ・フィルハートの実力はＣランクを確実に超こえているのじゃ。下手をしたらランクＢやＡに匹敵していると思わせるほど、この固有スキルは強力なのじゃ……とにかく、これを見てみるのじゃ』

　と、ミオンの指示通りメッセージに記された件のスキルを見てみるとそこには。




▲固有スキル《アバウト・フェイス》　使用回数：五

このスキルを使用した際、このスキルの使用者は自らが放った弾丸を空中に固定、進む方向を決めた後、再び射出する事が可能となる。なお、このスキルが適応できる銃弾は使用者が目視している銃弾のみに限られる。




　つまり、銃弾が進む方向を撃ってから変えられる固有スキル。

　シンプルだがその強さは圧倒的なうえ、ショットガンとの相性が良すぎる――ショットガンは前述の通り、一度の射撃で複数の銃弾を発射する。

　その複数の銃弾はあのゲームにおいて、一発とカウントされるのだ。

　つまり、この固有スキルをショットガンの弾――散弾に使えば、一度の使用回数で多くの銃弾を同時にコントロールできるのである。

　先ほどの世紀末男の一件はこれによって銃弾が広範囲に散らばるのを抑え、射程距きよ離りを克服させたに違いない。

　だがユヅルが何よりも驚嘆したのは、固有スキルにではない……キリエの人間の限界を超えているのではないかと思えるほどの動体視力にだ。

　固有スキルの使用条件である『このスキルが適応できる銃弾は使用者が目視している銃弾のみに限られる』という一文。

　常識的に考えればありえない。だが、キリエには射撃後高速で広範囲に散らばる散弾の全すべてが、しっかりと眼めで追えているということになる。

「アニメやラノベの特とく殊しゆ能力者かよ……」

　時々変態的な才能を持っている奴がいるんだよなＦＰＳって。と、ユヅルがボリボリ気だるげに頭をかいていると、くいくいと袖そでが引っ張られる。

「大だい丈じよう夫ぶなのか、ユヅル？」

　ミオンである。彼女はいかにもユヅルが心配と言った様子で続ける。

「余はユヅルに痛い思いをして欲しくないのじゃ……なにか、なにかもっと余に出来る事はないか？」

「出来る事……か。ミオンは勘違いしているようだから言っておくけど、このフィールダウトの世界において、戦う前から相手の固有スキルを知る事が出来るってのは、ある種チートに近い。つまり、もうミオンは俺にチート級の貢献をしてくれたことになる」

　ユヅルは「だから」と、優しげに呟いてゲームのキャラの真似でもない、モテるための動作でもない――本心から出る素の行動でミオンの頭にポンッと手を置くと、その絹糸のよな髪かみの毛をくしゃくしゃと撫なでて言う。

「感謝してるよ、ミオン。いつも俺のために色々な事をしてくれてありがとう……だから、今は少し離れた位置で見ていてくれ、俺がこの世界の王になる第一歩を」

「ユヅル……わかったのじゃ。余は世界を総すべる女め神がみとして、ユヅルの事が大好きな一人の女として、ユヅルを信じてしっかり見ておくのじゃ」

　そう言って離れていくミオンを見送るユヅル。

　彼はミオンがある程度離れたのを見た後、「はっ……随ずい分ぶんと恥はずかしいこと言ってくれるよな」と照れくさそうにこめかみの辺りを人差し指でかく。

　そして「さて」と一言つぶやいて、未いまだこちらにショットガンを向けているキリエへと向きなおって言う。

「わざわざ待ってくれたのか？　フィオネと同じで優しいんだな」

「あんたみたいな奴が、わたしの大事なあの子を知っているかのように語らないで」

　するとキリエは、ユヅルの言葉に対する不快さを隠そうともせずに続ける。

「それに今撃たなかったのは、親切心で待っていたからじゃない……ただ不意打ちで勝ったら、私のプライドが許さないだけ」

　不意打ち。

　確かに自分と近しい実力を持つ者か、格下の相手に不意打ちをかませば、プライドが許さないというのは、同じゲーマーとしてよくわかる。

　キリエにとってユヅルはあくまでそういう存在なのだ――格下、百歩譲ゆずって同格。

　だが現実は違ちがう。

「いや、不意打ちで勝っても俺は全然いいと思うけどな」

　と、ユヅルは既にバグらせた《暗殺者のマント》を装備し、不敵な笑みを浮うかべて続ける。

「だってお前、不意打ちでもしないとさ……勝てないだろ？　圧倒的な格上であるこの俺に」

「…………」

　ユヅルの言葉を聞いたキリエの顔からスッと、表情がなくなる。

　まるでスイッチが切り替わるかのように……周囲の空気と一いつ緒しよに雰ふん囲い気きそのものが、冬の凍り付いた湖の中央に立っていると感じるほど冷たくなる。

「…………」

「…………」

　お互たがいの間に沈ちん黙もくが漂ただよう。

　もう戦いはいつ始まってもおかしくない。

　そしてそれは、始まった次の瞬間には終わっているに違いない。

　少し距きよ離りが離れているとはいえ、これほど近い距離で敵対する二人が向かい合っていれば、超人跋扈する漫画でもない限り勝負は一いつ瞬しゆんでつく。

　それはリアルにおいてもゲームにおいても変わりはない。

　プレイヤーランクはユヅルの方が上とはいえ、キリエの固有スキルによって制御された散さん弾だん全すべてを叩き込まれれば、さすがに即デスすること間違いない。

　だが、キリエだってユヅルのＳランクのリボルバー《リベルテ》の驚異的な威力を誇ほこる銃弾を叩き込まれれば、一撃でデスすることに間違いないのは変わらない。

　故に一瞬。

　最初で最後になる攻防に二人は全神経を集中させる――それこそまるで、西部劇の早撃ち勝負のように緊迫した空気が……張りつめた時間が流れる。

　はたして最初に動いたのは。

「っ！」

　キリエであった。

　彼女はユヅルに向けていたショットガンのトリガーを引く。すると銃口から飛び出したのは、ショットガン特有の散弾。

　だが、その散弾はキリエの固有スキル《アバウト・フェイス》によって一瞬空中で固定されることになる。

　一方、キリエがトリガーを引いたのとほぼ時を同じくして動きだしたユヅル。

　彼は道具袋から取りだしたバグらせ済の《戦術マーカー》を真上に放り投げ、反対の手で《リベルテ》を抜ぬくと全力疾走を開始する。

　だがどんなに速く走ろうとも、すでに射撃を行っていたキリエの方が数段速いのは道理である。

「これで、終わり……あんたが負けて、わたしが勝つ！」

　と、キリエの言葉と共に空中に静止していた散弾は、静止する前に進もうとしていた進路から大きく方向を変える。そして、その全てが真っ直ぐユヅルの方へと向かってくる。

　このままでは散弾全てはユヅルへと直ちよく撃げきし、キリエの勝利は揺るがなくなる。

　と、思われたその時ユヅルは跳とんだ。

　地面を蹴けり、さして高くはないがやや身を屈めながらキリエへ向けて跳びこんでいく。

「その姿勢をとる事によって、被ひ弾だん箇か所しよを減らそうって試みは悪くはないわ……でも」

　言ってキリエが取ったのは、既に放たれた銃弾に対しての二度目の固有スキル発動。

　驚くべきことだがその発動条件から考えるに、彼女は散弾を最初から今まで目視し続けていたのである。

「……っ！」

　ここに来てユヅルは自分の想像を遥かに上回る彼女の動体視力と、咄嗟の状況判断能力に驚きよう愕がくすることになる。

　ユヅルはこれで勝利は決まったと思っていたのだ。

　被弾箇所を減らしてダメージを最少に抑え、懐に潜もぐり込んでキリエへ一撃。それですべてが終わると思っていた。だが、最後の最後で彼女はユヅルの予想を完全に上回った。

　だからユヅルは笑う。未だ空中でキリエに向けて進む己おのが体を制御し、姿勢を戻しながら笑う。




　キリエの力量がユヅルの予想を超えていた場合の策を、念のために考えておいてよかったと。




　キリエが放った散弾が再び静止し、再度ユヅル目がけて射出。その全てが彼へと直撃したと思われたその瞬間。

　その全てはユヅルを透過した――まるで、そこに居る彼は実体のない幽霊だとでもいうかのように。

「なっ!?」

「驚いている暇、あるのかよ？」

　ユヅルは彼女へ白銀の装そう飾しよく銃じゆう《リベルテ》の銃じゆう口こうを向ける。そして、どこまでも偉そうで、どこまでも相手をイラつかせる天性の笑みを再び浮かべて言うのだった。
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「これで、終わり……お前が負けて、俺が勝つ！」

　直後、周囲に響ひびき渡ったのは砲撃と間違わんばかりの重い音。

　それは、長きに亘わたりこの街を支配してきたギルド『フォーチュン』の終焉を意味する音。

　それは、新たなる男爵の誕生を知らせる音。

　そしてその音は……いずれこの世界の王になる一人の少年を讃える祝砲のようでもあった。







エピローグ　世界を蝕む力







「つまり無敵モードの様に、《暗殺者のマント》のバグ効果で当たり判定を無くして、本来なら被弾するキリエの攻撃を全部透過させ、自分だけ一方的に攻撃したというわけか？」

　と、疑問の声を浮かべるシラハ。それに対し――。

「発想はわかるけど、それだと避けた後すぐに地面にめり込んで出てこられなくなっちゃうんじゃないの？　地面に対する当たり判定もなくなってるわけだし。まぁ、その場合はフィオネが頑張って掘り掘りしてあげるけどね♪」

　などと、自分の意見を展開するのはフィオネである。

　フォーチュンとの勝負の後、男爵の称しよう号ごうを失ったキリエと平和的に話し合って手に入れたフォーチュンのギルドハウスの中。

　見張り台まで続く階段を上りながら、ユヅルは後ろに続く女子三人組の会話を背中で聞く。

「じゃから、めり込まないようにしたユヅルのコンボが凄すごいのじゃ！」

　と、今度はミオンの声。彼女は興奮した様子で続ける。

「キリエに突撃する前にバグらせた《戦術マーカー》を真上に放り投なげたと言ったじゃろ？　それがヒントなのじゃ！」

「……だめだ、私には全く分からん」

　と、考えているのか考えていないのかシラハが言う――いや、シラハはとにかく真ま面じ目めなので、真剣に考えた結果としてわからなかったに違いない。

　しかし、彼女が早々に音を上げた一方で、フィオネはあのゲームをそこそこやっていただけあり、何か気が付いたようだ。

「ひょっとしてユヅルは、ヘリオガバルスを倒した時のバグコンボを一人でやったの？　まぁ体内に入る入らないの違いはあるけど」

「うむ、その通りなのじゃ！」

　と、ミオンはフィオネの言葉に対し背中越ごしにもわかるほど、キャッキャと燥はしやいで熱が入った説明を続ける。

「ユヅルは《暗殺者のマント》のバグ効果で当たり判定を消しよう滅めつさせてキリエの銃じゆう弾だんを透過させた後、《リベルテ》による銃じゆう撃げきでキリエを撃破。その後、一度地面の中にめり込んでいったのじゃ！　じゃが、事前に投げていた《戦術マーカー》のバグによるテレポートによって、マーカーが落下した位置に地面の中から移動……無事に戦いを終えたというわけじゃな」

「おぉ……！」

「さすがフィオネのユヅルね！」

「うむ、さすがは余のユヅルなのじゃ！」

　順に聞こえてくるシラハ、フィオネ、そしてミオンの声。

　わいのわいのとひたすら後ろで褒ほめてくれるのは、ユヅルとしては嬉うれしい。それが可愛かわいい女の子であるのだから、なおの事嬉しいのは言うまでもない。

　故ゆえに、彼としては彼かの女じよ達たちの会話を鼻高々に「ふふん（ドヤァ）」といつまでも聞いていたい気分でいっぱいではあった。

　だがしかし、とうに階段を上りきってしまっており、もう目的地である見張り台まではあと数歩だった。なので、これ以上会話を聞いているわけにもいかない。

　そしてその事は後ろの三人もわかっていたに違いない。

　ユヅルが見張り台に立って砦の周囲に集まっている街中のＰＣやＮＰＣを眺ながめていると、自おのずと三人は口を閉じ黙だまってユヅルの左右に並んで何かを待つように――まるで王に忠誠を誓う臣下がそうするかのようにただ控える。

　彼女たちが誰だれを待っているのかなど、言うまでもない。ここまできて言われるまで動けない様ならば、おそらくその誰かは王になる資格など持ってはいない。

　故に、ユヅルは彼女達から一歩前へと出て、眼下の……これから自らが治めることになる街と、その住民を見渡しながら言う。

「俺おれは……」

　やはり所詮は引きニート。

　ゲームで同じ事をしたことは何度もあるが、リアルでこうも多くの人の前で喋しやべるのはかなり緊きん張ちようする。

　さてどうしたものか。と、ユヅルが緊張する自分の心をなんとか落ち着け、止まってしまった言葉の続きを無む理り矢や理りにでも言おうとしていると、ふいに手が握にぎられる。

　優しく、ユヅルの事を心底思ってくれているのが伝わってくる様な、温かい温ぬくもりを持つ柔やわらかなその手の持ち主は、もはや確認しなくてもわかる。

「…………」

　本当にこの世界に来させてくれてよかった。と、ユヅルは心の中でその手の持ち主ことミオンにお礼を言う。そして、気が付けば不思議と和らいでいた緊張を心の隅すみへと押おしやって、彼は今度こそ言う。

「俺はモガミ・ユヅル。キリエ・フィルハート元男爵との爵しやく位い戦せんに勝利し、この街の新たなる領主となった」

　そこで、ユヅルは眼下の雑踏の中に一人の少女が居る事に気が付く。

　ピンク色の髪に、露ろ骨こつなまでにピョコンと生えたアホ毛。

　その少女ことタオは胸の前で両手を祈るように合わせ、一ひと際きわ目立つ太陽のような笑え顔がおを浮かべている――まるで新たな男爵の誕生を祝福でもしてくれているかのように。

　向こうからはわからないだろうが、ユヅルはそんな彼女を見て一度だけ頷いて続ける。

「前任の領主は必要以上にお前らから金を徴収したそうだが、俺はそんな事をするつもりはない。なぜなら、欲しい物は金ではないからだ」

　金はもうすでに腐るほど持っている。

　仮にこの世界に居る全てのＰＣの所持金を合わせて十倍にしたとしても、今のユヅルの所持金の足元にも及ばない。

　だから、彼にとって金など二の次三の次なのである。

　ならば、ユヅルが欲しいものとは何なのか。決まりきっている――この世界に来た時から、彼の目標はぶれていない。

　それはハーレムを作る事であり、ハーレムのメンバー全員と結けつ婚こんすること。

　一夫一妻の結婚制限がかかったこの世界で一夫多妻をするには、何等かの方法で制限をなくすしかない。

　そしてその方法は、王になることによって得られる《ウィッシュ》という特殊スキルを使うというものだ。

　故に。

「俺は王になる。だから覚えておけ、いずれ必ず王となるこの俺の顔を！　そして、この世界の中枢へと食い込む俺の仲間たちと、そのギルドを！」

　ユヅルは一度言葉を切って、不敵な笑みで言う。

「ギルドの名は『エクリプス』」

　途と端たん人々はざわめきだす。

　知っているからだ。

　そのギルドの名は、フィールダウトαで伝説と言われた最強のギルドと同じ名であると。

　そのギルドの名は、とある伝説的なプレイヤーがマスターをやっていたギルドと同じ名であると。

　そしてそのギルドの名は、恐れ多いという理由から誰もが欠番扱あつかいして使用を控ひかえてきたギルドと同じ名であると。

　もう言うべきことは言った。

　ここから先は言葉で語るべきものではなく、実際に行動で語るべきものだろう。

　ユヅルは控える仲間たちを順に見回し、最後に今も自分の手を包んでくれている温もりを確かめる。すると、ゲームの時には感じ得なかった不思議な高揚と、安心感が胸の内にあることに気が付く。

　本当にこの世界は面おも白しろい、心の底から来てよかったと思える。

「ここからが始まりだ。俺とお前たちが目指すのはこの世界の頂点。この世界における最強を叩たたき潰つぶして、この世界の全てを手に入れる……さぁ、成り上がる準備は出来ているか？」

　ユヅルは空に向けて手を伸のばすのだった。

　まるで自らの目指すものを、その手で掴み取るとでもいうかのように。
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エピローグ２　ボーナスステージ







　やや時は前後し、ユヅルがキリエに勝利を収めてから数分後。




「くっくっくっ……」

　ユヅルは現在、不気味な笑えみをこぼしながら『フォーチュン』のギルドハウスの地下にある部屋――裏切り者などに罰ばつを与えるために造ったという、拷問部屋のような部屋にフィオネと並んで立っていた。

　そしてユヅルとフィオネが並んで立つ正面――ちょうど部屋の中央に位置する場所には天てん井じようから鎖で両手を縛しばられたまま吊つるされた少女が一人。

　キリエである。

「あんた、こんな事をして……どういうつもり？」

　そんなキリエの当然にすぎる問いかけに対し、ユヅルは「くっくっくっ……」と不気味な笑みをこぼした後ゆっくり言う。

「いやなに、せっかく男爵になってギルドハウスを持てるようになったんだ。このギルドハウスを無料で譲ってもらおうと思ってな」

　ユヅルは使いきれないほどの金を持っているため、正直この規模のギルドハウスなど正規の手段を取れば余よ裕ゆうで購こう入にゆうできる。

　しかし、立地選びや手続きの面めん倒どうくささを考えるのならば、キリエから譲って貰った方がはるかに楽なのである。

「という訳でこれは平和な交こう渉しようだよ」

　ユヅルの言葉を聞いたキリエ。

　彼女は彼を思い切り睨みつけながら言ってくる。

「交渉って……ならどうしてわたしを縛る必要があるの？　さっきも言ったけど、本当はわたしをどうするつもり？　どう考えても平和的に終わりそうにない交渉なんだけど」

　どうして、どうしてか。

　確かにその疑問を抱いだくのは当然だ。

「くっくっくっ……」

　ユヅルは不敵に不気味に笑う。

　なぜならば、ユヅルにもどうしてキリエを縛ったのかわからないからだ。

　わからないから、とりあえず雰囲気に合わせて笑うしかないのだ――そもそもユヅルが、キリエをここに連れてきて縛ったのは、とある協力者からの提案なのである。

「どういうつもりもどうしても何も、敗者に待っている運命なんて決まってるんだからね！」

　と、地下室に響き渡るのは、特とく徴ちよう的てきな小こ悪あく魔まボイス。

　その協力者ことフィオネは、人差し指を口元に持っていきながらそんな事を言う。そして、蠱こ惑わく的てきで挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮かべて続ける。

「例えばこのギルドハウスを奪われたり……例えば、お姉ちゃんのっ、初めて……とかっ……んぅ♪」

　言いながら、いったいどんなシーンを想像したのか。フィオネは体を快楽に悶えるかのようにくねらせ、頬ほおを上気させている。

　変態と言っても過言でないフィオネ。

　その様子を見たキリエは、縛られているのを忘れてしまいそうなほど迫力のある眼光で、キッとユヅルを睨にらんで言ってくる。

「わたしはあんたに負けたから爵位は騎き士し。つまり、自分のギルドを持つことが出来なくなったから、このギルドハウスも必要ない。でもだからってわたしの……わたしの……」

　そこまで言うと、キリエの様子に露骨に変化が現れる。

「は、はじはじ……は、はじめては……っ、わ、渡したりなんかしにゃいから！」

　何だか急にテンパりだした。

　この状じよう況きようを見る限り、キリエはフィオネと違ってこういうエロエロ～な状況は苦手らしい。もっとも――。

「え!?　ち、ちがう！　俺はそんな目的のために、お前をこんな目にあわせてるわけじゃ……」

「そんな目的ってなによ！　わたしのその……は、初めて（ごにょごにょ）は……あんたの中でそんなもの扱いなの!?」

「あ、え……だから……そうじゃなくて……」

　ハーレムハーレム言っている割に、いざこういう段階になると緊張して何も出来ずテンパり始め、キリエと二人そろって滑こつ稽けいな会話をし始めるユヅルも大概なのだが。

　そんな二人の様子を見て「はぁ……」と盛大な溜ため息いきを吐つく人物が一人。

　フィオネである。

「ユヅルってばエロ方面はいざって時にヘタレるんだから。まぁ、フィオネはユヅルのそういうガッツリしてるようでしてない、初心で可愛らしいところも好きなんだけどね」

　そんな事を言ってくるフィオネに対し、ユヅルはようやくと言っていいほどようやく、まともな言葉を口にする。

「いやいやいや！　っていうか、何でこんな状況になってるんだよ!?　俺はお前に『キリエと二人きりで話すの緊張するからついて来て』って頼んだだけだよな!?　そしたらお前が『あたしの言う通りにすれば全部うまくいく』とか言ってきたんだよな!?　その結果がこれかよ！」

　本来ユヅルはギルドハウスを譲る交渉を、本当に平和的に行いに来たのである。

　それなのに気が付けば、キリエさん拷問五分前みたいになっていたのだ。

　いざという時に鼻血ブーしたりと、ヘタレに定評のあるユヅル。そんな彼がこの状況でヘタレ力を遺憾なく発揮してしまうのは、仕方がないというものだ。

「とりあえずキリエの事をどうにかしろよ！　あれお前の姉だろ!?」

「えー……だってフィオネ、一回でいいからお姉ちゃんの事虐めてみたかったんだもん。だから、初めてとか奪うばっちゃお♪」

「おまえな！　そういう事すると、ギルドハウス云うん々ぬんの話がこじれるだけじゃなくて、後々余計な敵が増えまくるんだよ！　あとあれだ！　無理矢理エッチ、ダメ、絶対！」

「でもユヅルも、お姉ちゃんにエッチな事したいでしょ？」

「……ぶふっ」

　などと、フィオネの一言によってユヅルがまたも鼻血を盛大に吹きだしたところで、キリエが話に参加してくる。

「そういうこと……」

　彼かの女じよは時間を置いて少し冷静になったのか、先ほどのテンパった様子はみられず、普段通りの口調で言ってくる。

「わたしのこの状況はフィオネの性せい癖へきのせいであって、あんた――ユヅルの命令とかではないわけね」

　キリエは小声で「ドキドキして損した……」などと呟つぶやいた後、言葉を続ける。

「このギルドハウスが欲ほしいなら、こんな事しなくてもタダであげるわ。あれだけ圧あつ倒とう的てきな強さを見せつけられて、色々と自信喪そう失しつした直後で何か言う気力も正直ないし。それに、どうせフィオネはこのままユヅルのギルドに入るんでしょ？」

　と、後半フィオネに向けられる言葉に彼女が頷くと、それを確かく認にんしたキリエはなおも続ける。

「じゃあ、このギルドハウスはお姉ちゃんからフィオネへの……フィオネの新しい旅路へのプレゼント」

　…………。

　………………。

　……………………。

　そこから僅かな沈黙の後、キリエは再びユヅルをキッと睨みつけると。

「べ、別にわたしとの戦いで素す晴ばらしい技術プレイを見せてくれたユヅル……あんたに対する称賛を込めてのプレゼントという訳ではないから！　その辺を勘かん違ちがいされると、正直迷めい惑わくだから覚えておいて！」

　と、キリエは褒めているのか貶しているのか判別しにくい言葉を放ってくる。

　それに対し、ユヅルが何とも言えない表情を浮かべていると、フィオネが言う。

「お姉ちゃんってホント素直じゃないんだから。ゲーマーとしての腕うで前まえが凄いユヅルに惚ほれちゃったなら、ちゃんとそう言えばいいのに」

「べ、別にわたしはゲームの腕前だけでほ、ほほほ、惚れたりにゃんかしにゃい！」

　などと、顔を何故なぜか真っ赤に染めたキリエは続ける。

「自分より強いってだけでほ、惚れたりなんか絶対にしにゃいんだから！」

「前から思ってたけど……お姉ちゃんって結構マゾだよね。フィオネも自分より強い男に屈くつ服ぷくさせられたい願望はあるけど、お姉ちゃんはフィオネ以上なんだから」

「あんたはてきとうなことばっかり……と、とにかくこの鎖を外しなさい！」

　などなど、そんな二人のやり取り。

　ユヅルはそれを見て「可愛い姉妹のやり取りかわええ」と、ほっこりしていたのだが。

　突とつ如じよ事件は起きた。




「ユヅルのやつ、地下から戻もどってこないが……まさかあの姉妹と、いかがわしい事をしていたりはしないだろうな」

「ユヅルに限ってそんな心配はないのじゃ。シラハは気にしすぎなのじゃ」




　と、階段を下りる音と共に聞こえてくる二つの声。

　シラハとミオンである。

　彼女達がこの部屋――現在、ユヅルとフィオネ……そして、キリエが居るこの部屋に向かっているのである。

　まずい。

　それこそが、ユヅルが最初に抱いた思いだった。

　なぜならば、ユヅルは言っていないのだ。

　フィオネと共にキリエに何をするかについて、ミオン達たちに言っていないのだ――もっとも、ユヅル自身何をするか知らなかったため、本当は言いようがなかったというのが正しい。

　だがしかし、ミオン達がこの状況を見ればどう思うか。

　そんなのは明白である。

「やば――っ」

　やばい。と、ユヅルが口に出そうとした時には、すべてが手て遅おくれだった。

「ユヅル、入るのじゃ。そろそろ上に行かないと、顔みせに間に合わなくなるのじゃ」

　ミオンの言葉を合図に、二人が入ってきたのである。




　時が止まった。

　いや、凍り付いた。




「ち、違う！　違うんだ！　これはそういうのじゃない！　キリエを無理やり縛って、犯そうとしているとかじゃない！」

　ユヅルは言ってから思った。

　あぁ、これよく犯罪者が言っているなと。

　つまり、このままでは勘違いされること確定だ。何か言わなければ。

　ユヅルがそう考え、何かまともな説明をしようとすると。

「お、おまえ！　いったい何をしている！　だめだ、罪を犯すな！」

　シラハが言葉を放ってくる。

　彼女はしっかりと勘違いしてくれたのか、ユヅルの元まで駆けてくる。するとそのまま、彼女はユヅルの腕うでをホールド……ぐいぐいと引っ張ってくる。

　シラハの謎なぞの行動。ようするに彼女は、ユヅルをこの部屋から出そうとしているに違いない――この部屋にユヅルが留まれば、キリエ相手に犯罪的な事をすると信じて。

　それにしても、シラハの豊満な胸が腕に押し付つけられているこの状況。

（は、鼻血がでそうだ。っていうか、なんだかクラクラしてき――）

「ちょっと！　シラハばっかりずるいんだからね！　フィオネだってユヅルに抱き着きたいのを、いつも我が慢まんしているんだから！」

　と、ユヅルの思考を遮さえぎって聞こえてくるフィオネの声。

　フィオネは絵面的に見ると、シラハがユヅルの腕に抱き着いている現状――それに焼きもちを焼いたに違いない。

　彼女はキリエの方からたたっと、ユヅル目がけて走ってくると。

「ユヅルはフィオネのなんだから♪」

　言って、シラハとは反対の腕に思い切り抱き着いてくる。ない胸をすりすり、明らかにわざとユヅルの腕に押し付けてくる。

　両りよう腕うでにおっぱい。

　それも左右で違う大きさ、違う弾だん力りよくのおっぱいを味わえる幸せ。

「俺……明日死ぬのかな」

　ユヅルはタラーッと鼻血を流しながら、思わずそんな事を呟く。

　だが、事件はまだ終わってはいなかった。




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！




　聞こえてくる音。

　心なしか、部屋も振しん動どうしている気がする。

　その理由、それを起こしている正体は。

「ユヅル、どうしてじゃ」

　ミオンである。邪じや神しんミオン様が降臨なされたのである。

　彼女は徐じよ々じよにユヅルへ近づいてくる――まるで幽鬼ように。

　それを見てユヅルはとある光景がフラッシュバックした。

『スパンッと切り落とす必要があるのじゃ』

　そう。ユヅルのナニかを、スパンッと包丁で切り落とそうとする邪神ミオンの姿だ。

　つまり今のユヅルのこの状況。

（や、やばい！　左右をシラハとフィオネに押さえられているから、全く身動きが取れない！　このままじゃ俺の大切なものが切除される!?）

　ユヅルがそんな事を考え、ジタバタしながら焦あせっている間にも邪神ミオンは近づいてくる。ゆっくり、ゆっくりと……そして、ある程度近づいてきたところで。

「ユヅル……余は、余は！」

　ミオンは突如感情的な声をあげ、ダッとユヅルの方へ走ってくる。

　この雰囲気、やられる。

「まてミオン！　俺はまだキリエに何もしてない、誤解だ！」

　思えばナニとは長い付き合いでした。

　唐突に思い浮かぶナニとの楽しかった思い出、築き上げた絆――ユヅルが「あぁ、これが走馬灯」などと呟いていると。

　ドッと、腹部へ襲おそい来くる鈍い衝しよう撃げき。

「っ！」

　そう、ユヅルのナニが御臨終した……わけではなかった。

　なぜならば。

「どうせやるなら、最初は余にしてほしい。余はそう言ったはずなのじゃ」

　聞こえてくるミオンの声。押し当てられる彼女の柔らかく、温かい体。

　ユヅルが緊張を解いて、すっと下――自らの胴体のあたりを見てみると。

　ミオンが引っ付いていた。

　邪神ミオンではない。

「余はユヅルに幸せになってほしいのじゃ。だから、余はおぬしの女関係に口はそこまで……少しは出だすかもじゃが、そこまでは出さないのじゃ。でも、前に言った通り――」

　ミオンはそこまで言うと、きゅっとユヅルにやや強めに抱きついてきて。

「そういう事の最初は……余にしてほしいのじゃ」

　瞳ひとみを潤ませ、上目遣いでそんな事を言ってくる。

　ユヅルがそんなミオンに対し、思わず照れから息を呑んでいると。

「そ、そういう事!?　ユヅル、そういう事とはどういう事だ！」

「あは♪　フィオネとそういう事するときは、いっぱい気持ちよくしてあげるんだからね！」

「あんた、三股またするとか……変態」

　どこかダバダバした様子で、頬を赤らめ言ってくるシラハ。

　蕩とろけた顔をし、ユヅルの腕に頬やら胸やらをすりすりしてくるフィオネ。

　ジトーとした視線と共に、罵ってくるキリエ。

　そして。




「ユヅル、どうじゃ……余が作ったこの世界、楽しいかの？」




　ユヅルをこの世界に連れて来てくれたミオン。

「当たり前だろ、ミオン」

　彼かれはどこか抜けている女め神がみ様に向け、ゆっくりと――心の底からの感謝を込めて、言葉を返すのだった。

「あのゲームそっくりだけど、どこかゲームと違ちがうこの世界。俺はミオンが作ったこの世界が、心の底から大好きだ」







あとがき







　突然ですが、私はＦＰＳとＴＰＳが大好きです。

　といっても、別にたいした腕前を持っているわけではありません。くそ弱いわけではないですが、強い人とやれば瞬殺されるレベル――ようするに、『それなり』の腕前。

　勘違いされないように重ねて言いますが、私の腕前はあくまでそれなり……強くはないけど、弱くもない程度。

　しかし、ＦＰＳとＴＰＳが好きな度合いなら、強い人にも負けない自信があります。もちろんそれだって、私より好きな人が居るに違いないのは確かだとは思います。だけど、大好きだと自信を持って言える程度には好きです。

　では私が、ＦＰＳとＴＰＳのどんなところが好きなのかというと……。

　ずばりそれはフィールドで敵同士が出会い、銃口を向けあった瞬間の空気。互いに発砲し、避けようとする刹那の駆け引き――あの瞬間に、培ってきた全てをかけている感覚。

　私はそれが好きなのです。

　互いの経験や努力をもろにぶつけあっている感覚。集中力と心を乱せばすぐにでも倒される圧倒的競技性が、私は大好きなのです。

　あと一つ、それらのゲームにおいて私が好きなものがあります。

　それこそがバグです。

　バグと言うと悪い印象がありますが、ＦＰＳとＴＰＳのバグ（チート含め）はシュールなものが多いのです。発生したり、使われたりするとかなりムカつくのは確かですが――一方で、思わず笑ってしまうほどシュールなものが多いのです。

　真面目に戦っているからこそ、時折挟まれるシュールなバグが際立って笑える――それがＦＰＳとＴＰＳで起きるバグの好きな所です。

　さて、前置きが長くなりましたがこれら『私の好きなＦＰＳ、ＴＰＳの要素』をラノベとして書き上げたものが本作品です。

　この作品を楽しんでくれた読者の皆様、もしくはこれから読もうとしてくれている読者の皆様……楽しんでいただけたなら幸いです！

　そしてもし、少しでもＦＰＳとＴＰＳに興味があったらやってみてください。最初は勝てずにすぐ負けるクソゲーと思うかもしれません。ですが、それを乗り越えた先に私という一人の人間を虜にしたほどの楽しさがあります。

　余談ですが、私は今スマホで出来る某バトロワゲー（もちろんＦＰＳ、ＴＰＳゲー）にハマっていますので、その世界で出会ったらよろです……全力で戦わせていただきます！




　最後に謝辞に移らせていただきたいと思います。

　はじめましての方、久しぶりの方……アカバコウヨウと申します。

　この度は私の新シリーズであるこの作品を手に取ってくださった読者の皆様、まことにありがとうございます。ものすごくうれしいです、とても感動するくらいうれしいです！

　そして、この作品を完成させるのに協力してくださったＨＪ文庫編集部の皆様、担当様。相も変わらず迷惑かけたと思いますが、ありがとうございました。

　そしてそして、可愛らしくも美しいイラストを描いてくださった手島ｎａｒｉ。様……ありがとうございます。正直、めちゃくちゃ萌えました――抱き枕カバーとか出たら、余裕で買うくらい萌えました。

　最後に、いつも私を支えてくれている家族、友人に感謝を。

　それでは今回はこのあたりでさようなら、またお会いしましょう。

　改めまして読者の皆様、この度は本っ当にありがとうございました！　皆様の心を少しでも動かせたなら幸いです！
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